
國學院大學学術情報リポジトリ「K-RAIN」

九州板碑考

言語: Japanese

出版者: 

公開日: 2023-02-13

キーワード: 

作成者: 原田, 昭一, Harada, Shoichi

メールアドレス: 

所属: 

メタデータ

https://doi.org/10.57529/00002417URL



~ 1 ~ 

 

 

九州板碑考 

 

 

 

 

 

 

原田昭一 

 

 



~ 2 ~ 

 

目次 

はじめに･･････････････････････････････････････3 

第Ⅰ章 九州における板碑研究史･･･････････････13 

第Ⅱ章 九州における整形板碑･････････････････19 

第Ⅲ章 九州における整形板碑の型式的検討････170 

第Ⅳ章 九州における自然石板碑･･････････････219 

第Ⅴ章 九州における整形板碑造立の画期･･････256 

第Ⅵ章 九州における整形板碑の石材･･････････263 

第Ⅶ章 九州における整形板碑の始源･･････････268 

第Ⅷ章 九州における整形板碑の終焉･･････････274 

結論････････････････････････････････････････279 

註･参考文献･････････････････････････････････284 

 

 

 



~ 3 ~ 

 

はじめに 

 日本列島の西端に位置する九州は、太古の昔から大陸に最も近く、我国の歴史の中では

重要な位置を占めてきている。我国の中では、遣唐使をはじめとした使節の派遣、日明貿

易をはじめとした貿易など、大陸との橋渡しとなる機能をもつ性格や、その結果としての

歴史的な遺跡・遺物も少なくない。また、時として、元寇など、大陸と対峙し、事を構え

た歴史も存在する。大陸に接する九州ならではの個性であろう。 

 一方、九州はあくまでも日本列島の西端に位置し、畿内や関東からみて最も僻地である

こともまぎれもない事実であり、僻地ゆえの歴史的な遺跡・遺物も多い。 

 このような歴史的環境が、九州という地域の特異性を醸し出している。独特な形態も大

陸的なものか、あるいは僻地ゆえの産物か、さらにはその両者が融合しあい新たな形を生

み出したものか、情報の整理を行う必要性を求められるのが九州の特質であろう。石造物

研究における九州の立ち位置は常にこのことを意識しなければならない。 

本稿で採り上げる板碑は石造物の中では、必ずしも主流を占めるものではない。九州に

おける石材の主流となる凝灰岩や安山岩などは、立体的な彫成がしやすい石材であり、そ

の特性から宝塔・五輪塔・宝篋印塔などをはじめとした石造物の中では、板碑が少ないの

も当然であろう。しかしながら、板碑は石造物の中で、もっとも研究対象にしやすい塔種

である。それは、多面体の石塔が部材を組み合わせて造立するため、その多くが当初の組

合せを失ってしまっている現状があるからである。それは、県・市町村指定の文化財であ

っても例外ではなく、複数基からなる石塔群で構成された場合が多く、当初の組合せを復

元することが困難であることも、各石塔に的を絞った研究に取り組みにくい原因となって

いる。これに対し、板碑は基本的に一石で作られており、石造物の中では型式論的なアプ

ローチに対しノイズを全く気にする必要がない塔種である特徴をもつ。加えて、その多く

に銘文がみられ、石塔の年代や趣旨などをはじめ、多くの情報を私たちに提供してくれる

特徴ももつ。それゆえ、石造物の中では研究対象として取り組みやすい。 

 板碑は九州の石塔では主流ではないものの、近畿以西の西日本において、質量とも最も

卓越した地域である。この九州の板碑に対し、全国的な視点でその地域性に着目したのは、

服部清道である。服部は全国各地の板碑について地域性を見出し、東北型・下総型・武蔵

型・畿内型・阿波型・九州型に分類し、ここで、九州の類型を指摘している（服部清道 1972）。

服部はこの「型」を考古学的研究法である遺物の型式論に基づいて整理し、地域性を導き

出し、類型化したものではなく、板碑が流行する地域を大きく纏めたものにすぎない。し
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かしながら、各型の特徴を紹介する中で、九州型に関しては、「東北型板碑に於ける如く安

山岩・花崗岩・素面岩・凝灰岩・砂岩等主として火成岩質の石材を用ひ、従つて板碑と云

ふに相應しからぬ分厚いものとなり、形態的基調は頭部が三角形に尖り、額は前方にずつ

と突き出で、額と頭との間に殆んど界線の様に二條の横線が施されて両側に廻り、前後左

右の四面をよく加工し、根部は碑身よりも四面に幾分突き出て身部と明確に分かち、碑身

の上方には種子或ひは佛教を刻し、下方に造立趣旨及び年月を記す整った組立である。」と

いうように、九州の板碑の形態的特徴は的確にとらえている。ただ、関東において、下総

型・武蔵型の 2 類型を見出したとしたなら、同じ視点でみると、九州においてはさらに細

かい類型化が必要となる。それは、石材の違いによるところが多く、これについてもさら

なる検討が必要とされる。 

 本稿では、九州地域の板碑について型式論に基づいた「九州型板碑」の諸特徴について

再確認してみたい。九州における板碑に対する網羅的な集成は、1983 年に刊行された『板

碑の総合研究２ 地域編』に掲載された各地域担当者の業績があるが（渋谷忠章・佐藤  

誠・河野治雄・松岡 史 1983）、各氏紹介した資料を通じた板碑の解釈に対し、必ずしも

一致するものとはかぎらず、それは地域の特殊性に起因する部分が大きい。 

かつて、筆者は豊前・豊後の紀年銘板碑を集成した際に、「頭部を山型に造り、額部に二

条線をもち、碑身部に本尊としての梵字種子あるいは像様をあらわし、その下に造立年月

日・願文・偈文などの銘文を記すという形態的・内容的両面を兼ね備えた石造物」を整形

板碑として集成し（原田昭一 2002b・2003a・2003b）、内容は板碑でありながら自然石を利

用した自然石板碑については、視野に入れながらも集成の対象としなかったことは、自然

石板碑が少ない豊前・豊後地域の特殊性に起因したものである。 

 

本稿において、九州の板碑を論じる前に筆者の板碑に対する定義について、板碑がもつ

2 つの要素、つまり形態と内容（趣旨）の両方の要素をもつものを板碑と捉える立場であ

ることを明確にしておきたい。 

まず、研究史を紐解くと、板碑研究の初期において、板碑に対して系統的にまとめた中

島利一郎は、板碑の条件として①石材が緑泥片岩であること、②扁平な石を用いること、

③頂部が三角形であること、④三角形の下に二条線や二条切込みがあること、⑤表面だけ

用いて裏面は使用しないこと、⑥下部を尖らし地中に差し込むこと、⑦供養塔または逆修

塔であって、単なる記念碑ではないことの 7 点に整理している（中島利一郎 1930）。ただ、
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中島が編年順にならべた板碑が関東地方に信越地方を加えたものであったように、板碑の

第 1 の条件として指摘した石材が緑泥片岩であるとしたことがすべてを物語っているよう

に思える。 

これに続き、板碑研究の基本文献とされる『板碑概説』を著した服部清道は、板碑の定

義について緑泥片岩の石材を利用した扁平な板碑は武蔵型・阿波型のみであるが、自然石

を利用したものなども視野に入れ、武蔵型・阿波型など扁平な板碑に限らず、同一の目的

をもって、類似的な内容をもつものすべて板碑の範疇で捉えるとしている（服部清道 1972）。

また、石田茂作は、武蔵型・阿波型など緑泥片岩の石材を利用した扁平な板碑を「典型板

碑」とし、石質の違いをはじめ、「典型的な関東・阿波板碑を真似て作られた異質のもの」

を「類型板碑」、さらに自然石で代用し、「典型板碑」と同じ内容をもつものを「自然石板

碑」として分類した（石田茂作 1969）。ここで、石田が「真似て作られた」と表現したよう

に、嘉禄 3 年（1227）銘をもつ熊谷市須賀広阿弥陀三尊図像板碑をはじめとして、全国的

に板碑が先行する武蔵型板碑が板碑の祖型であり、「類型板碑」は武蔵型板碑の形態系譜上

あり、全国的に拡散していくとする意識を感ずる。このように、研究史の中では初期にお

いては、圧倒的に武蔵型板碑偏重の時代から、徐々にその他の地域の板碑にも目を向けら

れはじめたものの、やはりあくまでも武蔵型板碑が板碑研究の中心に置かれていたことは、

否めない事実である。 

川勝政太郎は、石田の 3 分類論に対し、石田の言う「類型板碑」については、板碑の地

域性について、武蔵型板碑を「秩父青石」を石材としたゆえの薄さであり、近畿・東北・

九州の板碑が石材ゆえの厚さであるため、問題にする必要はないとしており（川勝政太郎

1982）、ここにきて関東地方以外の板碑も同列に扱おうとする見解もみえはじめている。 

ただ、現在の研究動向をみても、名称論・起源論・消滅論などをはじめ、ありとあらゆ

る分野の研究が石田分類の「典型板碑」を主体に展開されていることは否めない事実であ

る。学問の府たる大学が集中する東京の膝元である関東地方をフィールドとする先学諸氏

が、関東地方での板碑研究を深化させてきたことは、自然の理であり、それは同時に、九

州をはじめとした他地域の研究者たちが積極的に各地の板碑の資料化に取り組むことを前

提とし、そのうえで積極的に板碑に対する議論に参加してこなかったからであり、九州を

フィールドとする筆者をはじめとした研究者の反省すべき点であろう。 

しかし、坂詰秀一は板碑研究の課題として「板碑は、かなり地域色の濃い遺物である。

それは使用している原石の産出地の問題が介在していると見られるが、その背景にかかる
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塔婆を出現せしめた必然性が考えられ、空間概念と信仰形態が密接に関連している現象を

看過することはできない。すなわち、一つの類型の出現・展開・衰微を地域ごとに明確に

する基礎的な作業が要求される」（坂詰秀一 1982）とし、「中世に供養塔あるいは逆修塔と

して造立された石塔婆の一類型で一観面を原則とする」と板碑を理解したように、関東に

おける緑泥片岩製板碑にこだわらず、全国一律に板碑を捉えようとする研究姿勢を示して

いる（坂詰秀一 1982）。 

これらは、形態論からみた議論であり、その形態には板碑以前の前史がある。それはそ

のまま板碑の起源論につながり、数多くの先学による諸説が提示されている。千々和實は

起源論について、①長足五輪塔より変化したとする服部清道の説（服部清道 1972）②笠塔

婆より変化したとする三輪善之助（三輪善之助 1928）・稲村坦元（稲村坦元 1959）の説、

③修験者の作る碑伝より転化したとする跡部直治（跡部直治 1933）・石田茂作（石田茂作

1969）の説、④平城京跡の人型を祖型とする五来重（五来重 1964）の説、⑤宝珠の変化し

たものが板碑の定型化を促したとする藤原良志の説（藤原良志 1970）などに整理し、千々

和實みずから、千本塔婆・笹塔婆から二条線を伴う板碑に発展したとする説を披瀝した

（千々和實 1987）。 

また、千々和実は、服部清五郎が九州型板碑の設定の中心的な場となった豊後の板碑調

査を手掛け、豊後における板碑の発生について、正応 4 年（1291）の紀年銘をもつ大分県

国東市護聖寺板碑が、唯一、額部から上部の山型までを一石で作り、別材として碑身上に

載せている特異性に着目し、関東の板碑がこの頃に国東半島に伝播し、それまで国東半島

に存在していた仁治 2 年（1241）以降の紀年銘をもつ豊後高田市富貴寺の笠塔婆群をはじ

めとした笠塔婆の様式に大きな影響を与え、笠塔婆から板碑への転化の様子がうかがえる

ものとしている（千々和實 1987）。九州の板碑を起源論の中でとらえたきわめて数の少な

い例と言ってよいもので、板碑において九州が関東より後出であることに起因しており、

関東から直接かどうかは別にしても、あくまでも板碑の起源を関東に置き、それから地方

に伝播していったとするのが一般的な認識であり、九州の板碑もその範疇でとらえられて

いる。 

また、川勝政太郎は岡山県倉敷市安養寺経塚出土土製角塔婆に注目する。角塔婆は第 1

経塚から出土しているが、この経塚から出土した土製版に応徳 3 年（1086）の紀年銘があ

り、角塔婆もこの頃の作と考えられている。この角塔婆は頭部が山型であり、2 段の切込
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みがあることから、板碑との類似性を見出し、板碑の源流は角塔婆であるとする説を提唱

している（川勝政太郎 1967・1982）。 

このように、先学諸氏が祖型を求めたものに、長足五輪塔・笠塔婆・碑伝・人型・宝珠・

角塔婆など板碑に先行する形態的に類似する遺物が挙げられる。しかし、近年、これらの

説を一気に覆す画期的な発見があった。石川県珠洲市野々江本江寺遺跡から出土した木製

板碑の発見である。先学諸氏が板碑の起源を探る上での類似資料と同時期か、あるいはそ

れらの時期をさかのぼる 11 世紀半ばに帰属する放射性炭素同位体年代測定の結果が得ら

れているが、石で作られた板碑とまったく同様のものが木で作られており、一気に解決し

た感がある。この木製板碑は幅 30 ㎝、残存高約 2ｍを測り、初期の板碑の大きさにほぼ匹

敵する大きさをもち（伊藤雅文 2012）、材質が石と木との違いであるほかは、きわめて似

ている。 

なお、この遺跡では、同時期の木製笠塔婆も出土しており、他の類例をみてみると、11

世紀～12 世紀中頃の年代が与えられている六角木幢が長野県千曲市社宮司遺跡から出土

しており（国土交通省関東地方整備局・長野県埋蔵文化財センター2006）、かつて筆者が、

古式の石塔の存在しない地域には木塔が存在していた可能性を指摘したきっかけとなった

（原田昭一 2009a）。このことは、山口博之もいち早く注目し、全国的に石製塔婆と関連す

る他部材の塔婆の集成を行い、木製の塔婆群についてもその対象とし、石製板碑に先行す

る木製板碑の存在を確認している（山口博之 2014）。 

このように、先学諸氏が祖型を求めた長足五輪塔・笠塔婆・碑伝・人型・宝珠・角塔婆

など石製の板碑出現する前に形態的に類似する遺物が存在するものの、それらの類似資料

と同時期か、あるいはそれらをさかのぼる時期にもうすでに木製の板碑が出現しているの

である。そのため、石製板碑の起源は木製板碑に求められようが、九州はこの変遷を考察

するうえで、参考になる資料が多い。 

例えば、九州を代表する石材である凝灰岩を利用した大分県臼杵市臼杵石仏や大分市元

町石仏では、背面まで細かな彫成が施されており、その特徴は平安期の木彫仏の細かな様

式を受け継ぎ、石仏の彫成に使用した工具も木彫と同じものを使用したと考えられている

（渡辺文雄 1996）ように、凝灰岩の軟質さゆえ、木製品との関連性を重視しなければなら

ない地域であることを痛感する。この現象は示唆的であり、九州において板碑の形態をも

つ木製品の確認はできないものの、木製板碑が石製板碑に先行し、存在していた可能性を
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考えたい。それは、九州とは似た石材環境をもつ東北地方においても同様であるものと想

定する。 

とは言え、石塔において注意しなければいけないのは、やはり他部材の塔婆の影響であ

る。本稿中で触れるが、層塔・宝塔・宝篋印塔など鎌倉期に遡る九州の石造物が石を材料

としたものに限らず、一部には、木製・金属製などの工芸品をモデルにしたものを嚆矢と

し、それが石塔化して型式変化を遂げていく現象もみられる。それは、必ずしも塔形その

ものの嚆矢となるものではなく、それらが文永・弘安期に多くみられる傾向があるように、

ある特定工人が石塔のモデルとして、ありとあらゆる材質のものを視野に入れていること

にほかならない。本稿で採り上げるが、九州の板碑にも多様な石材が利用されているが、

肥前の緑泥片岩製板碑が、他の地域とは異なる独特な形態をもつように、九州における板

碑のはじまりの中で、そのモデルは必ずしも一律でなく、異質なものも存在するが、凝灰

岩・安山岩の板碑は一様に共通の要素をもち、地域性を加味しながらも、同じ祖型を求め

ても差し支えないと考える。それは、九州において石製板碑に先行する板碑形木製品が確

認できないものの、全国的な動向をみても、かつて九州にも必ず存在していたものと想定

したい。それゆえ、必ずしも九州の板碑が、武蔵型板碑を祖型としたとは限らないと考え

る。 

この視点で、研究史を振り返ると、最も注目されるのは、跡部直治（跡部直治 1933）・

石田茂作（石田茂作 1969）が提唱した修験者の作る碑伝より転化したとする説である。現

存する碑伝の最も古いものが、滋賀県葛川明王院に残る元久元年（1204）銘をもつもので

あり、嘉禄 3 年（1227）銘をもつ熊谷市須賀広阿弥陀三尊図像板碑を嚆矢とする武蔵型板

碑に先行する。そもそも碑伝は修験道において、修験者が修法供養を後世に伝えるために

造立するもので、石製の板碑の型式とほぼ同じであるとともに供養塔婆であり、碑伝の上

部に仏像や仏像名を、また、その下に年月日を記しており、この点も板碑に似ている。そ

のため、碑伝はその当時、存在していた木製板碑の一用途にすぎないものと思える。 

木製の板碑はこの碑伝も含めて、近年、微増する発掘調査出土品をみても、11 世紀に出

現する木製板碑が、石製板碑の先行形態であることが考えられ、起源論を展開するとした

ら、11 世紀に出現する木製板碑の起源を探る必要があろう。 

板碑の起源について、磯野治司は中国唐時代の幡にその起源を求め、幡のモチーフが 10

世紀の半ばを下限とすることから、これまでに日本に請来したとする説を提唱した（磯野
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治司 2012）。武蔵型板碑の初期の類例に幡の鋲止めの鋲頭の表現と考えられる珠文帯が確

認できるものの分析から導かれた説であるが、九州には、さらに興味深い類例がみられる。 

藤沢典彦は鹿児島県湧水町稲葉崎石塔群中に存在するひときわ大きい「黄金塔」と名付

けられた板碑の調査を手掛け、当該資料にみられる珠文帯を幡の鋲止めの鋲頭の表現と捉

え、板碑の源流を考えるときに、「黄金塔」の珠文帯を考慮し、「幡も源流の一つとして考

える必要があるだろう」としている（藤澤典彦 2010）。この「黄金塔」の存在はきわめて

重要であり、九州ならではの意義をもつものである。「黄金塔」には、紀年銘が残り、暦応

2 年（1339）のものであることがわかるが、この時期にはすでに九州において、板碑が完

全に根付き、隆盛期ともいえる時期のものである。そのなかでこの板碑は九州全域をみて

も傑出した存在であるだけでなく、前にも後にも全くみることがない意匠を採り入れてい

る特徴をもつ。冒頭で述べたが、九州は大陸に接する地理的な条件のため、大陸的な要素

をもつ文物が突如として現れる要素をもつ。「黄金塔」が、前にも後にも全く存在しない傑

出した存在であるなら、当然、大陸との影響の中で生まれたことをひとつの可能性として

考えておく必要があるし、磯野が展開した起源論においても、充分に示唆的な資料である

と思える。磯野が起源論について、さらに遡る文物を視野に入れたことは重要であり、実

物資料をもとにその起源を論じられないのはもどかしい感がするが、充分に傾聴すべき説

であり、解決の糸口は大陸にあると思える。 

と言うのも、前述したように山口が集成した遺跡出土の板碑に類する木製品は、古くて

も 11 世紀、その多くが 12 世紀であることは、古代から中世にかけての遺跡の消長に左右

されたものである。全国的に 9 世紀後半から 10 世紀にかけての遺跡の発掘調査例は激減す

る。それとともに遺跡から出土する遺物も極限にまで少なく、同時期の美術資料や歴史史

料も少ない。今後、この状況はさほど変わらないものと推測できるが、9 世紀前半以前に

板碑の祖型となるものが存在すれば問題はないが、そうでないなら大陸の文物に解決の糸

口を求めなければならない。 

起源論について、いささか冗長となった感があるが、起源論は石製板碑を定義するうえ

できわめて重要である。話を元に戻すが、木製板碑の段階から、板碑の形態は定型化して

おり、頭部を山型に造り、額部に二条線をもち、しばしば額部や基部の両者かあるいは額

部のみを突出させる特徴をもつことが明らかとなった。そして石製板碑は忠実にこの形態

を受け継いでいるのである。木製にしろ石製にしろ、この特徴を表現するに、材質による

制約は必ず受け、その制約を克服すべき形態的特徴があらわれる。石製板碑において、武
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蔵型や阿波型の板碑が緑泥片岩という薄く剥ぎ取る石質の特徴から板碑を薄く仕上げるこ

とも、これを一つの地域性として捉えたい。 

つまり、石田茂作が武蔵型・阿波型など緑泥片岩の石材を利用した扁平な板碑を「典型

板碑」と定義したように、過去の学史の中でたえず武蔵型板碑が中心に置かれてきたが、

川勝が近畿・東北・九州の板碑が石田の言う「類型板碑」であることに対し、石材ゆえの

厚さであり、問題はないとし、加えて、坂詰が板碑の定義について武蔵型板碑を全く意識

していないように、武蔵や阿波の板碑を石材に起因する一地方色ととらえ、全国各地の板

碑を全く横並びに捉える立場をとる。それは、九州の中でも、さらに細かい地域性が存在

することにつながり、それはやはり石材の違いによるものが大きい。 

 

以上、整形された板碑の特徴をみてきた。それとともに板碑のもつもう一つの要素であ

る内容（趣旨）についてみてみたい。板碑は碑身部に本尊としての梵字種子あるいは像様

をあらわし、その下に造立年月日・願文・偈文などの銘文を記すという内容をもつ石造物

である。本尊については、時として名号や題目をはじめとしたその他の対象物を表すこと

がある。石造物にこのような内容が観察できるようになるのは、平安後期にはじまる自然

石板碑からである。 

本稿中で触れるが、九州においては整形板碑の発生は鎌倉中期であるものの、自然石板

碑は平安後期にはじまり、数は少ないものの、整形板碑出現期の鎌倉中期までにおいても

連綿と製作され続けている。石製板碑と木製板碑との関連は前述したが、九州においても

石製板碑の形態をもつ木製板碑も自然石板碑と同様に平安後期に出現している可能性があ

り、そうであるなら、平安後期から、木製の整形板碑と石製の自然石板碑から板碑が構成

されていたことになる。整形板碑に関しては、石製板碑成立後も木製板碑が消えてしまっ

たわけではないであろうが、次第に石製が主流となり、さらには完全に石製板碑に移行し

てしまったものであろう。その証拠に、石製の整形板碑に移行して以降、その趨勢は自然

石板碑の趨勢と一致し、銘文にみられる趣旨も同じであり、また、九州においては、整形

板碑と自然石板碑の分布が補完関係にあることから、整形板碑と同列のものとして自然石

板碑を認識すべきであろう。 

 

ここで整形板碑と自然石板碑について触れてきた。ここで数多くの先学が指摘している

ことであるが、板碑のもつ大きな要素として一観面であることにこだわりたい。層塔・五
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輪塔・宝塔・宝篋印塔など、ほとんどといってよいほどの石塔が、四観面をはじめとした

多観面であることに対し、板碑は一観面である。川原石を利用した自然石板碑は丸い場合

もあるが、これについても、本尊や造立年月日・願文・偈文などの銘文を記す場合に、石

面の 1 か所にみられる場合は板碑とする。 

その場合に注意を要するのは、多角面体の自然石を利用したものである。安山岩であろ

うと凝灰岩であろうと、高温で溶結したものは、柱状節理をもち、不規則ながら多角面体

を呈する特徴があり、九州においては、延久２年（1070）銘をもつ福岡県直方市植木観音

堂自然石塔婆や長寛元年（1163）銘をもつ大分県宇佐市稲積山自然石塔婆などにその存在

が確認できる。これらはまさに柱状節理をもつ安山岩の自然石であるが、特に、大分県宇

佐市稲積山自然石塔婆については、千々和實は経幢の可能性を指摘しており（千々和實

1987）、筆者もその説に賛同したい。稲積山自然石塔婆については、大分の金石文を集成し

た日名子太郎も多くを語らないが、３基中、１基を「六面幢」、２基を「四面幢」としてい

る（日名子太郎 1940）のも、千々和實と同様な考えに基づくものと思える。千々和實は同

時期に位置づけられる永保元年（1081）銘をもつ熊本県御船町玉虫八面石幢とともに、経

塚に関する性格をもち、経典の永久埋蔵を祈念するものであることを指摘し、それととも

に、中国において唐代に盛んに作られ、日本の平安期に相当する紀年銘をもつ経幢の存在

も指摘している（千々和實 1987）。 

経幢については、日野一郎が歴史史料にみられる「幢」を整理し、『法隆寺縁起資材帳』

をはじめ、奈良時代の史料に散見でき。なかでも、『性霊集』巻九の「奉造東寺塔材木曳運

勧進表」には幢を木材で製作していることがうかがえる記載があることを指摘している（日

野一郎 1983）。 

一方、千々和實は経幢について、頭部に 2 条の切込みをもつ松香石の六角形石造物であ

る奈良市頭塔出土の六角幢形石造物を経幢の一種と捉え、石製品においても奈良時代にそ

の存在の可能性を指摘している（千々和實 1987）。 

9 世紀後半から 10 世紀にかけての石造物空白期が存在することは、前述したが、それ以

前に遡る石塔の祖型が層塔をはじめきわめて乏しいことを考えれば、経幢が奈良期に確認

できることは興味深い。 

この経幢の流れをくむ自然石塔婆が平安後期に存在し、これを自然石板碑と区別する必

要がある。自然石板碑だけてなく、整形板碑においても法華経供養のものは確認できるが、
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柱状節理であろうと多角面体を意識した自然石塔婆は自然石板碑と区別する立場をとりた

い。 

 

以上、整理すると、一観面の石に本尊としての梵字種子あるいは図像をあらわし、その

下に造立年月日・願文・偈文などの銘文を記し、本尊は、時として名号・題目をはじめと

したその他の対象物を表すことがあり、その形態については、頭部を山型に造り、額部に

二条線をもち、しばしば額部や基部の両者か、あるいは額部のみを突出させる特徴をもつ

整形板碑と、自然石を利用した自然石板碑の 2 形態が存在するものを板碑の定義としたい。

しかし、時代の変遷とともに、内容・形態とも変化を遂げ、本尊をもたないものや、形態

についても、本来、整形板碑の特徴であった頭部を山型に造り、額部に二条線をもち、額

部や基部を突出させる形態の退化形態だけでなく、様々な形態が付加され、混沌としてく

る状態が生ずる。 

九州の板碑は、平安時代後期に出現し、銘文にみてとれる内容や形態において時代に伴

う変化を遂げ、最終的に近世の寺壇制成立期とされる寛文期（1661～1673）において、終

焉を迎える。その背景には、政治・経済史からみた社会の変化やその影響を受けた信仰の

変化が存在するが、それがそのまま板碑の諸要素に反映されている。 

筆者は、これまで大分県である豊前・豊後の整形板碑について、考古学的な視点から資

料化と分析に取り組んできたが、それを九州全域に広げ、管見に触れる限り、板碑の出現

から終焉まで紀年銘をもつ整形板碑の実測図を作成するもとに、銘文の読み取りや詳細な

観察を行ったうえ、各属性に対し型式的な検討を加え、各時期の特徴をみたうえで流行と

画期について考察したい。服部清道が「九州型」とした板碑の詳細について整理し、特に

考古学的な視点から、整形板碑について諸属性の型式変化を整理するとともに、そのよう

な型式変化と本尊や銘文の願意をみた板碑の内容の変化について、対応関係があるかどう

かについても論及するものである。さらには、板碑のもう一つの形態である自然石板碑に

ついても、自然石板碑がひじょうに卓越する地域も多く、整形板碑だけでなく自然石板碑

も含めて整理し、分布数・造立数等にふれ、自然石板碑と整形板碑との補完関係を考察し、

九州における整形板碑を中心にした板碑総体の実態について論究するものである。 
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第Ⅰ章 九州における板碑研究史 

石塔に関して、九州には質量とも全国を代表する資料が存在する。なかでも、国東塔に

代表される大分県国東半島地域や、臼杵石仏に代表される大分県臼杵・大野川流域、城泉

寺層塔群をはじめとした熊本県球磨川上流地域、「黄金塔」と呼ばれる南九州最大の石塔を

もつ宮崎県えびの市・湧水町など川内川上流域など、局地的に卓越した石造文化財地域が

みられるが、これらの地域以外にも他地域と比較して決して劣ることのない石造物の数々

が認められる。その背景には、中世、各地域に独特な仏教世界が展開していたことがある。 

板碑に関して、最も資料数が多いとされる豊後に例をとれば、総数 2 千基をこえる板碑

が存在すると指摘されているが(渋谷忠章 1983)、この総数は全国的にみて埼玉・東京・宮

城・群馬につぐ数値であり、その隆盛振りがうかがえよう。板碑については、かねてから、

石材を主因とした型式差が地域性として認識されており、服部清道は、武蔵型・下総型・

東北型・畿内型・阿波型・九州型に分類し(服部清道 1972)、各類型に共通する目的により

造立された石造物を総じて板碑の範疇で捉えた。 

しかし、服部分類の武蔵型・下総型・阿波型にみられる緑泥片岩を原材とした「青石板

碑」を板碑研究の中心に位置付ける研究が学会の主流を占め、石田茂作は「青石板碑」を

「典型板碑」とし、その他の板碑を「典型板碑」の影響下にある「類型板碑」として把握

した(石田茂作 1969)。この両者は整形板碑であり、石田は自然石をそのまま板碑として利

用した「自然石板碑」をこれに加えて、三分類案を提唱している。今回、検討対象とした

九州の板碑は、服部分類の「九州型」に属するものであるが、その様相は多様である。 

九州における板碑研究の嚆矢として、最も目を見張るのは鹿児島県における業績である。

近世、薩摩藩では文政年間（1818～1830）に藩内の地誌調査が実施され、各地から藩庁に

提出された「各郷とりしらべ帳」・「名勝誌」・「旧跡糺帳」などには、しばしば「古石塔」

として板碑が紹介されており、のちに天保 14 年（1843）、薩摩藩が編纂した薩摩・大隅、

及び日向の一部を含む領内の地誌・名所を記した『三国名勝図絵』の中にこれらが掲載さ

れていることが河野治雄により紹介されている（河野治雄 1983）。 

このような一連の地誌類の中でも「栗野村旧跡糺帳」にみられる板碑の関する記載は特

に重要である。これには現在に残されている鹿児島県根占町岩林寺跡の板碑群が図示され

ているだけでなく、図中に梵字種子・銘文などをはじめ、部位の寸法も記されており、近

年の略測調査に通じる内容をもつ。これらの地誌の中にみられる板碑には、現在、失われ
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ているものや場所を変えているものも存在し、鹿児島県における板碑研究の基礎資料の一

つになっている。 

また、松永守道により、鹿児島県三島村の長浜家文書の中には、文政 10 年（1827）、長

浜求馬により古石塔の図が残されていることが指摘されている（松永守道 1972）。 

このように、現在の資料紹介に通じる内容の調査記録が近世段階ですでに少なからず散見

できることから、薩摩藩の先取性を評価すべきであろう。 

また、最も数多くの板碑が存在し、九州における板碑研究の先進地とされる豊後におい

ても、江戸末～明治期に後藤碩田が『碩田叢史』に「豊後国中古石碑之覚」として豊後南

部の金石文を、また、肥後でも天明４年 (1784)に 寺本直廉が『古今肥後見聞雑記』にお

いて板碑の銘文を紹介している。 

これに続く学史としては、やや時代を経て、河野清実による大正期から昭和初期にかけ

ての大分県国東半島における精力的な調査報告があげられよう(河野清実 1913・1914・

1932)。河野の業績は前述した服部清道の九州型類型の型式設定に大きく寄与し、その典拠

となった報告として評価でき、瀬之口伝九郎が大隅地方においても国東地方と同系統のも

のが存在することを指摘したように(瀬之口伝九郎 1917)、九州地方においても先駆的な業

績と位置付けられる。 

同時期には、池上年が「福岡附近に於ける板碑と五輪塔との関係」と題し、板碑を論じ

る中で、その起源を五輪塔に求める論考を発表している（池上年 1917）。大正期に至り、

板碑に対する論考が集中することから、この時期が九州における板碑研究の近代的夜明け

と言って差し支えないであろう。 

瀬之口伝九郎は日向においても「日向ノ金石文」と題して、宮崎県における板碑研究の

嚆矢ともいえる業績を発表している（瀬之口伝九郎 1942）。瀬之口はこの論考の中で服部

清道の『板碑概説』を強く意識し、服部が提唱した「九州型」に照らし合わせて日向の板

碑の特徴の再確認を行っている。その中で、瀬之口は「本門宗関係ノモノハ中央ニ髭題目

其ノ左右ニ法華経ノ偈頌ヲ書イタモノガ多クアリマス」と題目板碑の存在に特に触れてい

る。題目板碑は日向をもっとも特徴づけるものであり、九州においては、日向の個性を発

揮するものである。日向は日蓮宗世界と言っていいほど、題目板碑だけでなく、その他の

石塔群にも題目等が刻まれている。 

これは久保常晴に受け継がれ、「宮崎県の題目板碑」と題し、瀬之口の業績に加えた銘文

調査を行い、その成果を検討し、分布域が日向市をはじめ宮崎市や日南市、およびそれら
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の河川下流域に存在することから、中世の海上輸送と板碑分布の関連性に着目し、また、

その分布が南関東に次ぎ濃密なものであり、分布の中心が宮崎県日向市定善寺にあること

を指摘している（久保常晴 1977）。題目板碑に関しては、久保が指摘する定善寺の板碑群

について、緒方博文が基礎調査を行い、本稿においても重要なテーマとした型式論につい

て踏み込んだ検討を行っている（緒方博文 1999）。 

さて、昭和期に入り、市町村史や行政が手掛ける調査報告書、あるいは研究誌などにお

いて、板碑に対し調査や研究が数多く取り組まれるようになった。 

最も資料数が多い大分県においては、明確な各論に踏み込んだ論考はほとんど見られず、

市町村史をはじめとして、石造物全般の紹介の中で板碑も取り扱われる報告がほとんどで

ある。中でも、金石文を網羅して集積した日名子太郎の業績(日名子太郎 1928～1936)、卓

越した石造文化財地域である国東半島一帯の石造物を集成した酒井富蔵の業績(酒井富蔵

1972)、大分県下の石造物に対し精力的な悉皆調査を行った望月友善の業績(望月友善

1975)、石造文化財保存の視点から基礎調査を行った大分県立宇佐風土記の丘歴史民俗資料

館の活動(大分県立宇佐風土記の丘歴史民俗資料館 1996)などが注目されるが、このような

成果が現れるのも、豊前・豊後における石造物の質の高さを表していることにほかならな

い。 

各論に踏み込んだ論考は少ないものの、興味深い業績もみられる。千々和實は豊後にお

ける板碑の発生について、正応 4 年（1291）の紀年銘をもつ大分県国東市護聖寺板碑が、

唯一、額部から上部の山型までを一石で作り、別材として碑身上に載せている特異性に着

目し、関東の板碑がこの頃に国東半島に伝播し、それまで国東半島に存在していた仁治 2

年（1241）以降の紀年銘をもつ豊後高田市富貴寺の笠塔婆群をはじめとした笠塔婆の様式

に大きな影響を与え、笠塔婆から板碑への転化の様子がうかがえるものとしている（千々

和實 1987）。九州の板碑に対して、板碑の発生論に踏み込んだ数少ない論考として注目に

値する。 

熊本県は九州でも最も多くの紀年銘板碑が確認できる地域である。その数は、自然石板

碑の多さが卓越しており、昭和 42 年（1967）、田辺哲夫が熊本県植木町西安寺五輪塔群と

ともに戦国期から 18 世紀中葉までの自然石板碑についての調査報告を行っている（田辺哲

夫 1967）。これに続き、昭和 43 年（1968）、多田隈豊秋も熊本県北部の自然石板碑につい

て、銘文の紹介を行っている（多田隈豊秋 1968）。昭和 44 年（1969）には熊本市において

『熊本市文化財調査報告』の刊行が手掛けられ、昭和 55 年（1980）まで、地域を分割して
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紀年銘がみられる自然石塔婆の銘文および写真が掲載されている（熊本市教育委員会 1969

～1980）。このように熊本県では昭和 40 年代以降、板碑に対する調査が取り組まれるよう

になったが、あくまでも銘文の紹介を中心としたものにすぎなかった。以後、前川清一を

はじめとした地元研究者の地道な資料調査の成果が市町村史に掲載されているが（前川清

一 1988～2009）、これらも基礎資料の紹介を中心にしたものであり、踏み込んだ論の展開

を試みるものではなかった。しかし、中には、板碑の型式分類を行い、型式と石材との関

係を考察したものもみられる（前川清一 1991・2002）。 

宮崎県では先に触れた題目板碑に関する業績のほかに興味深い調査例がみられる。宮崎

市山内石塔群では考古学的手法に則った実測図の作成をもとにした調査が行われ、型式分

類をもとに変遷観が提示されている（宮崎県教育委員会 1984）。また、宮崎市迫内遺跡で

は折損した基部が 7 基並んだ状態で確認された調査成果がえられている。石塔は原位置か

ら移されているものがしばしば存在するが、ここでは当初、七本塔婆の可能性が指摘され、

板碑のまとまりの意義について示唆的な成果が得られている（宮崎県埋蔵文化財センター

2002）。 

また、建武元年（1334）銘をもつ大分県豊後高田市其ノ田板碑の発掘調査では、中央に

存在する方形集石遺構に接する火葬墓が存在する場に戦国期までの中世石塔群とともに、

板碑が存在し、現在まで残されている六郷山の峰入りにおいても、岩飛びの儀式が行われ

る重要な空間であることなどが確認された（大分県教育委員会 2000）。板碑そのものだけ

でなく、それを取り巻く数多くの情報を導き出す考古学的手法に基づく発掘調査ならでは

の成果であろう。 

また、九州における板碑の網羅的な集成は、多田隈豊秋の『九州の石塔』を忘れられず

にはいかない（多田隈豊秋 1975・1978）。多田隈はその著書の中でそれぞれの塔種ごとに

各県代表的な資料をとりあげ、各資料に対し詳細に観察し、それぞれの資料に対する解釈

を紹介している。また、板碑の分類に言及し、「碑伝」と「板碑」とを明確に区別している

ことは興味深い。多田隈は石田茂作の『日本仏塔』にみられる分類を踏襲し、碑伝が本来、

山伏の入峰修行の密法を後世に伝えるためのものであるとするが、初期の板碑からそのこ

とが銘文から読み取れる資料はほとんどみられないと思われる。ただ、多田隈が指摘する

ように、碑伝は、本来、木製であったことについては、近年、平安期の木製板碑が発見さ

れつつあり、調査研究の動向に注意を払う必要があるものと思える。 
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多田隈の業績に加え、1983 年に刊行された『板碑の総合研究２ 地域編』に掲載された

各地域担当者の業績がある（渋谷忠章・佐藤 誠・河野治雄・松岡 史 1983）。各氏が紹

介した資料を通じた板碑の解釈に対し、必ずしも一致するものとはかぎらないことがわか

るが、それは地域の特殊性に起因する部分が大きい。なかでも、福岡県・佐賀県・長崎県

を担当した松岡史や、熊本県を担当した佐藤誠は自然石板碑を集成の対象としており、特

に、松岡史は、佐賀県に流行する笠塔婆や一石笠塔婆と考える資料についても、「有蓋類型

板碑」や「一石有蓋類型板碑」として、板碑の範疇としてとらえている。かつて、筆者は

豊後の紀年銘板碑を集成した際に、整形板碑を集成し（原田昭一 2002b・2003a・2003b）、

内容は板碑でありながら自然石を利用した自然石板碑については、視野に入れながらも集

成の対象としなかったことも、自然石板碑が少ない豊前・豊後地域の特殊性に起因するも

のである。 

このほかにも九州各地の集成をみると、福岡市教育委員会における福岡市域の悉皆調査

（福岡市教育委員会 1992）や、佐賀県内における松岡史による集成（松岡史 1984）、それ

ぞれ大分県下の板碑を集成考察した渋谷忠章(渋谷忠章 1999)、鹿児島県教育委員会が初め

て取り組んだ板碑の分布調査をはじめとした個々の資料調査（鹿児島県教育委員会 1958・

1964・1966・1971）、鹿児島県薩南地方の板碑集成を試みた重永宰（重永宰 1979）などの

業績が見られるが、考古学的に各論に踏み込んだ研究は、豊前地域の山岳修験にみられる

板碑に着目した時枝務の論考(時枝務 1983)や、他の石造物との関連で捉えながらも、板碑

の型式論的考察に取り組んだ岩男順の論考(岩男順 1982)が見られるのみで、学問レベルの

議論がきわめて乏しい。 

集成に関しても、板碑に対する定義を明確にしていないためか、集成作業を試みる各地

の市町村史には、便宜的に西暦 1600 年を下限として意識したものや、慶長期を下限として

意識したもの、また、近世の墓碑の中でも板碑型墓碑まで集成の対象としたものなどさま

ざまである。板碑の下限については筆者が過去に論じたことがあり（原田昭一 2002a・

2009b）、始まりとともに論究すべき重要な論点であろう。 

近年、筆者は豊前・豊後における整形板碑について、考古学的な視点から紀年銘資料の

集成を行い、型式的検討を加えて変遷観を示し、様々な視点から考察を加えた（原田昭一

2004）。加えて、九州の個性ともいえる角塔婆（四面板碑）にみられるような板碑と関連深

い多角面体の板碑形について考察を加えた（原田昭一 2009a）。また、板碑に供養安置した

仏菩薩を表現する梵字種子が群尊を表すものの一つではないかと考え、板碑が後世に移転
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されているものが数多く存在することから、梵字種子の配置を変えることのない磨崖梵字

を集成し考察した（原田昭一 2015b）。 

以上、九州における板碑の研究史を整理した。近世後半に板碑の存在が歴史史料に現れ

るものの、近代的な板碑に対する学問的な取り組みは大正期を待たざるを得なかった。し

かし、その研究の取り組みも金石文としての銘文の紹介が主体を占め、主に昭和 40 年代に

はじまる悉皆調査においても各論について議論に至るものはほとんどみられないのが実情

である。関東地方において各論において活発に議論が行われていることに対し、九州では

各地域に限定した集成作業に偏りすぎている感がある。加えて、関東地方の研究成果に依

拠しすぎているきらいがあり、九州の個性に基づいた板碑研究の独自な展開が行われてい

ない印象を受ける。 
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第Ⅱ章 九州における整形板碑 

筑前・筑後・肥前 

筑前・筑後・肥前の板碑は、元永 2 年（1119）銘をもつ宗像市玄海町鎮国寺自然石板碑

を嚆矢とする。以後、この地域においては自然石板碑が流行する。九州北西域を覆う広域

な範囲でありながら、当地にはきわめて整形板碑が乏しく、鎌倉～南北朝期の紀年銘板碑

は数えるほどしかなく、その様相も多様である。室町期以降には、紀年銘がみられない資

料を含めると、激増することがうかがえるが、紀年銘資料に限れば、やはり数が少ない。 

これまで、福岡市教育委員会における福岡市域における悉皆調査（福岡市教育委員会

1992）や、佐賀県内における松岡史による集成（松岡史 1984）など、数多くの板碑が網羅

された業績もみられるが、市町村史をはじめとした郷土資料においては、中世石造物が、

それぞれの地域において、さして注目すべき対象とされていないせいか、全体的に取組み

が乏しい印象を受ける。 

以下では、管見にふれ、また、実測調査が可能であった資料について紹介する（註 1）。 

1.建正寺板碑(表 1-1 図 2-1 図 3-1)   

佐谷観音堂の建正寺跡境内に一段高い方形石積みが設けられ、その上に置かれている。

高さ 130 ㎝、横幅 120 ㎝、上端の厚さ 15 ㎝、下端の厚さ 30 ㎝を測る正方形の板状を呈し、

整形は粗いが、調整は背面も含めて丁寧である。正面には陰刻線により 3 段の区画が設け

られ、最上段の区画には円相内にキリーク・バク・バンの三尊の梵字種字が薬研彫りされ

ている。中段には中央に妙法蓮華経とその両側に偈、両端には聖徳太子・伝教大師・弘法

大師・聖空上人の名前がそれぞれ刻まれている。また、最下段には建塔の経緯が刻まれて

おり、板碑としては形態・刻銘の内容とも特異な様相をもつ。基部は前方に突出させ、基

部正面には蓮華反花状の陰刻がみられる。この板碑の両側には花崗岩製の板碑が建てられ

ており、これらについても鎌倉後葉～南北朝初頭におさまるものと考えられる。 

2.米一丸地蔵堂 15 号板碑(表 1-2 図 2-2 図 3-2) 

福岡市東区箱崎地区、県道 550 線沿いの箱崎 6 丁目交差点にある米一丸地蔵堂の裏に、

板碑・自然石板碑をはじめとした石塔部材が並べられているが、これらは周辺の松原から

集められたと伝えられている。小型の板碑であり、正面幅は上下において同じであるが、

側面幅は上にいくにしたがいやや細く仕上げられている。調整は背面を除き各面、丁寧に

仕上げられている。背面には細かい先の尖った工具痕がよく残っている。碑身から山型ま

で平らに仕上げられ、離れて刻まれる二条切込みは細く浅い。額部・基部の突出も低く、
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額部に関しては、向かって右側のほうが突出は弱い。額部下には線刻の月輪内に梵字種子

が薬研彫りされているが、小さく弱い。また、刻銘が梵字種子下にみられるが、細く弱い。  

3.善導寺板碑(表 1-3 図 2-3 図 3-3) 

善導寺境内端に立てられている板碑である。一般的に「蒙古碇石」と呼ばれる木材を挟

んで碇として使用されたもので、元の軍船や宋の商船に使用されていた碇石を石材として

転用した板碑である。基礎は扁平な砂岩製の方形台石の枘穴に嵌められ、コンクリートで

固定されている。正面・側面幅とも同じであり、両端がやや細くなり、中央の幅は 40cm

の長さで最も広く仕上げられている。中央には深さ 1.2cm、幅 5cm の溝が両側面に彫り込

まれている。この溝が上下の中央に位置するため、この碇石の全長は、260cm であること

がわかる。中央上部に、舟形を彫りくぼめ蓮華座上に立ち、右手に錫杖、左手に宝珠を持

つ地蔵立像を半肉彫りしており、その下部に刻銘がみられる。諸先学により延文３年（1358）

の紀年銘があるとされるが、現在、元号部分は判読できない。 

4.般若院 3 号板碑(表 1-4 図 2-4 図 3-4) 

般若院境内に石造物が集積されている区画があり、その中に置かれている。小型の板碑

であり、正面幅は上下において同じであるが、側面幅は上にいくにしたがい、やや細く仕

上げられている。調整は背面を除き各面、丁寧に仕上げられているが、磨滅が著しい。背

面には細かい先の尖った工具痕がよく残っている。離れて刻まれる二条切込みは細く浅い。

基部は折損しており、不明であるが、額部は突出も低い。額部下には梵字種子が薬研彫り

されているが、小さく弱い。刻銘は現在では磨滅しており、ほとんど判読できないが、福

岡市教育委員会の調査によって確認されている（福岡市教育委員会 1992）。 

5.水瓶山板碑(表 1-5 図 2-5 図 3-5) 

大宰府を見下ろす水瓶山山頂に単独で立てられている板碑であり、現在は社殿中に納め

られ、基部はコンクリートで固められている。正面を碑面から山型まで平らに仕上げ、上

端に陰刻による方形輪郭内に法華曼荼羅の種子を刻み、また、方形輪郭下中央に刻銘がみ

えるが、現在では判読しにくい。背面は粗い加工痕を残し、やや膨らませている。 

6.社日神板碑(表 1-6 図 2-6 図 3-6) 

弥太郎天満宮境内に存在する社日神の祠内に安置されている。基礎はコンクリートで固

められており、山型頂部が磨滅しているものの、ほぼ完存である。各面とも丁寧に整形さ

れ、また、丁寧に磨かれている。山型下の二条切込みは断面三角形でしっかりしており、

正面だけでなく側面・背面にまで廻している。山型正面上端には三角形の彫り沈めがあり、
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その中に「サ」の梵字種子を細線陰刻する。碑身には中央に方形の彫沈めを設け、中に蓮

華座にのる観音坐像を半肉彫りしている。この彫沈めの両側と下部には刻銘がみられる。 

7.石塔院嘉吉 3 年銘板碑(表 1-7 図 2-7 図 4-7) 

石塔院境内の石碑が整理され並べられている一角にある。小型の板碑であり、正面幅は

上下において同じであるが、側面幅は上にいくにしたがい、わずかに細く仕上げられてい

る。調整は背面を含め、各面、丁寧に仕上げられている。背面は丸く膨らませ、正面は碑

身から二条切込みまで平らに仕上げられている。二条切込みは、上段正面を切り込まず、

正面は山型と同じ面に仕上げているが、側面には二条切込みを廻している。二条切込み下

には梵字種子が小さく薬研彫りされ、刻銘が梵字種子両側及び下にみられるが、細く弱く、

ほとんど判読できない。 

8.石塔院宝徳 2 年銘板碑(表 1-8 図 2-8 図 4-8) 

石塔院に存在していたものが、現在、佐賀県立博物館に保管されている。小型の板碑で

あり、正面・側面幅とも上下において同じである。調整は背面を含め、各面、丁寧に仕上

げられており、本来、土中にある基部は碑身より若干大きく、粗割りした加工面を残すま

まである。背面は丸く膨らませるほか、向かって右側側面もやや膨らませ、正面は碑身か

ら二条切込みまで平らに仕上げている。二条切込みは、上段正面を切り込まず、正面は山

型と同じ面に仕上げているが、側面には二条切込みを回している。二条切込み下にはやや

雑に梵字種子が刻まれており、梵字種子下に刻銘がみられる。 

9.石塔院文亀元年銘板碑(表 1-9 図 2-9 図 4-9) 

石塔院境内の石碑が整理され並べられている一角にある。小型の板碑であり、正面・側

面幅とも上下において同じである。調整は背面・側面がやや粗く、整形も雑である。切込

みは正面に１条あるのみで、山型は横方向に稜線をもつ側面観三角形を呈する。正面切込

み下には梵字種子が刻まれ、刻銘が梵字種子下にみられるが、細く弱く、ほとんど判読で

きない。 

10.湯野田大師堂北板碑(表 1-10 図 2-10 図 4-10) 

大師堂の最奥部に並べられている石造物群中に同規模・同型式の板碑が 2 基並べられて

いる。同時期に立てられたものと想定できるが、北側の板碑にのみ紀年銘が確認できる。

山型上部の調整が丁寧であるほかは、整形・調整ともきわめて粗い。山型頂部は中央で前

後に稜線をもたせている。山型部直下の二条切込みは正面にはみられず、両側面ともきわ

めて浅く刻まれている。正面には額の突出は確認できず、上半部に細線陰刻の月輪内に梵
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字種字が薬研彫りされているが、彫りは粗い。また、梵字種字下には刻銘がみられるが、

これについても彫りが粗い。刻銘部分の下は正面を丸く膨らませているが、整形は雑であ

り、粗い鑿痕を多く残す。背面には上半部に自然面を残し、下半部についても粗い鑿痕を

多く残す。 

⒒.湯野田大師堂南板碑(表 1-11 図 2-11 図 4-11) 

大師堂の最奥部に並べられている石造物群中に同規模・同型式の板碑が 2 基並べられて

いる。北側の板碑にのみ紀年銘が確認でき、南側の板碑も同時期に立てられたものと想定

できる。山型上部の調整が丁寧であるほかは、整形・調整ともきわめて粗い。山型頂部は

中央で前後に稜線をもたせている。山型部直下の二条切込みは正面にはみられず、両側面

ともきわめて浅く刻まれている。正面には額の突出は確認できず、上半部に細線陰刻の月

輪内に梵字種字が薬研彫りされているが、彫りは粗い。梵字種字下には刻銘がみられるが、

これについても彫りが粗い。刻銘部分の下は正面を丸く膨らませているが、整形は雑であ

り、粗い鑿痕を多く残す。背面には上半部に自然面を残し、下半部についても粗い鑿痕を

多く残す。 

12.三城城跡板碑(表 1-12 図 2-12 図 4-12) 

大村氏の居城である三城城跡主郭東側の曲輪に他の石塔部材とともに集められている板

碑の残欠である。上部および下部とも欠失し碑身中央部のみ残されているが、やや膨らま

せた背面を含め、各面とも丁寧に整形・調整されている。細線陰刻の月輪内に梵字種字が

大きく薬研彫りされ、梵字種字下には刻銘がみられるが、下端の一部は欠失して確認でき

ない。 
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表１ 筑前・筑後・肥前における紀年銘をもつ整形板碑一覧 

番号  名称  所在地  紀年銘  西暦  石材  参考文献  

1 建正寺板碑  福岡県須恵町佐谷観音谷  正中 2 年  1325 花崗岩  九州歴史資料館 1986 

2 米一丸地蔵堂 15 号板碑  福岡県福岡市東区箱崎 6 丁目 6 永享 5 年  1433 砂岩  福岡市教育委員会 1992 

3 善導寺板碑  福岡県福岡市博多区中呉服町 6-4 延文 3 年  1358 花崗岩  福岡市教育委員会 1992 

4 般若院 3 号板碑  福岡県福岡市南区大池 1 丁目 3 慶長 2 年  1597 砂岩  福岡市教育委員会 1992 

5 水瓶山板碑  福岡県太宰府市水瓶山  正平 8 年  1353 花崗岩  多田隈豊秋 1975 

6 社日神板碑  福岡県久留米市三潴町草場  文明 7 年  1475 安山岩  三潴町史編さん委員会 1985 

7 石塔院嘉吉 3 年銘板碑  佐賀県吉野ケ里町吉野ケ里石塔院  嘉吉 3 年  1443 安山岩  松岡史 1984 

8 石塔院宝徳 2 年銘板碑  佐賀県吉野ケ里町吉野ケ里石塔院  宝徳 2 年  1450 安山岩  松岡史 1984 

9 石塔院文亀元年銘板碑  佐賀県吉野ケ里町吉野ケ里石塔院  文亀元年  1501 安山岩  松岡史 1984 

10 湯野田大子堂北板碑  佐賀県嬉野市嬉野町下宿湯野田  弘安 9 年  1286 緑色片岩  大島恒彦 2005 

11 湯野田大子堂南板碑  佐賀県嬉野市嬉野町下宿湯野田  （弘安 9 年）  (1286) 緑色片岩  大島恒彦 2005 

12 三城城跡板碑  長崎県大村市三城町  永享 5 年  1433 緑色片岩  大村市史編纂室 2014 
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図 1 筑前・筑後・肥前における整形板碑の分布 
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図 2 筑前・筑後・肥前における整形板碑 
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図 3 筑前・筑後・肥前における整形板碑銘文① 
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図 4 筑前・筑後・肥前における整形板碑銘文② 

豊前 

豊前地域は、古代、政治・経済・宗教と、あらゆる分野において大きな影響力を及ぼし

た宇佐神宮の膝元であり、中世には、色濃い仏教世界が展開した。豊前地域の紀年銘資料
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ここで紹介する豊前地域の紀年銘資料は、安山岩及び凝灰岩の両者がみられ、これに加

えて福岡県豊前市には石英玢岩など特異な石材もみられる。豊前地域でも特に集中する宇

佐市地域には、安山岩及び凝灰岩の両者が存在し、石造文化財の宝庫とされる大分県国東

半島一帯の縁辺部としての様相をもつ。安山岩を石材とする整形板碑は、国東半島地域の

ものと型式をはじめ様々な要素において非常に近似している。 

また、凝灰岩製の整形板碑に関しては、宇佐市安心院町や大分県宇佐市と杵築市山香町

の市町境に位置する御許山山頂に所在するため、これらはいずれも、豊後北部での凝灰岩

産出地である豊後高田市・杵築市山香町地域に隣接する地域に位置し、これについても国

東半島縁辺部の様相をもつ。つまり豊前南部は、国東半島地域に華開いた石造文化圏の縁

辺部に位置付けられることが指摘できよう。 

これとは対照的に、福岡県側では鎌倉・南北朝期に遡る紀年銘板碑はみられない。戦国

期にもなると、福岡県豊前市の求菩提山域では、戦国期に修行窟とされる岩屋内において

小型の整形板碑群の流行がみられるが(註 3)、これらの板碑は下面をいずれも平坦に加工

しており、当初から岩屋内の岩上に置かれる目的で製作されたことがうかがえ、鎌倉・南

北朝期の板碑群とは様相を全く異にする。これに加えて、石英玢岩という特異な石材の使

用や、型式的特徴においてもひとつの文化圏の存在が想定できよう。後述するが、安山岩

製割石を利用した自然石板碑が、求菩提山をはじめ、英彦山(岩本教之ほか 1996)・御許山

(渡辺信幸 1987、入学正敏 1988・1994)などの豊前一帯に広がる山岳修験の場において、戦

国期以降、爆発的に流行している。16 世紀は修験者が地域社会に定着し、民衆の信仰生活

に深く関与しはじめた時期であり(時枝務 1983)、これらの整形板碑・自然石板碑の流行が

豊前地域の板碑の一つの特徴といえよう。 

以下では、個々の資料についてその概要に触れてみたい。 

1.求菩提山阿弥陀窟板碑(表 2-1 図 6-1 図 9-1) 

求菩提山阿弥陀窟中央には小堂が存在し、小堂横には中世末～近世初の宝篋印塔・五輪

塔が群在するが、阿弥陀窟中の岩上に置かれている板碑である。正面は丁寧に調整されて

いるが、両側面・山型部・底面はやや粗く、また、背面は粗く仕上げられている。底面が

若干脹らみをもつものの、平たく仕上げられていることから、製作当初から岩屋に安置し、

土中に埋設する目的でなかったことが考えられる。板碑中央には方形彫沈めを設け、梵字

種子は碑面上端に箱彫り状に彫られ、碑面全体には銘文が小さく陰刻されている。山型頂
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部は前面から背面に至る稜線をもち、山型と額部の境は見られず、碑面よりは、0.5cm 彫

り凹めている。一方、基部の突出は約 2cm みられる。 

2.求菩提山縁ケ岩屋板碑(表 2-2 図 6-2 図 9-2) 

求菩提山縁ヶ岩屋内には石造地蔵や戦国期末～近世初の五輪塔などがみられるが、岩屋

の岩上に置かれている板碑である。正面・山型部は丁寧に調整されており、また、両側面・

背面・底面も鑿痕が残るものの比較的丁寧に仕上げられている。底面が丁寧に仕上げられ

ていることから、製作当初から岩屋に安置し、土中に埋設する目的でなかったことが考え

られる。梵字種子は碑面上端に小さく陰刻され、額部・基部とも前方に突出させており、

額部には２条の陰刻線が彫られている。 

3.求菩提山朝日窟板碑(表 2-3 図 6-3 図 9-3) 

求菩提山朝日窟中の岩上に置かれている板碑である。正面は丁寧に調整されており、ま

た、両側面・山型部・背面・底面も鑿痕が残るものの比較的丁寧に仕上げられている。底

面が丁寧に仕上げられていることから、製作当初から岩屋に安置し、土中に埋設する目的

でなかったことが考えられる。梵字種子は碑面上端に小さく陰刻され、碑面全体に銘文も

小さく陰刻されている。側面をやや膨らませた山型頂部は前面から背面に至る稜線をもつ。

山型と額部の境はみられず、額部の部分に１条の細い横線を刻んでいる。また、基部の突

出部にも同様に１条の細い横線を刻んでいる。板碑中央に方形彫沈めを設け、碑面として

いる。碑面両側の枠は、額部・基部よりやや浅く、ここにも両側に１条の細い縦線を刻ん

でいる。 

4.旧楞厳寺板碑(表 2-4 図 6-4 図 9-4) 

かつては楞厳寺参道に立てられていたと伝えられる板碑である。現在は、周囲に中世の

五輪塔残欠が集積されているのみで当時の面影はみられない。調整は正面・両側面・山型

部とも丁寧に仕上げられているが、背面は粗雑で丸く仕上げられている。碑面上部に見ら

れる梵字種子は薬研彫りされ、銘文も碑身下部中央にみられる。山型頂部は欠損している

が、三角尖頭状に尖り、後方に頭頂部が位置するものと考えられる。山型部直下に断面三

角形の二条切込みが確認できる。額部は大きく突出させているが、下部が埋設されている

ためか、基部の突出は確認できない。 

5.善光寺板碑(表 2-5 図 6-5 図 9-5) 

善光寺本堂横に戦国期の五輪塔・宝篋印塔などとともに立てられている板碑である。調

整は正面・両側面・山型部とも丁寧に仕上げられているが、背面は粗く仕上げられている。
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碑面上部にみられる梵字種子は大きく薬研彫りされ、その下部に銘文もみられる。山型は

三角尖頭状の頂部を後方にもち、秀麗な流線形に仕上げられている。山型部直下の二条切

込みは非常にしっかりした断面三角形を呈する。前面両端に面取りを施す額部は大きく突

出させており、また、基部の突出も著しい。 

6.妙楽寺 1 号板碑(表 2-6 図 6-6 図 9-6) 

妙薬寺本堂横に五輪塔をはじめとした数多くの中世石造物群とともにみられる。ほぼ同

型式の 2 号板碑と並んで覆屋内に立てられている。調整は正面・両側面・山型部とも丁寧

に仕上げられているが、背面は粗く仕上げられている。碑面上部にみられる梵字種子は大

きく薬研彫りされ、その下部に銘文もみられる。山型は三角尖頭状の頂部を後方にもち、

秀麗な流線形に仕上げられている。山型部直下の二条切込みは非常にしっかりした断面三

角形を呈する。前面両端に面取りを施す額部は大きく突出させており、また、基部の突出

も著しい。碑面と基部の境界は丸く仕上げられており、基部下には台石がみられる。 

7.妙楽寺 2 号板碑(表 2-7 図 6-7 図 9-7) 

妙楽寺本堂横に五輪塔をはじめとした数多くの中世の石造物群とともにみられる。ほぼ

同型式の 1 号板碑と並んで覆屋内に立てられている。調整は正面・両側面・山型部とも丁

寧に仕上げられているが、背面は粗く仕上げられている。碑面上部にみられる梵字種子は

大きく薬研彫りされ、その下部に銘文もみられる。山型は頂部が欠損しているものの、三

角尖頭状の頂部を後方にもち、秀麗な流線形に仕上げられている。山型部直下の二条切込

みは非常にしっかりした断面三角形を呈する。前面両端に面取りを施す額部は大きく突出

させており、また、基部の突出も著しい。基部下には台石が見られ、ほとんど 1 号板碑と

同型式であるが、碑面と基部の境界に稜をもつことが異なるのみである。この板碑には紀

年銘はみられないが、銘文の内容が 1 号板碑と連続しており、同時に 2 基が立てられ、そ

れぞれ異なる梵字種子を彫りながら、銘文は 2 基連続して刻まれたことがわかる。 

8.庄部観音堂 1 号板碑(表 2-8 図 7-8 図 9-8) 

庄部観音堂横に中世の五輪塔群とともに立てられている板碑である。調整は正面・両側

面・山型部とも丁寧に仕上げられているが、背面は粗く仕上げられている。中央部が浅く

くぼむ碑面上半には梵字種子が大きく薬研彫りされ、その下部に銘文もみられる。山型は

三角尖頭状の頂部を後方にもち、反りをもつ秀麗な流線形に仕上げられている。山型部直

下の二条切込みは比較的弱いものの断面三角形を呈する。前面両端に面取りを施す額部は

大きく突出させており、また、基部の突出もみられる。 
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9.庄部観音堂 2 号板碑(表 2-9 図 7-9 図 9-9) 

庄部観音堂横に中世の五輪塔群とともに立てられている板碑である。調整は正面・両側

面・山型部とも丁寧に仕上げられているが、背面は粗く仕上げられている。碑面上半には

梵字種子が大きく薬研彫りされ、その下部に銘文もみられる。山型は三角尖頭状の頂部を

後方にもち、反りをもつ秀麗な流線形に仕上げられている。山型部直下の二条切込みは比

較的弱いものの断面三角形を呈する。前面を丸く膨らませる額部は大きく突出させており、

また、基部の突出もみられる。なお、銘文は碑身正面には見られず、向かって右面に存在

していたとされるが、現在は確認困難である。ここでは入江英親の判読に従いたい(入江英

親 1985)。 

10.大塚集落墓地 1 号板碑(表 2-10 図 7-10 図 9-10) 

大塚集落の近世墓地中に数基の中世末の板碑および五輪塔残欠がみられるが、その中の

1 基である。調整は各面とも丁寧に仕上げられている。碑身は厚さが厚く、方柱状を呈す

る。山型は中央に頂部をもつ四角錐状を呈しているが、後方両端を面取りしている。額部

および基部の突出は十分にみられるが、碑面上方中央に方形彫沈めを設け、彫沈め内には

稚拙ながら宝珠をもつ地蔵の浮彫りがみられる。銘文はこの方形彫沈めの両端に小さく刻

まれている。 

11.大塚集落墓地 2 号板碑(表 2-11 図 7-11 図 9-11) 

大塚集落の近世墓地中に数基の中世末の板碑および五輪塔残欠がみられるが、その中の

1 基である。調整は各面とも丁寧な仕上げである。山型は頂部が中央に位置する四角錐状

であるが、頂部において横方向に約 7cm の稜をもつ。碑面には梵字種子はみられず、その

下部に銘文が小さくみられる。額部および基部の突出は大きい。 

12.観音寺板碑(表 2-12 図 7-12 図 9-12) 

観音寺本堂横に中世末～近世初の板碑・五輪塔が集められており、その中にみられる。

調整は正面・側面・山型部とも丁寧に仕上げられているが、背面のみ粗く仕上げている。

丁寧な調整面も風化によるためか、表面は粗くなっている。山型頂部は前面から背面に至

る稜線をもち、前面は額部と同じく平らに仕上げている。山型と額部の境界域に細い細線

陰刻の二条線を若干離して刻んでいる。碑面には方形彫沈めを設け、彫沈め内には稚拙な

がら蓮華座上に合掌した地蔵立像の浮彫りがみられる。銘文はこの方形彫沈めの両端に小

さく刻まれているが、銘文内には墨を入れている。 
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13.任聖寺板碑(表 2-13 図 7-13 図 9-13) 

任聖寺境内に近世初期～前葉の板碑・板碑型墓碑が 6 基集められており、その中の 1 基

である。調整は各面とも平滑に仕上げられている。山型は中央に頂部をもつ四角錐状を呈

している。碑面には方形彫り沈めを設け、彫沈め内には稚拙ながら合掌した地蔵の浮き彫

りがみられ、地蔵上部には鋸歯文が、また、地蔵下部には連続斜文が左右対称にみられる。

銘文はこの方形彫り沈めの両端に刻まれている。両側面には正面額部突出にあたる位置に、

細線陰刻の二条線を若干離して刻んでいる。 

14.真上家墓地板碑(表 2-14 図 7-14 図 9-14) 

真上家の近世墓地中に存在する。調整は正面・山型・側面・背面とも非常に丁寧に仕上

げられている。山型は中央に頂部をもつ四角錐状を呈し、前面に円形を彫り沈めている。

山型下部の額部のみ帯状に前方に突出させている。碑面には方形の彫沈めを造り、上部に

梵字種子を比較的大きく刻み、その下に銘文を刻んでいる。碑身下には 2 段を 1 石でつく

る台石がみられる。 

15.高野家墓地板碑(表 2-15 図 7-15 図 10-15) 

高野家の近世墓地中に存在する。調整は正面・山型・側面・背面とも非常に丁寧に仕上

げられている。山型は中央よりやや前方に頂部をもつ四角錐状を呈し、山型下部の額部の

み帯状に前方に突出させている。額部前面に円形を彫り沈めている。碑面には方形の彫沈

めを造り、上部には陰刻の円形月輪内に梵字種子を刻み、その下に銘文を刻んでいる。碑

身下には 2 段を 1 石でつくる台石がみられるが、上段の台石上方は台形を呈している。 

16.成円寺板碑(表 2-16 図 8-16 図 10-16) 

成円寺境内の一角に南北朝期のものと考えられる板碑に隣接して立てられているが、周

辺部には戦国期の五輪塔部材が多数みられる。調整は各面とも平滑に仕上げられているが、

成形は雑である。山型頂部は前面から背面に至る稜線をもち、前面は額部と同じく平らに

仕上げている。山型部直下の切込みも、正面は 1 条のみで断面四角の箱彫り状に刻んでお

り、この切込みは両側面にもみられる。２条目の切込みは正面にはみられず、正面の額部

突出がみられる位置の両側面において断面四角の箱彫り状切込みがみられる。梵字種子は

碑面中央上端に小さく刻まれており、その下部に銘文も小さくみられる。また、基部の突

出もみられる。 

17.大楽寺到津家墓地板碑(表 2-17 図 8-17 図 10-17) 

大楽寺裏山の宇佐神宮大宮司家である到津家墓地入口にみられる。調整は各面とも丁寧 
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に仕上げられている。山型は中央に頂部をもつ四角錐状を呈している。碑面には方形彫沈

めを設け、この中に銘文を小さく刻んでいる。碑身下部は、現在、コンクリートで固めら

れており、その詳細はうかがえない。 

18.大元神社板碑(表 2-18 図 8-18 図 10-18) 

御許山山頂の大元神社より少し下った位置に巨石がみられ、その岩影に立てかけられて

いる。周辺には中世末～近世の自然石板碑や石仏をはじめとした石造物が数基みられる。

正面を丁寧に調整し、平らに整形した上端面および側面はやや丁寧に調整しているものの、

背面の調整は少し粗い。額部には細線陰刻の月輪内の下部に同じく細線陰刻の蓮華文がみ

られ、その上にきわめて弱い薬研彫りの梵字種子を彫る。碑面は方形彫沈めがみられ、方

形彫沈め内上部に金剛界五仏の梵字種子をきわめて弱い薬研彫りで細線陰刻の月輪内に彫

っている。その下方には非常に細い割付線がみられ、それに区画された銘文がみられるが、

細く弱い。なお、下端部については風化が著しく、銘文の判読すら困難な状況である。 

19.地蔵院跡 1 号板碑(表 2-19 図 8-19 図 10-19) 

水田中に中世の五輪塔・宝篋印塔・宝塔残欠が集積されており、これらの石造物ととも

に板碑が数基みられる。板碑は周辺地域では珍しく、いずれも凝灰岩を石材としているも

のである。碑身上半分が欠損しているものの、下半部の形態から板碑と判断した両面板碑

である。調整は正面・両側面・背面とも丁寧に仕上げられており、正面・背面にはそれぞ

れ梵字種子を大きく薬研彫りし、それぞれその下部に銘文を刻んでいる。 

20.佐田社 1 号板碑(表 2-20 図 8-20 図 10-20) 

佐田神社境内の一角に板碑が 4 基みられるが、その内の一基である。頭部の磨滅が著し

く、また中央部で折損している。調整は正面・両側面・山型部とも丁寧に仕上げられてい

るが、背面は粗く仕上げられている。碑面は上半部がわずかに前屈みになり、碑面上半に

は墨を入れた梵字種子が大きく薬研彫りされ、その下部に銘文もみられる。山型は磨滅が

著しいものの、頂部を後方にもつ三角尖頭状を呈するものと考えられる。山型部直下の二

条切込みも、磨滅が著しいが、断面三角形を呈するものとみられる。額部は大きく突出さ

せており、また、基部の突出もみられる。 

21.大年社 1 号板碑(表 2-21 図 8-21 図 10-21) 

大年社境内に 4 基の板碑がみられるが、その内の 1 基である。調整は正面・両側面・山

型部とも丁寧に仕上げられているが、背面は粗く仕上げられている。碑身上部をわずかに

膨らませ、そこに梵字種子を大きく薬研彫りし、墨を入れ、また、その下部に銘文がみら



~ 34 ~ 

 

れる。山型は三角尖頭状の頂部を後方にもち、秀麗な流線形に仕上げられている。山型部

直下の二条切込みは非常にしっかりした断面三角形を呈する。前面をわずかに膨らませる

額部は大きく突出させており、また、基部の突出も著しい。 

22.大年社 2 号板碑(表 2-22 図 8-22 図 10-22) 

大年社境内に 4 基の板碑がみられるが、その内の 1 基である。調整は正面・両側面・山

型部とも丁寧に仕上げられているが、背面は粗く仕上げられている。碑面をわずかに膨ら

ませ、上端に梵字種子を大きく薬研彫りし、墨を入れ、また、その下部に銘文もみられる。

山型は三角尖頭状の頂部を後方にもち、秀麗な流線形に仕上げられている。山型部直下の

二条切込みは非常にしっかりした断面三角形を呈する。額部は大きく突出させているもの

の、基部の突出はみられない。埋設部に基部の突出がみられるのかもしれない。 

23.高橋家墓地板碑(表 2-23 図 8-23 図 10-23) 

水田中に１ｍをこえる川原石群を集積した中に近世墓地を形成しており、その中に存在

する。調整は正面・山型部とも比較的丁寧に仕上げられ、側面・背面は粗雑である。山型

頂部は前面から背面に至る稜線をもつが、風化が著しく欠損が多い。若干、突出させた額

部には、卍を陰刻しており、また碑身下部も突出させている。碑身には方形の彫沈めを設

け、彫沈め内に小さい陰刻の銘文を刻んでいる。枘穴をもつ台石は 2 段を 1 石で造り、碑

身を差し込んで固定させている。 

24.阿弥陀堂板碑(表 2-24 図 8-24 図 10-24) 

阿弥陀堂横に中世の板碑・五輪塔群が集積されており、その内の一基である。上半部が

欠失しているが、上半部はこの集積された石造物群中から発見されるかもしれない。調整

は正面・両側面とも丁寧に仕上げられているが、背面は粗い。碑面下部には銘文が陰刻さ

れ、基部の突出もみられる。碑身下には枘穴をもつ台石がみられ、碑身を差し込んで固定

させている。 
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表２ 豊前における紀年銘をもつ整形板碑一覧 

番号  名称  所在地  紀年銘  西暦  石材  参考文献  

1 求菩提山阿弥陀窟板碑  福岡県豊前市岩屋村全山  天文 23 年  1554 石英玢岩  重松敏美 1969 

2 求菩提山縁ヶ岩屋板碑  福岡県豊前市岩屋村全山  永禄 8 年  1565 安山岩  築上郡誌編纂委員会 1966 

3 求菩提山朝日窟板碑  福岡県豊前市岩屋村全山   慶長 19 年  1614 安山岩  松岡史 1983 

4 旧楞厳寺板碑  大分県中津市耶馬渓町三母尾尾園  康永元年  1342 安山岩  耶馬渓町文化財調査委員会 1989  

5 善光寺板碑            大分県宇佐市下時枝  建武 4 年  1337 安山岩  望月友善 1975 

6 妙楽寺 1 号板碑  大分県宇佐市木の内  貞和 2 年  1346 安山岩  望月友善 1975 

7 妙楽寺 2 号板碑          大分県宇佐市木の内  貞和 2 年  1346 安山岩  望月友善 1975 

8 庄部観音堂 1 号板碑  大分県宇佐市麻生庄部  応安 6 年  1373 安山岩  入江英親 1985 

9 庄部観音堂 2 号板碑  大分県宇佐市麻生庄部  永徳 3 年  1383 安山岩  入江英親 1985 

10 大塚集落墓地 1 号板碑  大分県宇佐市大塚  永禄 10 年  1567 安山岩  入学正敏 1988 

11 大塚集落墓地 2 号板碑  大分県宇佐市大塚  天正 7 年  1579 安山岩  入学正敏 1988 

12 観音寺板碑  大分県宇佐市上拝田  天正 3 年  1575 安山岩  入学正敏 1988 

13 任聖寺板碑  大分県宇佐市法鏡寺  慶長 6 年  1601 安山岩  入学正敏 1988 

14 真上家墓地板碑  大分県宇佐市南宇佐  慶長 13 年  1608 安山岩  入学正敏 1988 

15 高野家墓地板碑              大分県宇佐市南宇佐  元和 2 年  1616 安山岩  入学正敏 1988 

16 成円寺板碑                  大分県宇佐市上高居屋敷  元和 4 年  1618 安山岩  入学正敏 1988 

17 大楽寺到津家墓地板碑  大分県宇佐市南宇佐  元和 7 年  1621 安山岩  入学正敏 1988 

18 大元神社板碑  大分県宇佐市御許山  明応 4 年  1495 凝灰岩  渡辺信幸 1987 

19 地蔵院跡 1 号板碑                 大分県宇佐市安心院町荘田井中  嘉暦 2 年  1327 凝灰岩  安心院町誌編集委員会 1970 

20 佐田社 1 号板碑     大分県宇佐市安心院町佐田宮の台  正慶元年  1332 安山岩  安心院町誌編集委員会 1970 

21 大年社 1 号板碑  大分県宇佐市安心院町山蔵  建武元年  1334 凝灰岩  安心院町誌編集委員会 1970 

22 大年社 2 号板碑  大分県宇佐市安心院町山蔵  暦応 4 年  1341 凝灰岩  安心院町誌編集委員会 1970 

23 高橋家墓地板碑  大分県宇佐市安心院町六郎丸  寛永元年  1624 安山岩    

24 阿弥陀堂板碑  大分県宇佐市院内町小野川内  応永 35 年  1428 安山岩  院内町誌刊行会 1983 
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図 5 豊前における整形板碑の分布 
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図 6 豊前における整形板碑① 
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図 7 豊前における整形板碑② 
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図 8 豊前における整形板碑③ 
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図 9 豊前における整形板碑銘文① 
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図 10 豊前における整形板碑銘文② 
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豊後 

豊後の紀年銘資料の分布をみると、日田・玖珠地域に若干の類例がみられるものの、そ

のほとんどは国東半島周辺や豊後南部の大野川流域に集中する。もちろん、これは紀年銘

資料に限定したものであり、この地域以外に整形板碑が存在しないわけではないが、その

密度は、紀年銘資料の分布密度に比例して存在する。 

豊後における紀年銘の残る板碑は、ほとんど安山岩と凝灰岩に限定できるが(原田昭一

2002a・2002b・2003b)、大きく分けて国東半島に安山岩が、また、豊後南部と、豊後北部

でも豊後高田市・杵築市山香町周辺に凝灰岩を石材とする地域が存在する。各石材による

石造物が分布する地域には、地質学的にその岩層が存在しており、生産地は石材産出地に

きわめて近く、また、供給地もさほど離れた地域でないことが考えられる(渡辺文雄 1985)。 

まず、豊後北部の紀年銘資料には、安山岩及び凝灰岩の両者がみられ、これに加えて日

田市には永平寺跡 1 号板碑のように安山岩とされるものの、明らかに他地域とは異質の石

材もみられる。豊後北部でも、特に集中する国東半島地域には、この両者が存在し、安山

岩を石材とする整形板碑は、国東半島一帯で確認できるが、凝灰岩製の整形板碑に関して

は、康永 4 年(1345)銘をもつ杵築市山香町普門坊跡板碑以後、杵築市山香町に集中し、一

部、豊後高田市・杵築市大田・別府市でも確認できる。しかし、前述したように宇佐市で

確認できることにより、豊後北部での凝灰岩産出地である豊後高田市・杵築市山香町地域

に隣接する地域でも、その分布域にあることがわかる。 

また、凝灰岩製板碑は日田市永平寺跡 2 号板碑や九重町宝八幡宮板碑にみられるように、

日田玖珠地域でも石材として利用されているが、これらの地域の板碑は豊後高田市・杵築

市山香町地域や大野川流域地域とも様相を異にする。その場合、第 3 の分布圏を模索すべ

きであろうが、豊後高田市・杵築市山香町地域や大野川流域地域にみられる凝灰岩製板碑

の絶対量に比較すれば明らかに少ないため、この両者の地域より、その重要性は劣るもの

かにも思える。しかし、日田市永平寺跡 2 号板碑は正和 2 年(1313)銘をもち、これは豊後

における凝灰岩を石材とする板碑の中では比較的古い紀年銘となるため、その重要性は無

視できない。しかも、日田・玖珠地域における石造物は凝灰岩を最も多い石材としている。 

一方、豊後南部地域の紀年銘資料はすべてが凝灰岩製であり、紀年銘資料以外でも凝灰

岩製以外の製品を探すのが困難なほど石材が限定できる。前述したように、臼杵市野津町

中山板碑が元徳2年(1330)銘をもち、最も古く、以後、豊後大野市朝地町岳川板碑(1332年

銘)・大分市中村板碑(1333年銘)・臼杵市野津町寺小路板碑(1333年銘)などのように、1330
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年代前半に集中して凝灰岩を石材とした紀年銘板碑が出現し、板碑が豊後南部に広範に流

行しはじめる。 

その分布には、空白地は認められないが、大野川流域の凝灰岩地帯に多く確認できる。

この傾向は、五輪塔・宝塔・宝篋印塔・板碑・石幢・層塔などの石造物群をはじめ、特に、

磨崖仏の流行する地域と一致する。板碑のほとんどが、現在、過疎化の波に呑み込まれそ

うな山間部の小集落地に確認でき、中世、町屋を形成していた府内・臼杵などの都市部で

は他の中世石造物とあわせて皆無に近いほど確認できないため、都市部においては石造物

がつくられなかったのではないかと推測されてきた。しかし、大分市中世大友府内町跡の

発掘調査が、近年、急速にすすみ、鎌倉期末～戦国期の板碑をはじめとした石造物は破壊

され、単なる土木建築資材あるいは廃棄物として中世末に集中的に廃棄されている状況が

確認されてきた。石造物廃棄の要因について、今後、綿密な検討が加えられるものであろ

うが、豊後の都市遺跡においては、本来、石造物が林立する風景こそ当時の一般的な姿で

あったことが再認識させられつつある。幸い、農山村部の板碑については現在に至るまで、

原位置を離れることなく、きわめて良好な歴史的景観の中で守り続けられているものもみ

られる。 

板碑は、出現期から臼杵市野津町風瀬徳瀬板碑(1392年銘)に至るまで南北朝期を通して、

少ないながら連綿と製作され続けている。大分市中村板碑・大分市少林寺板碑群のように

複数基が相互に関連しながら、ほぼ同時に立てられているものもみられるが、その多くは

板碑として単独でみられる。しかし、原位置を保つ資料の場合、それに先行する石造物に

寄り添うようにみられたり、後世の石造物群が周囲に取り巻く遺跡も多い。また、板碑を

含む石造物群が特定の仏菩薩を安置する寺院・小堂周辺に位置する場合や、そのような施

設が残されていないものの、伝承から何らかの仏教施設が存在していたと想定できる空間

にみられる類例が非常に多く確認できる。 

南北朝期に続く資料として、佐伯市弥生町床木板碑(1475年銘)が出現するまで、80年以

上の板碑空白期が存在する。もちろんこれは紀年銘板碑に限定するものであり、紀年銘の

みられない板碑の中に、この空白期に製作された資料が存在したとも限らない。しかし、

存在しているとしても、極めて少数であるものと考えられる。また、個々の板碑の造立形

態も異なり、近世墓地のはじまりともいえる群集造立の形態をとるものも見られ、豊後大

野市三重町大辻山板碑群・豊後大野市三重町回春庵板碑群・豊後大野市三重町下津留板碑

群のように板碑群が墓地景観を形成し、また、これらの板碑群が半径2km以内に存在するよ
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うに、ある特定の工人集団が存在し、また、その工人集団に付託した造立主体が積極的に

石造物造顕に取り組んだ様子が窺え、他地域との間には大きな地域格差が認められる。 

以下では、個々の資料についてその概要に触れてみたい。 

1.永平寺跡 1 号板碑(表 3-1 図 12-1 図 33-1) 

永平寺跡とされる小堂周辺に中世後半の五輪塔群とともに板碑が 2 基並べて立てられて

おり、そのうちの 1 基である。石材は、硬質の安山岩質で豊前・豊後において非常にめず

らしいものである。調整は正面・側面が丁寧に仕上げられているものの、背面は粗い。梵

字種子は薬研彫りされ、また、銘文も比較的大きく陰刻されているが、剥落が著しく、紀

年銘部分に関しては現在では確認できない。そのため、日名子太郎の判読に従いたい(日名

子太郎 1940)。山型頂部は後方に位置し、前面両側に稜をもたせ、三角錐状に頂部に延び

る。二条切込みは断面三角形だが彫りが小さく弱い。額部は前方に突出させるが、突出度

は弱い。基部に関しては、前方および右側面に大きく突出させており、整形時の彫り残し

の自然面をあらわすものと解釈できる。額部前面・碑身前面に関してはわずかに膨らませ

ている。 

2.永平寺跡 2 号板碑(表 3-2 図 12-2 図 33-2) 

永平寺跡とされる小堂周辺に中世後半の五輪塔群とともに板碑が 2 基並べて立てられて

おり、そのうちの 1 基である。調整は、長年の風雨にさらされたせいか、器面の剥落が著

しく、中央の折損箇所下部の碑面のみ丁寧に調整されているのがわかるのみで、そのほか

は明らかでない。梵字種子は雄大に薬研彫りされ、また、銘文も比較的大きく陰刻されて

いる。特に、両側面にも銘文がみられ、正面の銘文に関しては、大きく彫りも深い。山型

は三角尖頭状に尖り、頂部は後方に位置し、前面両側は稜をもたず丸く仕上げている。二

条切込みは断面三角形で彫りが深い。額部は前方に突出させ、基部も前方に突出させてい

るが、額部に関しては突出が弱い。額部前面・碑身前面・基部前面ともわずかに膨らませ

ている。 

3.宝八幡宮板碑(表 3-3 図 12-3 図 33-3) 

宝八幡宮参道から少し入った一画に、中世の宝塔・国東塔・五輪塔・自然石板碑などが

10～15 基集積されており、そのうちの 1 基である。調整は正面・側面が丁寧に仕上げられ

ているものの、背面は粗い。山型頂部は後方に位置し、前面両側は稜をもたせ、三角錐状

に頂部に延びる。額部は前方に突出させ、前面両側を面取りしている。額部の二条切込み

は断面三角形だが彫りが小さく弱い。額部前面には梵字種子が薬研彫りされているが、彫
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りは弱い。碑面上端に五地蔵をあらわす梵字種子を彫るが、これについても彫りは小さく

弱い。また、その下部には五輪四方門の梵字種子を墨書している。このほかに、左側面に

も墨書による紀年銘がみられる。基部に関しては埋設されており、突出部をもつものか明

らかでない。 

4.神家板碑(表 3-4 図 12-4 図 33-4) 

神氏邸の庭に移設されたものであり、旧在地は豊後高田市梅の木とも一畑影平とも伝え

られている。調整は山型から碑身正面にかけて丁寧に仕上げられているが、側面はやや粗

く、背面に至っては粗いままの仕上げである。また、整形も全体的に雑で均質な造りでは

ない。梵字種子は薬研彫りを意識しているものの、彫りが雑であり、バランスも良くない。

また、銘文も比較的大きく陰刻されているが、これについても雑な彫りである。山型は三

角尖頭状に尖り、頂部は中央よりやや後方に位置する。二条切込みは断面三角形で彫りが

深い。額部は大きく前方に突出させているが、基部に関しては自然石の台石にコンクリー

トで固定している。 

5.神和園板碑(表 3-5 図 12-5 図 33-5) 

温泉旅館である神和園玄関前の庭園内に立てられているが、別府市朝日馬場から移され

たものと伝えられている。調整は正面・山型・側面・背面とも丁寧に仕上げられている。

山型は中央付近に頂部をもつ四角錐状を呈するが、少し稜をもつ。山型下部の額部のみ帯

状に前方に突出させており、その中央に彫りの粗い 1 条の切込みを彫っている。額部側面

はこの額部の上下端の位置と正面切込みの連続位置にそれぞれ切込みを彫り、側面では合

計３条の切込みが確認できる。整形は全体的に各面を膨らませた印象を受け、正面・背面

も膨らませている。碑面の梵字種子は薬研彫りではなく、彫りも粗い。梵字種子下の銘文

もきわめて大きく雑に彫られている。また、左側面にも陰刻の銘文が見られるが、これに

ついては比較的丁寧な彫りである。 

6.吉祥寺板碑(表 3-6 図 12-6 図 33-6) 

吉祥寺跡とされる集会所付近の吉祥寺墓地内に存在する。紀年銘が後刻と考えられる戦

国期の無縫塔・宝篋印塔のほかに、扁平な割石を積み上げた集石の上に五輪塔約 10 基、板

碑 1 基、近世墓碑数基とともに立てられている。調整は正面・側面が丁寧に仕上げられて

いるものの、背面は粗い。山型頂部は風化が著しく欠失しているが、前面から背面に至る

稜線をもち、前面は額部と同じ平面形で仕上げている。額部には円形の陽刻がみられ、こ

の円形内に卍を陰刻している。銘文は比較的大きく陰刻されている。基部はわずかに前方
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に突出させる痕跡を残している。碑身は方形に整形された台石に枘穴を穿ち、差し込まれ

ている。 

7.本篠板碑(表 3-7 図 13-7 図 33-7) 

水田中の一画に南北朝期の板碑や石仏を納めた石殿 2 基とともに立てられている。調整は

正面・両側面・山型部とも丁寧に仕上げられているが、背面は粗い。碑面上部に見られる

梵字種子は雄大に薬研彫りされ、その下部に銘文もみられるが、大きく陰刻されている。

山型は低く宝珠状のカーブをもち、秀麗な流線形に仕上げられ、頂部は丸い。山型部直下

の二条切込みは非常にしっかりした断面三角形を呈する。前面両端に面取りを施す額部は

大きく丸く前方に突出させている。碑身は前面をわずかに膨らませ、特に上端部では前屈

み状に整形されている。また、基部の突出は地中下にあるものか、確認できない。 

8.普門坊跡板碑(表 3-8 図 13-8 図 33-8) 

普門坊跡と伝えられる丘陵斜面の平坦地に単独で立てられている。周辺には中世の五輪

塔残欠が数点散乱している。調整は正面・両側面・山型部とも丁寧に仕上げられているが、

背面は粗い。山型頂部が後方に位置する三角尖頭状を呈する。額部二条切込みも断面三角

形でしっかりしている。２条の陰刻円圏に囲まれた中に梵字種子が大きく薬研彫りされ、

梵字種子下には銘文が比較的大きく丁寧に陰刻されている。薬研彫りされた梵字種子内、

円圏内および銘文内には墨を入れている。基部は前方に突出しているが、整形は粗い。 

9.地蔵堂板碑(表 3-9 図 13-9) 

地蔵堂の境内地に戦国期～近世初頭の宝塔とともに並んで立てられている。調整は正

面・山型部とも丁寧に仕上げられているが、側面はやや粗く、背面も粗く仕上げられてい

る。整形もいびつである。山型頂部は後方に位置する三角尖頭状を呈する。額部二条切込

みも断面三角形でしっかりしている。碑面は剥離が著しく、現在では梵字種子・銘文とも

全く確認できない。薬研彫りされた梵字種子が存在していたならば、その痕跡が確認でき

るであろうが、全く確認できないため、梵字種子は墨書であったかもしれない。銘文は、

『山香町誌』によれば、「永和四年八月 時正右迎先考」とある(山香町誌刊行会 1982)。

基部は前方に突出しているが、整形は粗く、また磨滅も著しい。 

 

10.妙善坊 1 号板碑(表 3-10 図 13-10 図 33-10) 

妙善坊跡と伝えられる雑木林裏に五輪塔・宝塔・板碑などからなる戦国期の墓地が営ま

れており、その墓地中に紀年銘の残る板碑が 2 基みられるが、そのうちの 1 基である。調
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整は正面が丁寧に仕上げられているものの、右面はやや粗く、左面・背面も粗く仕上げら

れている。山型は頂部が中央に位置する四角錐状を呈している。額部はごくわずかに前方

に突出させ、額部二条切込みは断面三角形だがバランスは悪い。碑面の銘文は、比較的小

さい陰刻で、梵字種子などは碑面に確認できない。碑身は方形に整形された台石に枘穴を

穿ち、差し込まれている。 

11.妙善坊 2 号板碑(表 3-11 図 13-11 図 33-11) 

妙善坊跡と伝えられる雑木林裏に五輪塔・宝塔・板碑などからなる戦国期の墓地が営ま

れており、その墓地中に紀年銘の残る板碑が 2 基みられるが、そのうちの 1 基である。調

整は正面・上面・側面前半分が丁寧に仕上げられているものの、側面後半部・背面・基部

前面は粗く仕上げられている。山型頂部は裁頭角錐状を呈し、頂部平坦面は後ろ下がりの

形態をもつ。額部は前方に突出させ、額部二条切込みは見られない。碑面の銘文は、比較

的小さい陰刻で、上端に小さい梵字種子が陰刻されている。基部も前方に大きく突出させ、

他の板碑が土中に埋設するか、あるいは台石上に枘穴で固定するかのどちらかであるのに

対し、本資料は据え置くために平坦に加工している特徴をもつ。 

12.東光寺墓地板碑(表 3-12 図 13-12 図 33-12) 

東光寺歴代住職墓地中にみられるが、他の墓石はいずれも近世のものである。調整は正

面・側面・上面が丁寧に仕上げられているものの、背面はやや粗く仕上げられている。山

型頂部は前面から背面に至る稜線をもち、後方に向かい高く仕上げている。山型前面は額

部と同じ平面形で仕上げており、その中央に縦線の陰刻が見られる。額部はわずかに突出

させている。碑面上端には梵字種子が陰刻されているが、彫りが細く弱い。梵字種子下に

は半円形の浅い彫凹めが見られ、この彫凹め内に割付線と思われる線刻を引き、銘文を刻

んでいる。この半円形の彫凹め下にも銘文が刻まれているが、細く弱い。 

13.牧峯神社旧在板碑(表 3-13 図 14-13 図 33-13) 

かつては牧峯神社にあったとされるものであり(望月友善 1975)、現在は、牧峯神社に隣

接する願成就寺本堂裏に移されている。調整は正面・側面が丁寧に仕上げられているもの

の、背面は粗く仕上げられている。碑面中央において折損し、その上部の半分が欠失して

いるが、山型は頂部が後方に位置する三角尖頭状を呈するものと考えられる。額部は前方

に突出させ、二条切込みは断面三角形でしっかりしている。梵字種子は大きく薬研彫りさ

れ、二条切込み内および梵字種子内には墨を入れている。碑身は上方に向かい、わずかに

前屈みとなる。 
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14.願成就寺板碑(表 3-14 図 14-14 図 33-14) 

願成就寺本堂裏に立てられているものであり、牧峯神社旧在板碑の近くに位置する。現

在は紀年銘が確認できないが、日名子太郎の指摘する紀年銘板碑が当資料以外には考えら

れないことから、ここにおいて紹介する(日名子太郎 1940)。調整は正面が丁寧に仕上げら

れているものの、背面・側面は粗い。山型は頂部が後方に位置する三角尖頭状を呈するも

のと考えられる。額部は前方に突出させ、二条切込みは断面三角形でしっかりしている。

梵字種子は薬研彫りされ、二条切込み内および梵字種子内には墨を入れている。梵字種子

下には 4 行にわたり墨書銘が確認できるが、現在ではほとんど判読できない。 

15.庵の迫板碑(表 3-15 図 14-15 図 34-15) 

丘陵斜面の雑木林に鎌倉～南北朝期の板碑 3 基が並んで立てられているが、そのうちの

1 基である。調整は山型から額部前面、碑面は丁寧に仕上げられているが、背面・側面は

粗いままの仕上げである。また、整形はいびつで、バランスも悪い。碑身は前屈みに整形

されている。正面に陰刻による縦線を引く二連板碑であり、各碑面に山型を造るが、背面

には陰刻による縦線がみられない。各碑面の梵字種子および銘文は墨書である。両側の額

部前面にア(胎蔵界大日)の梵字種子を小さく、碑面には右側にマン(文殊菩薩)、左側にキ

リーク(阿弥陀如来)を大きくそれぞれ墨書している。両側の銘文は墨書であり、現在はそ

の存在は確認できるものの、ほとんどが判読できない。二条切込みは断面三角形でしっか

りしている。各面とも山型頂部は三角尖頭状に尖り、頂部は中央部よりやや後方にあるも

のと考えられる。額部・基部ともおおきく前方に突出させている。 

16.其の田 1 号板碑(表 3-16 図 14-16 図 34-16) 

富貴寺よりやや下った狭隘な谷部を利用した水田内に 2 号板碑とともに立てられていた

が、近年、蕗川の河川改修により近接地に移されている。移設に伴う発掘調査により、周

辺地から中世の集石遺構や墓が発見されている。調整は山型から碑身正面・側面は丁寧に

仕上げられているが、わずかに膨らませている背面は粗いままの仕上げである。梵字種子

は比較的大きく薬研彫りされており、銘文は左下に陰刻されている。山型は照屋根状の曲

線をもち、頂部は三角尖頭状に尖り、後方に位置する。二条切込みは断面三角形だが、や

や彫りが弱い。基部に関しては土中に位置するが、移設の際の発掘調査により、台石の枘

により填め込まれていることが確認された。 

17.其の田 2 号板碑(表 3-17 図 14-17 図 34-17) 
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富貴寺よりやや下った狭隘な谷部を利用した水田内に 1 号板碑とともに立てられていた

が、近年、蕗川の河川改修により近接地に移されている。移設に伴う発掘調査により、周

辺地から中世の集石遺構や墓が発見されている。調整は山型から碑身正面・側面は丁寧に

仕上げられているが、わずかに膨らませている背面は粗いままの仕上げである。碑身はう

すく、前方に緩やかにカーブさせている。梵字種子は比較的大きく薬研彫りされており、

銘文は中央及び左下に陰刻されている。山型は照屋根状の曲線をもち、頂部は三角尖頭状

に尖り、後方に位置する。二条切込みは断面三角形だが、やや彫りが弱い。基部に関して

は土中に位置するが、移設の際の発掘調査により、前方の突出や台石の存在は確認できな

かった。 

18.平野園 1 号板碑(表 3-18 図 14-18 図 34-18) 

丘陵斜面の雑木林に南北朝～戦国期の板碑・五輪塔群が点在しているが、そのうちの 1

基である。宇佐風土記の丘歴史民俗資料館の調査において、当該資料のほかに 2 基の板碑

に紀年銘を確認しているが(大分県立宇佐風土記の丘歴史民俗資料館 1986)、現地調査の結

果、図化できるのは当資料のみであった。調整は山型から額部前面・碑面は丁寧に仕上げ

られているが、背面・側面は粗い仕上げのままである。梵字種子は大きくに薬研彫りされ

ており、銘文は中央及び左下に陰刻されている。山型は照屋根状の曲線をもち、三角尖頭

状の頂部は、後方に位置する。大きく前方に突出する額部前面は丸く膨らませており、二

条切込みは断面三角形だが、やや彫りが弱い。基部は前方に突出させている。 

19.富貴寺板碑(表 3-19 図 14-19 図 34-19) 

富貴寺参道石段横に石殿・石幢・板碑など中世の石造物が集積され、整然と並べて立て

られており、原位置を保つものとは思われない。調整・整形は各面とも丁寧に仕上げられ

ている。山型から額部にかけて磨滅が著しく、頂部の形態や額部二条切込みの様相も明ら

かでない。梵字種子は比較的大きく薬研彫りされ、中に墨を入れている。また、銘文も比

較的大きく陰刻されている。基部に関してはわずかに前方に突出させているものの、調整

は粗い。 

20.梅遊寺 1 号板碑(表 3-20 図 15-20 図 34-20) 

梅遊寺境内の一画に南北朝期～近代の板碑群・庚申塔・石仏などとともに整然と並べて 

立てられており、原位置を保つものとは思われない。調整は山型から碑身正面は丁寧に仕

上げられているが、側面はやや粗く、背面に至っては粗い仕上げのままである。また、整

形も全体的に雑で均質な造りではない。梵字種子は雄大に薬研彫りされ、中に墨を入れて
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いる。また、銘文も比較的大きく陰刻されている。山型頂部は欠損しているものの、三角

尖頭状に尖り、頂部は後方に位置する。二条切込みは断面三角形で彫りが深い。額部は大

きく前方に突出させているが、基部の突出に関しては地表下に位置するものか、明らかで

ない。背面はわずかに膨らませているほか、額部前面・碑身前面もわずかに膨らませてお

り、額部両側端は面取りが施されている。 

21.梅遊寺 2 号板碑(表 3-21 図 15-21 図 34-21) 

梅遊寺境内の一画に南北朝期～近代の板碑群・庚申塔・石仏などとともに整然と並べて

立てられており、原位置を保つものとは思われない。隣接して同様な板碑がみられるが、

これについては、梵字種子は墨書により記されている。調整については山型から碑身正面

は丁寧に仕上げられているが、側面はやや粗く、背面に至っては粗いままの仕上げである。

十三仏をあらわす梵字種子は薬研彫りされ、中に墨を入れているが、梵字種子の多さから

碑面横幅が著しく広くなっている。銘文も比較的小さく梵字種子下両端に陰刻されている

が、その内側に墨書による銘文が確認できるものの、判読できない。山型頂部は後方にく

だる稜をわずかにもつが、ほぼ、頂部が後方に位置する三角尖頭状に尖っている。二条切

込みは断面三角形であるが、彫りが弱く細い。額部は前方に突出させているが、基部に関

してはわずかに前方に突出させているだけである。この碑身は台石に載せられているが、

枘の存在等は確認できない。 

22.大曲板碑(表 3-22 図 15-22 図 34-22) 

廃絶した屋敷地の斜面部に単独で置かれていたが、現在はその所在が不明である。調整

は正面・上面・側面が丁寧に仕上げられている。山型頂部は稜線をもち、頂部平坦面は後

ろ下がりの形態をもつ。額部は前方に突出させ、額部二条切込みは細い陰刻線であり、山

型部から額部の前面にかけて割付と思われる細線陰刻がみられる。碑面の銘文は陰刻され、

額部に梵字種子が陰刻されている。基部もわずかに前方に突出させ、底面は据え置くため

に平坦に加工している。 

23.寺ノ上 1 号板碑(表 3-23 図 15-23 図 34-23) 

妙覚寺裏山の平野を見下ろす丘陵頂部に戦国期に属する板碑形式の墓碑が 10 数基存在

するが、その中の 1 基である。整形は歪で均整がとれていない。調整は背面も含め、すべ

ての面が丁寧に仕上げられている。山型頂部は三角尖頭状に尖り頂部は後方に位置する。

額部の二条切込みは、断面三角であるが、彫りは弱い。基部に関しては大きく前方に突出

させている。碑面は若干くぼませており、背面を膨らませているほか、額部前面もわずか
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に膨らませている。梵字種子・銘文は墨書であるが、現在はその存在がわずかに確認でき

るのみで、判読できない。平成 4 年に行われた大分県立宇佐風土記の丘歴史民俗資料館の

調査では、梵字種子・紀年銘が判読されており、本稿ではそれに従いたい (大分県立宇佐風

土記の丘歴史民俗資料館 1993)。 

24.寺ノ上 2 号板碑(表 3-24 図 15-24 図 34-24) 

妙覚寺裏山の平野を見下ろす丘陵頂部に戦国期に属する板碑形式の墓碑が 10 数基存在

するが、その中の 1 基である。整形は歪で、均整がとれていない。調整は山型・額部・碑

面のほか、側面前部が丁寧に仕上げられている。これに対し、側面後部・背面は粗い仕上

げである。山型頂部は稜をわずかにもつが、稜は中央よりやや後方に位置し、三角尖頭状

に尖っている。額部の二条切込みは、若干離れた断面三角であり、彫りは弱い。基部に関

しては前方に突出させている。碑面は方形彫凹めをもち、その中、上方中央に丸く彫られ

た梵字種子が見られ、その下方に銘文が陰刻されている。背面を膨らませているほか、山

型・額部・基部前面もわずかに膨らませている。 

25.寺ノ上 3 号板碑(表 3-25 図 15-25 図 34-25) 

妙覚寺裏山の平野を見下ろす丘陵頂部に戦国期に属する板碑形式の墓碑が 10 数基存在

するが、その中の 1 基である。調整は山型・額部・碑面が丁寧に仕上げられているものの、

側面・背面は少し粗い仕上げである。山型頂部は頂部が中央よりやや後方に位置し、三角

尖頭状に尖っている。額部はハの字状に整形されており、二条切込みは見られない。基部

に関しては大きく前方に突出させている。碑面は並立する 2 箇所の方形彫凹めをもち、各

面に梵字種子・銘文が陰刻されているものの薬研彫りではない。背面を膨らませているほ

か、山型・額部・碑面下部・基部の各前面もわずかに膨らませている。 

26.寺ノ上 4 号板碑(表 3-26 図 15-26 図 34-26)  

妙覚寺裏山の平野を見下ろす丘陵頂部に戦国期に属する板碑形式の墓碑が 10 数基存在

するが、その中の 1 基である。整形はきわめて歪で、均整がとれていない。調整は背面・

基部が粗い仕上げであるが、その他は丁寧に仕上げられている。山型頂部は中央よりやや

後方に位置する三角尖頭状を呈するが、正面観はやや丸い。額部前面側縁は面取りされて

おり、正面には蕨手状の陰刻が左右対称に 2 条みられる。額部には上端に横１条の細い切

込みがみられるのみで、これは側面には至らない。基部に関しては前方に突出させている

ほか、側面にもわずかに突出させている。碑面は方形彫凹めをもち、その中に墨を入れた

梵字種子・銘文が小さく陰刻されている。また、碑面方形彫凹め外左側にも墨書がみられ
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るが、その存在がわずかに確認できるのみで判読できない。 背面はわずかに膨らませてい

るほか、額部前面もわずかに膨らませている。 

27.持地庵板碑(表 3-27 図 16-27 図 34-27) 

持地庵と呼ばれる小堂裏の丘陵斜面に狭い墓地を造成し、その中に戦国期の宝塔・無縫

塔・五輪塔・板碑を立てている。整形はきわめて歪で、均整がとれていない。調整につい

ては山型から碑身正面および側面は丁寧に仕上げられているが、背面は粗いままの仕上げ

である。山型頂部は後方に位置し、三角尖頭状に尖る。額部の二条切込みは離れて彫られ、

断面が丸く、彫りも弱い。この二条切込みは、側面には至らず、前面において二条切込み

間にあたる部分を、側面においては帯状に突出させている。基部に関しては帯状に前方に

突出させているが、整形は雑である。碑面は 2 段の方形彫凹めからなり、中に細く小さい

陰刻の銘文が確認できるが、梵字種子は見られない。背面はわずかに膨らませているほか、

額部前面・基部前面ともわずかに膨らませている。 

28.安養寺板碑(表 4-28 図 16-28 図 35-28) 

安養寺境内の小堂前に石幢とともに立てられている。調整は正面・山型上面・側面が丁

寧に仕上げられているが、背面は一部調整されているものの自然石の自然面を保つ部分が

多い。山型頂部は自然面に近く、丸く仕上げられている。碑面には正面平坦の五輪塔形を

陽刻し、各部にキャ・カ・ラ・バ・アの梵字種子を小さく刻んでいる。また、水輪部には

梵字種子を挟み両側に細線陰刻の銘文を刻んでいる。 

29.大応寺板碑(表 4-29 図 16-29 図 35-29) 

大応寺参道横に単独で立てられている。調整は正面・裏面・側面・山型部とも丁寧に仕

上げられている。山型頂部は前面から背面に至る稜線をもつ。碑面には正面平坦の五輪塔

形を陽刻し、水輪部に細線陰刻の銘文を刻んでいる。地輪下の基部は前方に突出させてい

る。 

30.オト様 1 号板碑(表 4-30 図 16-30 図 35-30) 

長安寺参道横に数基の中世末～近世前半の墓碑が集められている場所がみられるが、そ

の中の 1 基である。調整は各面とも丁寧に仕上げられている。山型は頂部に稜をもつが、

後方では背面に向かい切り落とす形態をもつ。額部の突出はわずかにみられる。碑面上方

中央に梵字種子が比較的大きく彫られているが、その断面は三角形および半円形の箇所が

みられ、一律でない。また、銘文も比較的大きく彫られている。 
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31.オト様 2 号板碑(表 4-31 図 16-31 図 35-31) 

長安寺参道横に数基の中世末～近世前半の墓碑が集められている場所がみられるが、そ

の中の 1 基である。調整は正面・側面とも丁寧に仕上げられているが、背面のみやや粗い。

山型は頂部に稜をもつが、後方では背面に向かい切り落とす形態をもつ。額部の突出はわ

ずかにみられる。碑面上方中央に梵字種子が弱い薬研彫りで彫られている。また、銘文も

比較的大きく彫られている。 

32.オト様 3 号板碑(表 4-32 図 16-32 図 35-32) 

長安寺参道横に数基の中世末～近世前半の墓碑が集められている場所がみられるが、そ

の中の 1 基である。調整は正面・側面とも丁寧に仕上げられているが、背面のみやや粗い。

碑身上半部は欠失しており、その実態は明らかでない。碑身中央を方形に彫り凹め、彫凹

め下に蓮華座を陽刻している。また蓮華座下部付近で枘を造っているが、台石は失われて

いる。銘文は方形彫凹め内に小さく陰刻されている。 

33.財前家墓地板碑(表 4-33 図 16-33 図 35-33) 

宝塔・板碑をはじめとした南北朝～戦国期の石造物群からなる財前家墓地前の石垣に立

てられている。碑身中央において折損し、上部の部材は失われているが、下部に紀年銘が

確認できるため、ここに紹介する。調整は正面・側面が丁寧に仕上げられているものの、

背面は丸く粗い仕上げである。碑身下部中央には銘文が比較的大きく陰刻され、碑面はか

なり丸く仕上げている。前方へ突出させている基部はきれいに整形されており、基部の下

部には、台石に填め込むための枘が丁寧に整形されているが、台石も失われている。 

34.尾迫板碑(表 4-34 図 17-34 図 35-34) 

丘陵斜面の一画に平坦地が造成され、中世の板碑・五輪塔群からなる墓地が営まれてい

るが、この最奥部に立てられている板碑である。山型から正面・側面及び背面上部は丁寧

に仕上げられているが、背面下部は粗い仕上げのままである。梵字種子は雄大に薬研彫り

され、中に墨を入れている。また、梵字種子下中央の銘文は陰刻され、中に墨を入れてい

る。この両側にも 2 行ずつの銘文が墨書されているが、現在では判読できない。山型頂部

は低いが、三角尖頭状に尖り、頂部は後方に位置する。二条切込みは断面三角形でしっか

りしている。前面を丸く膨らませる額部は大きく前方に突出させており、額部両側端は面

取りが施されているが、この面取りの稜線は山型まで達している。基部の突出に関しては

土中に位置するものか、明らかでない。 
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35.小俣道板碑(表 4-35 図 17-35 図 35-35) 

丘陵裾部に走る車道横に中世の板碑・五輪塔群が集中してみられるが、その中の 1 基で

ある。山型から碑身正面は丁寧に仕上げられているが、側面はやや粗く、背面に至っては

粗いままの仕上げである。また、整形も全体的に雑で均質な造りではない。梵字種子は大

きく薬研彫りされているものの、歪であり、中に墨を入れている。中央の銘文は陰刻され

ており、その横にも墨書銘が確認できるが、ほとんど消滅している。山型は頂部のみ三角

尖頭状に尖り、特異な様相をもつ。二条切込みは断面三角形で彫りが深い。額部は大きく

前方に突出させており、両側端は丸く面取りが施されている。基部に関しても前方に突出

させている。 

36.諸田越板碑(表 4-36 図 17-36 図 35-36) 

財前家墓地よりやや下った道の分岐点に板碑・石祠・一石五輪塔・五輪塔などとともに

並んで立てられている。調整は正面・側面が丁寧に仕上げられているものの、背面は丸く

粗い仕上げである。山型は低く、照屋根状に頂部に延び、頂部は後方に位置する三角尖頭

状を呈する。額部二条切込みは断面三角形だが、やや彫りが弱い。大きく前方に突出する

額部の前面両側には、面取りが見られる。梵字種子は大きく薬研彫りされ、梵字種子下に

は銘文が比較的大きく陰刻されている。碑面は丸く仕上げ、また、上方でやや前屈みにな

る。基部はわずかに前方へ突出させている箇所が残り、台石に枘穴を穿ち、碑身を差し込

んでいる。 

37.辻堂ケ鼻板碑(表 4-37 図 17-37 図 35-37) 

谷状地形にある集落に突出した丘陵の先端に小堂を建て、その中に納められている。正

面・側面とも調整は丁寧であるが、背面については板碑がようやく納まる小堂の大きさゆ

え、その厚さ調整は明らかでない。山型は前方から後方に至る稜をもつ。この山型・額部

とも前面を丸く仕上げ、額部中央には月輪を彫り沈め梵字を陽刻している。碑身は舟形に

彫り凹め、その中に蓮華座にのり、胸の前で宝珠を両手でもつ地蔵を陽刻している。銘文

はこの舟形彫り凹めの外側にあたる左右の碑面に大きく陰刻している。 

38.十王堂板碑(表 4-38 図 17-38 図 35-38) 

調整は正面が丁寧に仕上げられているものの、側面後方を面取りし粗く仕上げ、また、

背面に関しては粗いままである。山型頂部は後方に下りながら延びる稜をわずかにもつが、

ほぼ、頂部が中央よりやや後方に位置する三角尖頭状を呈する。額部は前方に突出させ、

前面両側を面取りしているが、この面取りは二条切込みから山型部下部まで延びる。額部
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二条切込みは断面三角形であるが、彫りがやや小さい。碑面はきわめて長く、ほっそりと

した印象をもつ。梵字種子は上端に大きく薬研彫りされ、梵字種子とは大きく離れ、碑面

下端に銘文が比較的大きく陰刻されている。基部は前方に突出させ、自然石の台石上に置

かれているが、枘穴を穿ち、差し込んでいるものである。 

39.川原 1 号板碑(表 4-39 図 19-39 図 35-39) 

高台上の畑地内に雑木・竹藪が繁る一画があり、鎌倉～戦国期の板碑・五輪塔からなる

石造物群がみられるが、その中の 1 基である。調整は山型から碑身正面・側面は丁寧に仕

上げられているが、背面は粗いままの仕上げである。梵字種子はきわめて雄大に彫られて

いるが、薬研彫りではなく断面を丸く仕上げている。中でも、上端の空点は、菱形状の彫

り凹めを組み合わせ、装飾的に仕上げている。銘文も比較的大きく陰刻されており、梵字

種子とともに中に墨を入れている。山型は低いが、三角尖頭状に尖り、頂部は中央よりや

や後方に位置する。二条切込みは断面三角形でしっかりしており、中に墨を入れている。

額部は前方に突出させており、額部前面および碑面は丸く仕上げている。碑身の銘文の下

半は埋もれているため、基部がどのようになっているのかは明らかでない。 

40.川原 2 号板碑(表 4-40 図 18-40 図 35-40) 

高台上の畑地内に雑木・竹藪が繁る一画があり、鎌倉～戦国期の板碑・五輪塔からなる

石造物群が見られるが、その中の 1 基である。調整は山型から碑身正面・側面は丁寧に仕

上げられているが、背面は粗いままの仕上げである。梵字種子は雄大に彫られているが、

薬研彫りではなく断面を丸く仕上げており、装飾性を意識したせいか、空点を丸く、また、

ウ点を波状に仕上げている。梵字種子内には墨を入れている。銘文も比較的大きく陰刻さ

れている。山型は低いが、三角尖頭状に尖り、頂部は中央よりやや後方に位置し、わずか

に稜線が後方に延びる。二条切込みは断面三角形でしっかりしている。額部は前方に突出

させている。碑身の銘文の下端は埋もれているため、基部がどのようになっているのかは

明らかでない。碑身は正面観がわずかに中央で膨らんだ形態をもつ。 

41.鳴 1 号板碑(表 4-41 図 19-41 図 35-41) 

平野を望む丘の先端に小さな平坦地が設けられ、中世の板碑・五輪塔をはじめ近世に及

ぶ石造物群がみられるが、その中の 1 基である。山型から碑身正面側面は極めて丁寧に仕

上げられており、背面にわずかに粗い面を残すのみである。梵字種子は陰刻部を 2 本にし

た籠字彫りであり、また、梵字種子下には蓮華座を彫り、特異な様相をもつ。銘文は陰刻

であるが、現在ではほとんど判読できないため、ここでは望月友善の判読に従っておきた
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い(望月友善 1975)。山型は緩やかにカーブしながら頂部に延び、三角尖頭状に尖るが、特

に、下部においてカーブがきつい。頂部は中央に位置するが、わずかに稜線をもち、後方

に延びる。二条切込みは断面三角形でしっかりしている。額部は前方に突出させており、

前面両側端を面取りしているが、この面取りは二条切込みから山型部下部にまで及ぶ。額

部・碑面部とも前方にわずかに膨らませている。碑身は比較的厚く、重厚な印象を受ける。

基部突出はみられず、方形に成形された台石に枘穴を穿ち、填め込まれている。 

42.鳴 2 号板碑(表 4-42 図 18-42 図 36-42) 

平野を望む小丘の先端に小さな平坦地が設けられ、中世の板碑・五輪塔をはじめ近世に

及ぶ石造物群が見られるが、その中の 1 基である。調整は山型から碑身正面・側面は丁寧

に仕上げられているが、背面は粗いままの仕上げで、鑿痕が残る。特に、山型部背面が丁

寧に調整されていることは特異であり、また、側面部に割り付け陰刻線が残り、これより

背部を削ろうとしたものであろうが、未完成のまま立てられている。梵字種子は極めて大

きく薬研彫りされ、中に墨を入れている。銘文も陰刻され、中に墨を入れている。山型は

緩やかにカーブしながら頂部に延び、三角尖頭状に尖る。頂部は中央に位置するが、わず

かに稜線をもち、後方に延びる。二条切込みは断面三角形でしっかりしている。額部は前

方に大きく突出させており、前面両側端を面取りしているが、この面取りは二条切込みか

ら山型部にまで及ぶ。碑身は丸く膨らませ、上端部では前屈みに仕上げられており、基部

突出はきわめて小さい。方形台石上に碑身がみられるが、枘穴に差し込まれているもので

あろう。完存資料として、豊前・豊後における最大の板碑であり、秀麗である。 

43.鳴 3 号板碑(表 4-43 図 18-43 図 35-43) 

平野を望む丘の先端に小さな平坦地を設け、中世の板碑・五輪塔をはじめ近世に及ぶ石

造物群がみられるが、その中の 1 基である。調整は山型から碑身正面・側面は丁寧に仕上

げられているが、背面は粗いままの仕上げである。梵字種子は大きく薬研彫りされ、中に

墨を入れている。銘文も陰刻されている。山型は低いが、緩やかにカーブしながら頂部に

延び、三角尖頭状に尖る。頂部は中央に位置するが、わずかに稜線をもち、後方に延びる。

二条切込みは断面三角形でしっかりしている。額部は前方に突出させており、前面両側端

を面取りしているが、この面取りは二条切込みから山型部下部にまで及ぶ。碑身が比較的

厚く、重厚な印象を受ける。基部も丁寧に成形された突出部をもつ。 

44.堀部板碑(表 4-44 図 19-44 図 36-44) 

個人の住宅の庭に置かれており、他所から移されたものと考えられる。調整は山型から 
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碑身正面・側面は丁寧に仕上げられているが、背面は粗いままの仕上げである。梵字種子

は雄大な薬研彫りであり、中に墨を入れている。また、銘文は陰刻されている。山型はわ

ずかにカーブしながら頂部に延び、三角尖頭状に尖るが、特に、側面観では頂部付近のカ

ーブが強い。頂部は中央よりやや前方に位置しているが、頂部に近づくにつれ、背面を激

しく前屈みに仕上げているため、頂部は背面と接している。二条切込みは断面三角形でし

っかりしている。額部は前方に突出させており、額部前面および碑面・基部前面は丸く仕

上げている。また、額部前面・両側端を面取りしているが、この面取りは二条切込みから

山型部下部にまで及んでいる。碑面上端はわずかに前屈みの形態をもち、背面の形態とあ

わせて、全体に前屈みの印象を受ける。基部も丁寧に成形された突出部をもつ。 

45.左荘板碑(表 4-45 図 19-45 図 36-45) 

山中の緩斜面にある林道横に単独で立てられている表裏面に碑面をもつ両面板碑である。

両面板碑であるため、すべての面を丁寧に仕上げている。碑面上部が折損しており、また、

額部から山型部にかけて風化が著しく、山型部や二条切込み部について残りがよいとはい

えない。しかし、山型頂部は三角尖頭状を呈し、二条切込みはやや弱いが断面三角形を呈

することが想定できる。両面の梵字種子は大きく薬研彫りされ、中に墨を入れている。一

面の梵字種子下には銘文が比較的大きく陰刻されている。 

46.野長谷板碑(表 4-46 図 20-46 図 36-46) 

現在は車道から少し入った斜面上の小さい平坦地に板碑 1基と 10基に満たない五輪塔群

とともに立てられているが、当資料に関しては、農道建設に伴い移転させられたものと伝

えられている。調整は山型から碑身正面・側面は丁寧に仕上げられており、背面に少し粗

い面を残すのみである。梵字種子は大きな薬研彫りであり、中に墨を入れる。銘文は陰刻

されているが、劣化が著しい。山型は低いが、大きくカーブしながら頂部に延び丸く尖頭

状に尖り、頂部は後方に位置する。二条切込みは小さいが断面三角形でしっかりしている。

額部は前方に突出させて、両端を面取りしている。額部・碑面部とも前方にわずかに膨ら

ませている。碑身上部は前方にカーブさせ前屈みの印象を受ける。基部突出はしっかりと

作り出され、自然石の台石に枘穴を穿ち填め込まれている。 

47.竹ノ上板碑(表 4-47 図 19-47 図 36-47) 

山中緩斜面を走る車道横の一段上の自然石上に単独で立てられており、周辺にはその他 

の石造物は見られない。調整は山型から碑身正面・側面は丁寧に仕上げられており、背面

に粗い面を残すのみである。梵字種子は大きな薬研彫りであり、中に墨を入れる。銘文は
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墨書であり、現在では碑面中央部の紀年銘部分が判読できるのみで、両端の銘文は確認で

きるものの、ほとんど消えかかっている。山型は緩やかにカーブしながら頂部に延び、三

角尖頭状に尖り、頂部は後方に位置する。二条切込みは断面三角形でしっかりしており、

切込み内にも墨を入れている。額部は前方に突出させており、額部・碑面部とも前方にわ

ずかに膨らませている。碑身上部は前方にカーブさせ前屈みの印象を受ける。基部突出は

しっかりと作り出され、自然石の台石に枘穴を穿ち填め込まれている。 

48.岡板碑(表 4-48 図 20-48 図 36-48) 

山中の山道に隣接し、谷部を見下ろす急斜面に立てられている。調整は正面が丁寧に仕

上げられているものの、側面はやや丁寧に、背面は粗く仕上げられている。山型は低いが、

緩やかにカーブしながら頂部に延び、三角尖頭状に尖り、頂部は中央に位置する。額部は

前方に突出させ、前面両側を面取りしているが、この面取りは二条切込みから山型部下部

まで延びる。額部二条切込みは断面三角形であるが、碑身の大きさに比較すれば彫りがや

や小さい。額部・碑面部とも前方にわずかに膨らませている。梵字種子は上端に大きく薬

研彫りされ、梵字種子下に銘文が比較的大きく陰刻され、それぞれの中には墨を入れてい

る。基部は丁寧に成形し、前方に突出させている。 

49.丸小野寺 1 号板碑(表 4-49 図 20-49 図 36-49) 

丸小野寺講堂横に 2 号板碑とともに並んで立てられている。調整は正面が丁寧に仕上げ

られているものの、背面・側面は粗く仕上げられている。山型頂部は後方に下りながら延

びる稜をわずかにもつが、頂部が中央よりやや後方に位置する三角尖頭状を呈する。額部

は前方に突出させ、前面両側を面取りしているが、この面取りは二条切込みから山型部下

部まで延びる。額部二条切込みは断面三角形であったものと思われるが、風化が著しい。

碑身の銘文は、碑身中央の折損や、風化に起因し、現在ではほとんど確認できない。ここ

では望月友善の判読に従っておく(望月友善 1975)。碑身は上方に向かい、前屈みとなる。

基部は前方に突出させ、整形されている台石上に置かれているが、枘穴を穿ち、差し込ん

でいるものであろう。 

50.丸小野寺 2 号板碑(表 4-50 図 21-50 図 36-50) 

丸小野寺講堂横に 1 号板碑とともに並んで立てられている。調整は正面が丁寧に仕上げ

られているものの、背面は粗く仕上げられている。山型は風化が著しいが、頂部が後方に

位置する三角尖頭状を呈するものと考えられる。額部は前方に突出させ、前面両側を面取

りしている。額部二条切込みは断面三角形でしっかりしている。碑身の銘文は、碑身中央
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の折損や、風化に起因し、現在ではほとんど確認できない。ここでは望月友善の判読に従

いたい(望月友善 1975)。碑身は上方に向かい、前屈みとなる。基部は前方に突出させ、土

中に埋められているが、台石上に置かれているものか明らかでない。風化箇所が多いが、

細部の特徴として、1 号板碑と類似する部位が非常に多い。 

51.護聖寺 1 号板碑(表 4-51 図 21-51 図 36-51) 

護聖寺境内の竹林内に 2 号板碑とともに並んで立てられている。調整は正面が丁寧に仕

上げられているものの、側面はやや丁寧に、背面は粗く仕上げられている。山型頂部は欠

損しているものの、頂部が中央よりやや後方に位置する三角尖頭状に尖っているものと想

定できる。額部二条切込みも断面三角形で非常にしっかりしている。額部前面側縁は面取

りされており、山型部・額部は、その下部の碑身と別石で造られ、枘により組み合わせら

れている。梵字は大きく薬研彫りされ、梵字下には銘文が比較的大きく陰刻されている。

薬研彫りされた梵字種子内及び額部二条切込み内には墨を入れている。紀年銘部分は現在

ではほとんど判読できないが、天沼俊一の判読にしたがいたい。基部は前面に段を付け、

方形に整形されている台石に枘穴を穿ち、差し込んでいる。 

52.護聖寺 2 号板碑(表 4-52 図 21-52 図 36-52) 

護聖寺境内の竹林内に 1 号板碑とともに並んで立てられている。山型頂部は後方に延び

る稜をわずかにもつが、ほぼ、頂部が中央よりやや後方に位置する三角尖頭状を呈する。

額部二条切込みも断面三角形でしっかりしており、額部は側面観がやや前屈みの印象を受

ける。梵字は大きく薬研彫りされ、梵字下には銘文が比較的大きく陰刻されている。薬研

彫りされた梵字種子内及び額部二条切込み内、及び銘文内には墨を入れている。基部は前

面に段を付け、整形されている台石に枘穴を穿ち、差し込んでいる。 

53.柳井田板碑(表 4-53 図 21-53 図 36-53) 

細い谷の入り組んだ地形に延びる細い尾根稜線上に同時代のものと思われる他の板碑 1

基とともに並んで立てられている。山型頂部は頂部が中央よりやや後方に位置する三角尖

頭状に尖っている。山型から額部前面にかけての磨滅が著しく、正面二条切込みもほとん

ど消えているが、額部前面側線は面取りされているように観察できる。側面の二条切込み

は断面三角形で非常にしっかりしている。碑身上方において折損しており、墨書からなる

梵字種子がみられたとされるが(望月友善 1975)、現在では全く確認できない。銘文が比較

的大きく陰刻されており、銘文内には墨を入れている。基部については、コンクリートで

固められているため、明らかでない。 
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54.岩尾板碑(表 4-54 図 22-54 図 36-54) 

朝来地区から富清地区に至る山道横の一段高い斜面上に単独で立てられている。碑身は

横幅が広く、末広がりの正面観をもつ。調整は山型から碑身正面は丁寧に仕上げられてい

るが、側面はやや粗く、背面に至っては粗いままの仕上げである。阿弥陀三尊をあらわす

梵字種子は碑面いっぱいになるように雄大に薬研彫りされ、銘文も梵字種子下に比較的大

きく陰刻されているが、それぞれの中に墨を入れている。山型頂部は、三角尖頭状に尖り、

頂部は中央付近に位置し、若干、稜線をもち、後方に延びる。二条切込みは断面三角形で

しっかりしている。額部は大きく前方に突出させており、前面両側端を面取りしているが、

この面取りは二条切込みから山型下部に至る。碑身上半はほとんどまっすぐ上に延びるが、

山型及び額部を前屈みに成形している。基部の突出は見られず、碑身は台石に枘穴を穿ち、

差し込んで固定しているが、台石の造りは粗い。 

55.八坂社板碑(表 5-55 図 22-55 図 36-55) 

八坂神社境内横の参道に単独で立てられており、原位置を保つものとは思われない。調

整は山型から碑身正面は丁寧に仕上げられているが、側面はやや粗く、背面に至っては粗

いままの仕上げである。梵字種子は大きく薬研彫りされ、銘文も比較的大きく陰刻されて

いるが、それぞれの中に墨を入れている。山型は緩やかにカーブしながら頂部に延び、三

角尖頭状に尖る。頂部は中央よりやや後方に位置するが、若干、稜線をもち、後方に延び

る。二条切込みは断面三角形で彫りが深く、中に墨を入れている。額部は前方に突出させ

ており、前面両側端を面取りしている。碑身上半はわずかに前屈みであり、基部の突出は

わずかに見られる。碑身は台石に柄穴を穿ち、差し込んで固定している。 

56.岩屋堂板碑(表 5-56 図 22-56 図 37-56) 

岩屋堂と呼ばれる堂舎の入口に立てられているが、周辺に近世の墓碑や無縫塔が見られ

る。山型から碑身正面は丁寧に仕上げられているが、側面はやや粗く、平滑に仕上げては

いる。背面も調整はやや粗い。山型頂部は欠損しているものの、ほぼ頂部が中央よりやや

後方に位置する三角尖頭状を呈するものと思われる。額部は前方に突出させ、二条切込み

は断面三角形である。梵字種子は大きく薬研彫りされ、銘文も比較的大きく陰刻されてい

るが、それぞれの中に墨を入れている。一部の銘文は、陰刻でなく墨書のみであるが、現

在ではほとんど判読できないほど消えている。碑身基部はコンクリートにより固められて

おり、その様相はうかがえない。碑身は平面的であり、山型・額部は正面観を丸く仕上げ

ている。 
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57.塔野板碑(表 5-57 図 22-57 図 37-57) 

八坂社裏の丘陵頂部付近の斜面部に同時期の板碑とともに近接して立てられている。調

整は正面・側面・背面とも丁寧に仕上げられており、背面はやや膨らませている。山型頂

部は中央よりやや後方に位置する三角尖頭状を呈する。額部は前方に突出させ、前面両側

を面取りしているが、この面取りは二条切込みから山型部下部まで延びる。額部二条切込

みは断面三角形であったものと思われる。碑面の梵字種子は大きく薬研彫りされており、

銘文は梵字種子下に小さく陰刻されている。基部も突出しているが、風化が著しい。 

58.歳神社板碑(表 5-58 図 23-58 図 37-58) 

護聖寺横の雑木林内に単独で立てられている。整形はきわめて端整で、均整がとれてお

り、調整もすべての面が丁寧に仕上げられている。山型は前方から後方に至る稜をもつ。

碑面には 3 段に分かれた方形彫凹めがみられ、上部 2 段の区画には 3 体ずつ地蔵立像を陽

刻し、六地蔵をあらわしている。最下段の区画には 3 行にわたり、墨書銘がみられる。ま

た方形彫凹め外側の左右端にも墨書銘がみられるが、現在では判読できない。この左側墨

書銘が「弘治 2 年」銘とされるものの、判読できないが、当資料の諸要素が当該期と位置

付けられるため、この年代観に従いたい(望月友善 1975)。額部突出は大きく、二条切込み

もしっかりしている。基部に関しては前方に 2 段に突出させており、わずかに前面を膨ら

ませている。 

59.寺園板碑(表 5-59 図 23-59 図 37-59) 

寺院跡と伝えられる寺園の小堂横に近世墓地が営まれているが、その墓地中に戦国期の

五輪塔とともに当資料と同類型の板碑 2 基が立てられており、この内の 1 基である。調整

は山型・額部・碑面・側面・背面とも丁寧な調整であり、背面はわずかに膨らませている。

山型頂部は中央よりやや後方に位置する三角尖頭状に尖っており、やや後方に降る稜線を

持っている。額部はハの字状に整形されており、二条切込みは見られない。基部に関して

は大きく前方に突出させている。碑面は方形彫凹めをもち、上端に円形と円形内に新月形

を彫り凹めている。その下に梵字種子を刻み、さらにその下に銘文を刻んでいるが、梵字・

銘文内には墨を入れている。 

60.中村板碑(表5-60 図24-60 図38-60) 

住宅の庭先に同型式の板碑とともに並んで立てられている。周辺には南北朝～戦国期の 

五輪塔が数基確認できる。調整は背面も含めて各面丁寧に仕上げられている。梵字種子・

銘文とも墨書であるが、梵字種子は雄大に、また、銘文も大きく記されている。山型頂部
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は欠損しているものの、三角尖頭状に尖り、頂部は後方に位置する。二条切込みは断面三

角形で彫りが深いものの、全体的に雑で均質な造りではない。額部・基部とも前方に突出

させている。 

61.少林寺1号板碑(表5-61 図24-61 図38-61) 

少林寺本堂裏の岩窟内に同型式の板碑5基が左右壁に立てられているが、その内の一基で

ある。調整は正面・両側面・山型部とも丁寧に仕上げられているが、背面加工は粗い。梵

字種子は大きく薬研彫りされ、銘文も比較的大きく刻まれているが、碑身基部付近におい

て折損しているため、銘文下半部の判読が困難になっている。山型頂部は風化しており、

二条切込みは断面三角形である。額部・基部とも前方に突出させている。 

62.少林寺2号板碑(表5-62 図24-62 図38-62) 

少林寺本堂裏の岩窟内に同型式の板碑5基が左右壁に立てられているが、その内の一基で

ある。調整は正面・両側面・山型部とも丁寧に仕上げられているが、背面加工は粗い。梵

字種子は大きく薬研彫りされ、また、銘文も比較的大きく刻まれているが、碑身下部にお

いて折損しているため銘文下半部の判読が困難になっている。山型頂部は三角尖頭状に尖

り、頂部は中央部よりやや後方に延びる稜線をもつ。二条切込みは断面三角形であり、上

方の方が彫りが浅い。額部・基部とも前方に突出させている。 

63.少林寺3号板碑(表5-63 図24-63 図38-63) 

少林寺本堂裏の岩窟内に同型式の板碑5基が左右壁に立てられているが、その内の一基であ

る。調整は正面・両側面・山型部とも丁寧に仕上げられているが、背面は雑である。梵字

種子は大きく薬研彫りされ、中に墨が確認できる。また、銘文も比較的大きく刻まれてい

るが、碑身中央及び下部において2箇所折損しているため銘文の判読が困難になっている。

山型頂部はその形態が窺いにくいほど風化しているが、一部に残る部分から三角尖頭状に

尖るものと考えられる。二条切込みは断面三角形であり、中に墨が確認できる。額部・基

部とも前方に突出させている。 

64.少林寺 4 号板碑(表 5-64 図 24-64 図 38-64) 

少林寺本堂裏の岩窟内に同型式の板碑 5 基が左右壁に立てられているが、その内の一基

である。調整は正面・両側面・山型部とも丁寧に仕上げられているが、背面は粗雑である。

梵字種子は大きく薬研彫りされ、中に墨が確認できる。また、銘文も比較的大きく刻まれ

ているが、碑身下部において折損しているため銘文下半部の判読が困難になっている。山

型頂部は風化が著しいが、三角尖頭状に尖り、頂部は後方に位置するものと考えられる。
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二条切込みは断面三角形であり、中に墨が確認できる。額部・基部とも前方に突出させて

いる。 

65.少林寺 5 号板碑(表 5-65 図 24-65 図 38-65) 

少林寺本堂裏の岩窟内に同型式の板碑 5 基が左右壁に立てられている内の一基であるが、

他の板碑に比較して、これのみ若干小さい。調整は正面・両側面・山型部とも丁寧に仕上

げられているが、背面は雑である。梵字種子は薬研彫りされ、中に墨が確認できる。また、

銘文は碑身下部において折損しているため、破損部付近の銘文の判読が困難になっている。

山型頂部は破損しているが三角尖頭状に尖るものと考えられる。二条切込みは断面三角形

である。額部・基部とも前方に突出させている。 

66.本村建長寺跡板碑(表 5-66 図 25-66 図 38-66) 

建長寺跡と伝えられる一画に五輪塔・宝篋印塔・板碑が集積されており、その中に基部

及び碑身部の残欠が立てられている。なお、石塔群中に背部が埋まった状態で存在する額

部の部材が確認でき、双方の破損部の大きさが一致するため同一個体と判断した。調整は

正面・両側面とも丁寧に仕上げられているが、背面は粗雑である。梵字種子は大きく薬研

彫りされ、中に墨を入れている。銘文は紀年銘以外は判読ができない。碑身基部付近にお

いて折損しているため銘文下端の判読が困難になっている。山型部は埋没しておりその形

態は不明であるが、二条切込みは断面三角形で非常にしっかりしている。碑身上部破損面

の両面には双方に長方形の枘穴が穿たれているため、破損後に補修され、組み立てられて

いたものと考えられる。額部・基部とも前方に突出させている。 

67.畑田板碑(表 5-67 図 25-67 図 38-67) 

天満社参道の石鳥居付近に単独で存在する。上部が欠失しているものの、碑身部以下の

形態的特徴から板碑以外に考えられず、ここに採り上げた。調整は正面・両側面とも丁寧

に仕上げられているが、背面は雑である。梵字種子は大きく薬研彫りされ、中に墨を入れ

ている。銘文は小さく細いため判読できない箇所も多い。基部も前方に突出させており、

板碑下には台石を置いている。 

68.尾平慈光庵板碑(表 5-68 図 25-68 図 38-68) 

慈光庵の小堂前に五輪塔残欠群と共に存在する。上部が欠失しているものの、碑身部以 

下の形態的特徴から板碑以外に考えられず、ここに採り上げた。銘文は比較的大きく刻ま 

れている。基部は前方に突出させているが、風化が著しくわずかに残るのみである。 
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69.五郎丸板碑(表 5-69 図 25-69 図 38-69) 

近世墓地に隣接して単独で建てられている。調整は正面・両側面・山型部とも丁寧に仕

上げられているが、背面は粗雑である。梵字種子は小さく金剛界五仏を刻んでいる。銘文

は小さく、下部の結衆銘に至っては非常に小さく刻まれている。山型頂部は稜線をもち、

二条切込みは小さい断面三角形を呈し、上下やや離れて存在する。額部・基部とも前方に

突出させている。 

70.藤原墓地板碑(表 5-70 図 25-70 図 38-70) 

近世墓地内に単独で立てられており、当板碑以外には中世に遡る石造物は確認できない。

調整は背面を含め、各面とも丁寧に仕上げられている。細線陰刻の月輪内に細線陰刻の梵

字種子がみられるが、きわめて雑な彫りである。銘文は当該期のものにしては比較的大き

い。山型頂部は前方に尖頭部をもつ。二条切込みは小さい断面三角形を呈し、やや離れて

存在する。額部のみ前方に突出させているが、額の突出は１cm ときわめて薄い。 

71.アタゴ祠 1 号板碑(表 5-71 図 26-71 図 38-71) 

アタゴ祠の前に 2 号板碑と並んで立てられている。調整は正面・両側面・山型部とも丁

寧に仕上げられているが、背面は粗い。額部を広くとり、細線陰刻の月輪内に小さい梵字

種子を彫っている。銘文は小さい線刻であり、銘文下に線刻で鋸歯状文とその下に丸い「ハ」

の字状文を彫っている。山型頂部は前方に尖頭部があり、わずかに稜線をもつ。二条切込

みも細線陰刻であり、離れて存在する。額部と碑面との段差はほとんどなく、額部下部を

3mm 程度削っているのみである。基部の突出はみられず、台石に枘穴を穿ち、碑身を填め

込んでいる。なお、二条線をはじめすべての細線陰刻内には白色顔料を入れている。 

72.アタゴ祠 2 号板碑(表 5-72 図 26-72 図 38-72) 

アタゴ祠の前に 1 号板碑と並んで立てられている。調整は正面・両側面・山型部とも丁

寧に仕上げられているが、背面は雑である。山型頂部は前方に尖頭部をもち、頂部をわず

かに前方に突き出しており、頂部に稜線がみられる。額部は広くとり、細線陰刻の月輪内

に小さい梵字種子を彫っている。銘文は小さい線刻であり、銘文下に線刻で鋸歯状文とそ

の下に丸いハの字状文を彫っている。二条切込みも細線陰刻であり、離れて存在する。額

部と碑面との段差はほとんどなく、額部下部を 3mm 程度削っているのみである。基部の突

出はみられず、台石に枘穴を穿ち、碑身を填め込んでいる。なお、二条線をはじめすべて 

の細線陰刻内には白色顔料を入れている。 
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73.中山板碑(表 5-73 図 26-73 図 38-73) 

起伏の激しい丘陵斜面部に単独で立てられているが、付近に五輪塔残欠や地下式壙が存

在するため、当時は何らかの仏教施設が存在していたものと想定できる。調整は正面・両

側面とも丁寧に仕上げられているが、背面は雑である。梵字種子は雄大に薬研彫りされ、

墨を入れている。二条切込みは断面三角形で非常にしっかりしている。銘文は比較的大き

く、基部前面にも刻む特異な様相をもつ。山型頂部は三角尖頭状に尖り、頂部は中央部よ

りやや後方にあるが、背面を額部から上方にかけて薄くしているため、やや前かがみの印

象を受ける。山型部・額部・碑身部・基部とも前方を丸く仕上げている。額部・基部とも

前方に突出させている。 

74.寺小路板碑(表 5-74 図 26-74 図 39-74)  

寺小路鎮守にあったものを現地に移したと伝えられている。調整は正面・山型部は丁寧

に仕上げられているが、基部正面及び側面はやや粗く、背面に至っては雑である。正面に

陰刻による縦線を引く三連板碑であり、各碑面に山型を造るが、背面には陰刻による縦線

がみられない。各碑面の梵字種子は大きく薬研彫りされ、中に墨を入れている。二条切込

みは断面三角形で 3 連とも繋げた線で刻んでいる。銘文は比較的大きく、中央の碑面のみ

陰刻による銘文がみられるが、両側の碑文の銘文は墨書であり、現在は判読できない。各

面とも山型頂部は三角尖頭状に尖り、頂部は中央部よりやや後方にあるものと考えられる。

額部・基部とも前方に突出させている。 

75.風瀬徳瀬板碑(表 5-75 図 27-75 図 39-75) 

現在は、道路脇に単独で立てられている。調整は正面・両側面とも丁寧に仕上げられて

いるが、背面は雑である。梵字種子は額部および碑身に大きくに薬研彫りされ、碑身の梵

字種子下には蓮華文様が彫られている。二条切込みは断面三角形でしっかりしているもの

の、若干離れている。銘文は比較的大きい。山型頂部は三角尖頭状に尖り、頂部は前方に

あり、額部と山型部前面は平坦に仕上げられている。山型部頂部は稜線をもち、背面を山

型頂部にむかい薄くしているため稜線は中央部まで延びている。基部の突出はみられず、

台石に枘穴を穿ち、その枘穴に碑身を差し込んでいる。 

76.名塚薬師堂板碑(表 5-76 図 27-76 図 38-76) 

名塚薬師堂裏の五輪塔・石幢などからなる中世の石造物群中に立てられている。調整は

正面・両側面ともきわめて丁寧に仕上げられているが、背面はやや劣る。梵字種子は額部

に小さく薬研彫りされており、碑身下部には長方形彫凹めを２つ並べ、向かって右側には
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蓮台に乗り、右手に錫杖を、左手に宝珠をそれぞれもつ地蔵立像を浮き彫りしている。ま

た、向かって左側には、蓮台上に合掌する僧形を浮き彫りにしており、この両者の上に銘

文を小さく刻んでいる。二条切込みは三角形状に彫り、切込みというよりは三角段状に仕

上げている。基部は高くつくり、この前面にも銘文を刻んでいる。山型頂部は三角形を呈

し、前面から背面に至る稜線をもつ。基部は台石に枘穴を穿ち、その枘穴に碑身を差し込

んでいる。 

77.天手段原 1 号板碑(表 5-77 図 26-77 図 39-77) 

丘陵頂部を利用した近世墓地に隣接して同時期の板碑が 2 基並んで立てられていたもの

と考えられるが、盗掘によるものか、2 基とも倒されており、その内の 1 基である。調整

は正面・両側面・山型部ともやや粗く仕上げられ、背面はさらに粗い。山型頂部は前面か

ら背面に至る稜線をもつ。額部と碑身は浅い陰刻線で区画されているのみで、山型と額部

の境も 1 条の細線陰刻がみられるのみである。額部には細線陰刻の月輪がみられ、碑身上

端に小さい梵字種子が刻まれている。銘文は同時期のものと比べれば比較的大きい。両側

面および背面は丸く膨らませている。基部は未調整で土中に差し込んで立てられていたも

のと考えられる。これらの形態は正面及び山型の加工のみに手を入れ、石材本来の形態を

踏襲したためによるものであろう。 

78.大辻山 1 号板碑(表 5-78 図 27-78 図 39-78) 

大辻山頂上部に塚を築き、板碑をはじめ角塔婆・笠塔婆などの石塔群を立てているが、

その内の 1 基である。調整は正面・山型部および側面前部とも丁寧に仕上げられ、背面は

雑である。山型頂部は前面から背面に至る稜線をもつ。額部はみられず、山型下部に二条

の細線陰刻が離れて刻まれている。二条線下には細線陰刻の月輪がみられ、月輪内に梵字

種子が刻まれている。銘文は細く小さい陰刻であるが、丁寧に彫られている。 

79.大辻山2号板碑(表5-79 図27-79 図39-79) 

大辻山頂上部に塚を築き、板碑をはじめ角塔婆・笠塔婆などの石塔群を立てているが、

その内の1基である。調整は正面・山型・側面とも丁寧に仕上げられ、三角状に突出させた

背面は粗い。背面を三角状に突出させているため、碑身断面は五角形状を呈している。山

型頂部は前面から背面に至る稜線をもつ。額部はみられず、山型下部に２条の細線陰刻が

離れて刻まれている。二条線下には細線陰刻の月輪がみられ、月輪内に梵字種子が刻まれ

ている。碑身には位牌形を線刻し、位牌内部は彫り凹めている。銘文は細く小さい陰刻 

で、位牌内および両側に丁寧に刻まれている。 
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80.大辻山3号板碑(表5-80 図20-80 図31-80) 

大辻山頂上部に塚を築き、板碑をはじめ角塔婆・笠塔婆などの石塔群を立てているが、

その内の1基である。調整は正面・裏面・側面とも丁寧に仕上げられているが、山型部のみ

若干粗い。正面幅に比較して側面幅が広く、方柱状に近い。山型頂部は前面から背面に至

る稜線をもち、中央部を若干膨らませている。碑面上端には細線陰刻の月輪がみられ、月

輪内に梵字種子が刻まれている。月輪下には細く小さい陰刻で銘文が彫られている。 

81.大辻山4号板碑(表5-81 図27-81 図39-81) 

大辻山頂上部に塚を築き、板碑をはじめ角塔婆・笠塔婆などの石塔群を立てているが、

その内の1基である。正面を広く、側面のコーナーを面取りした断面五角形の石碑状を呈す

る。型式的には著しく逸脱する様相をもつが、碑身部に本尊としての梵字種子をあらわし、

その下に造立年月日をはじめとした銘文を記すという内容をもつため板碑として捉える。

調整は正面・裏面・側面とも丁寧に仕上げられているが、裁頭状の上面は調整が粗い。碑

面上部に細線陰刻の月輪が大きくみられ、月輪内に梵字種子が刻まれている。月輪下を方

形に大きく彫り凹め、中に小さい陰刻で銘文を刻んでいる。 

82.百枝板碑(表 6-82 図 23-82 図 37-82) 

近世墓地に隣接する径約 6m、高さ約 1m の塚上に同様な板碑 5 基と並んで立てられてい

る。調整は正面・両側面・山型部とも丁寧に仕上げられているが、背面は粗い整形面を残

している。山型頂部は前方に尖頭部があり、わずかに稜線をもつ。二条切込みは細線陰刻

で離れて存在し、その下に細線陰刻の月輪をもつ。銘文は小さい線刻である。額部と碑面

との段差はなく、平坦であるが、その境に細線陰刻がみられる。 

83.回春庵1号板碑(表6-83 図28-83 図39-83) 

五輪塔・宝篋印塔・板碑等、数十基の戦国期末～近世初頭に属する石造物から構成され

た回春庵墓地の中に確認できる。調整は正面・山型部および側面前部とも丁寧に仕上げら

れ、若干膨らみをもつ背面は粗雑である。山型頂部は前面から背面に至る稜線をもつ。額

部はみられず、山型下部に２条の細線陰刻が離れて刻まれている。二条線下には細線陰刻

の月輪がみられ、月輪内に梵字種子が刻まれている。碑身には位牌形を線刻し、位牌内部

は彫り凹めている。銘文は細く小さい陰刻で、位牌内および両側に端正に刻んでいる。 

84.回春庵2号板碑(表6-84 図28-84 図39-84) 

五輪塔・宝篋印塔・板碑等、数十基の戦国期末～近世初頭に属する石造物から構成され 
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た回春庵墓地の中に確認できる。調整は正面・山型部および側面前半とも丁寧に仕上げら

れているが、背面は粗雑である。山型頂部は前面から背面に至る稜線をもつが、背面に至

り低くなる。額部はみられず、山型下部に２条の細線陰刻が離れて刻まれている。二条線

下には細線陰刻の月輪がみられ、月輪内に梵字種子が刻まれている。月輪下にも梵字種子

が小さく刻まれており、さらにその下に小さい陰刻の銘文を刻んでいる。3号板碑と比較し

て若干厚く、総高が低い以外はほとんど同じである。 

85.回春庵 3 号板碑(表 6-85 図 28-85 図 39-85) 

五輪塔・宝篋印塔・板碑等、数十基の戦国期末～近世初頭に属する石造物から構成され

た回春庵墓地の中に確認できる。調整は正面・山型部および側面前部とも丁寧に仕上げら

れ、背面は粗雑である。山型頂部は前面から背面に至る稜線をもつが、背面に至り低くな

る。額部はみられず、山型下部に 2 条の細線陰刻が離れて刻まれている。二条線下には細

線陰刻の月輪がみられ、月輪内に梵字種子が刻まれている。月輪下にも梵字種子が小さく

刻まれており、さらにその下に小さい陰刻の銘文を刻んでいる。2 号板碑と比較して若干

薄く、総高が高い以外はほとんど同じである。 

86.下津留 1 号板碑(表 6-86 図 28-86 図 39-86) 

宝塔・板碑等、数十基の戦国期～近世初頭に属する石造物から構成された墓地の中に確

認できる。調整は正面のみ丁寧に仕上げられ、山型部・側面・背面は粗雑である。山型頂

部は前面から背面に至る稜線をもつが、整形は雑である。額部はみられず、山型下部に１

条の細線が刻まれている。碑面には小さい陰刻の銘文がみられる。 

87.下津留 2 号板碑(表 6-87 図 28-87 図 39-87) 

宝塔・板碑等、数十基の戦国期～近世初頭に属する石造物から構成された墓地の中に確

認できる。調整は正面・山型部および側面前半とも丁寧に仕上げられているが、背面は粗

雑である。山型頂部は前面から背面に至る稜線をもつが、背面に至り低くなる。額部はみ

られず、山型下部に２条の細線が離れて刻まれている。二条線下には細線陰刻の月輪がみ

られ、月輪内に阿弥陀三尊の梵字種子が小さく刻まれている。月輪下部に五角形の彫凹め

をつくり、彫凹め内に小さい陰刻の銘文を刻んでいる。彫凹め両側にも銘文がみられるが、

向かって左側部分の銘文は判読できない。 

88.下津留 3 号板碑(表 6-88 図 28-88 図 39-88) 

宝塔・板碑等、数十基の戦国期～近世初頭に属する石造物から構成された墓地の中に確

認できる。背部が埋もれており、また、向かって右側部分が著しく風化している。調整は
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正面・山型部および側面前半とも丁寧に仕上げられている。山型頂部は前面から背面に至

る稜線をもつが、背面に至り高くなる。額部はみられず、山型下部に 2 条の細線が離れて

刻まれている。二条線下には細線陰刻の月輪が 2 つ並んでみられ、それぞれの下部に五角

形の彫凹めを彫り、それぞれの彫凹め内に小さい陰刻の銘文を刻んでいる。 

89.下津留 4 号板碑(表 6-89 図 28-89 図 39-89) 

宝塔・板碑等、数十基の戦国期～近世初頭に属する石造物から構成された墓地の中に確

認できる。調整は正面・山型部および側面前半とも丁寧に仕上げられ、背部は埋もれてい

るため明らかでない。山型頂部は前面から背面に至る稜線をもつ。額部はみられず、山型

下部に２条の細線が離れて刻まれている。二条線下には細線陰刻の月輪がみられる。月輪

下部に五角形の彫凹めを造り、彫凹め内に小さい陰刻の銘文がみられる。 

90.下津留 5 号板碑(表 6-90 図 28-90 図 40-90) 

宝塔・板碑等、数十基の戦国期～近世初頭に属する石造物から構成された墓地の中に確

認できる。調整は正面・山型部および側面前半とも丁寧に仕上げられ、背面は粗いままで

ある。山型頂部は前面から背面に至る稜線をもつ。額部はみられず、山型下部に２条の細

線が離れて刻まれている。二条線下には細線陰刻による月輪がみられ、月輪内に梵字種子

が墨書されていたものと思われるが、現在では判読できない。月輪下部には五角形の彫り

凹めを造り、彫り凹め内に小さい陰刻の銘文を刻んでいる。 

91.下津留 6 号板碑(表 6-91 図 28-91 図 39-91) 

宝塔・板碑等、数十基の戦国期～近世初頭に属する石造物から構成された墓地の中に確

認できる。調整は正面・山型部および側面前半とも丁寧に仕上げられ、背面は粗雑である。

山型頂部は前面から背面に至る稜線をもつが、背面に至り高くなる。額部はみられず、山

型下部に２条の細線が離れて刻まれている。二条線下には細線陰刻の月輪が 2 つ並んでみ

られ、それぞれの月輪内に梵字種子が刻まれている。それぞれの月輪下に小さい陰刻の銘

文がみられる。 

92.下津留 7 号板碑(表 6-92 図 28-92 図 40-92) 

宝塔・板碑等、数十基の戦国期～近世初頭に属する石造物から構成された墓地の中に確

認できる。調整は正面・山型部および側面前部とも丁寧に仕上げられ、背面は粗雑である。

山型頂部は前面から背面に至る稜線をもつが、背面に至り高くなる。額部はみられず、山

型下部に２条の細線が離れて刻まれている。二条線下には月輪が 2 つ並んで彫凹められて

おり、それぞれの月輪内に梵字種子が墨書されていたものと思われるが、現在では判読で
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きない。それぞれの月輪下部に五角形の彫凹めを造り、彫凹め内に小さい陰刻の銘文を刻

んでいる。 

93.蓮城寺 1 号板碑(表 6-93 図 28-93 図 40-93) 

蓮城寺本堂裏の丘陵下部に同時期のものと考えられる他の板碑とともに立てられている。

調整は裏面を含め各面とも非常に丁寧に仕上げられている。山型頂部は前面から背面に至

る稜線をもち、背面に至り低くなる。額部はみられず、山型下部に二条線が離れて刻まれ

ている。二条線下には細線陰刻の月輪がみられ、月輪内に梵字種子が刻まれ、梵字種子下

に蓮華文を陰刻している。碑身には大型の位牌形を線刻し、位牌内部は彫り凹めている。

銘文は細く小さい陰刻で、月輪の両側と位牌内および両側に端正に刻んでいる。なお、前

面および背面ともわずかに膨らませている。 

94.塚ノ元 1 号板碑(表 6-94 図 29-94 図 40-94) 

谷部の水田中に古道が走り、その古道に面して径 10ｍに満たない塚を設け、その塚上に

2 号板碑とともに立てられている。調整は正面・側面・山型部とも丁寧に仕上げられてい

るが、背面は粗い。山型頂部は裁頭状の三角形を呈し、頂部は前面に位置し、背面に向か

い低くなる。額部はわずかに突出し、山型下部に二条線が離れて刻まれている。二条線下

の額部には彫り凹めた月輪がみられ、月輪内に梵字種子が刻まれている。碑身には縦横方

向の細線の割付線が引かれており、銘文はこの割付線に規制され刻まれている。なお、銘

文が地中に埋もれている部分にも続くため、碑身はさらに下に延びるものと考えられよう。 

95.塚ノ元 2 号板碑(表 6-95 図 29-95 図 40-95) 

谷部の水田中に古道が走り、その古道に面して径 10ｍに満たない塚を設け、その塚上に

1 号板碑とともに立てられている。調整は正面・側面・山型部とも丁寧に仕上げられてい

るが、背面は粗い。形態は尖頭状を呈さず、方柱状に整形されている。額部の突出はみら

れず、上部に二条線が離れて刻まれ、二条線下には彫り凹めた月輪がみられる。月輪内に

梵字種子が彫られ、月輪下には銘文が刻まれている。なお、台石に枘穴を穿ち、その枘穴

に碑身を差し込んでいる。 

96.下原板碑(表 6-96 図 29-96 図 40-96) 

大野町中原地区において、畑地開発に伴う工事により、南北朝～戦国期の板碑・五輪塔

群が掘り出され、当資料のみ大野町中央公民館前庭に移され管理されているものである。

調整は正面・側面は丁寧に仕上げられているものの、背面は粗い。碑面には梵字種子が薬

研彫りで上下に彫られ、中に墨を入れている。山型頂部は欠損しているものの、三角尖頭
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状に尖るものと考えられる。二条切込みは断面三角形で彫りが深いものの、全体的に雑で

均質な造りではない。銘文の彫りは粗く、磨滅しているものも多い。額部・基部とも前方

に突出させている。 

97.門板碑(表 6-97 図 29-97 図 40-97) 

集落背後の丘陵斜面の竹藪中に戦国期の五輪塔が集められ、その中に立てられている。

整形は極めて雑である。調整は正面・山型部および側面とも比較的丁寧に仕上げられてい

るが、背面は粗い。山型頂部は中央に位置し、山型下部に２条の細線が離れて刻まれてい

る。額部はわずかに突出し、額部に大きく細線の月輪を彫り、月輪内に梵字種子が陰刻さ

れている。銘文は小さく刻まれている。 

98.代三五板碑(表 6-98 図 29-98 図 40-98) 

五輪塔・庚申塔・板碑・石幢・石仏等、数十基の中・近世に属する石造物中にみられる。

調整は正面・山型部および側面前半とも丁寧に仕上げられ、背面は粗いままである。山型

頂部は前面から背面に至る稜線をもつ。額部はみられず、山型下部に 2 条の細線が離れて

刻まれている。二条線下には細線の月輪が 2 つ並んで彫られており、それぞれの月輪内に

梵字種子が陰刻されている。銘文は、梵字種子下に小さく刻まれている。 

99.岳川板碑(表 6-99 図 29-99 図 40-99) 

地蔵堂旧在地の伝承をもつ丘陵頂部に巨大な層塔をはじめ五輪塔・板碑・宝篋印塔等、

数十基の中世に属する石造物群が存在するが、その中にみられる。調整は正面・山型部お

よび側面前部とも丁寧に仕上げられ、背面はやや粗い。山型頂部は中央に位置し、頂部か

ら背面に至る稜線をもつものの、背面に至り低くなる。山型下部にみられる二条切込みは

断面三角形で彫りが深い。碑面上部には大きく墨書による梵字種子が書かれており、梵字

種子下に墨書による銘文がみられる。額部・基部の前方への突出は非常に大きい。 

100.瀬口板碑(表 6-100 図 29-100 図 40-100) 

丘陵斜面の竹藪中に大型宝塔の笠部とともに置かれている。碑身下半部が折損し失われ

ている。調整は背面も含め、すべての面が丁寧に仕上げられている。山型頂部は前面から

背面に至る稜線をもつものの、背面に至り若干丸く高くなる。山型下部には１条の細線陰

刻がみられる。額の突出は 1.5cm 程度で、碑面上部には大きく梵字種子が刻まれており、

梵字種子左側に銘文が小さく刻まれている。碑身の横幅は 83cm を測り、豊後においても最

大級に位置付けられる。 
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101.館ノ原墓地板碑(表 6-101 図 29-101 図 40-101) 

館ノ原墓地と呼ばれる近世墓地の最上部に単独で存在する。調整は背面がやや粗いが、

他のすべての面は丁寧に仕上げられている。山型頂部は風化が著しいが、前面から背面に

至る稜線をもつものと考えられる。碑身上部には細線陰刻の月輪がみられ月輪内に梵字種

子が刻まれている。額の突出はみられないが、基部の突出は確認できる。月輪下に細線の

割付線が引かれ、割付線に規制された銘文が小さく刻まれている。碑身下部には台石がみ

られる。 

102.平井板碑(表 6-102 図 30-102 図 40-102) 

観音堂境内に宝篋印塔・宝塔・石碑など中世～近世に属する石造物群がみられるが、そ

の中に折損した状態で横にされ置かれている。調整は背面がやや粗いが、他のすべての面

は丁寧に仕上げられている。山型頂部は欠損しているが、前面から背面に至る稜線をもつ

ものと考えられる。碑身上部には彫り凹められた月輪がみられ、月輪内に梵字種子が刻ま

れている。碑身は 3 点に折損しており、月輪下半部と銘文上部が刻まれている碑身残片が

失われている。また、碑身基部も折損しており失われている。額の突出はみられず、また

山型下部に二条線もみられない。銘文は小さく刻まれている。 

103.三反畑板碑(表 6-103 図 30-103 図 40-103) 

永福寺跡と伝えられる水田中に単独で立てられており、周辺には戦国期の五輪塔・宝塔

が数基みられる。総高３ｍを超え、豊前・豊後においては最大級の板碑である。調整は正

面・山型部および側面とも丁寧に仕上げられ、背面は粗い。山型頂部は欠損しているもの

の背面に近い位置にあり、尖頭状を呈するものと思える。山型下部にみられる二条切込み

は断面三角形でひじょうに彫りが深い。額部には梵字種子が薬研彫りされ、また、碑身に

も特に大きな薬研彫りによる主尊の梵字種子と、この梵字種子の下部には脇侍と考えられ

る梵字種子が小さく刻まれており、この下に銘文がみられる(註 4)。額部の突出は 1.5cm

と、大きさにしては浅く、基部の突出に関しては碑身下部が埋没しており明らかでない。 

104.西ケ原板碑(表 6-104 図 30-104 図 40-104) 

丘陵尾根に 10ｍに満たない塚が造営されており、この塚上に宝篋印塔(大永 7 年銘)・五

輪塔とともに立てられている。調整は正面・山型部および側面とも丁寧に仕上げられ、背

面は粗い。山型頂部は前面から背面に至る稜線をもつ。山型下部にみられる二条切込みは

浅い断面三角形で、やや離れて彫られている。額部には細線陰刻の月輪内に梵字種子が小

さく彫られており、額部の突出は 5mm と浅い。碑身には銘文が小さく刻まれているが、碑 
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身下半は埋没しており、総高は地上にのぞいている高さの倍近いものと思われる。 

105.小野崎板碑(表 6-105 図 30-105 図 41-105) 

大野川の淵を見下ろす崖斜面に淵に面して立てられている。調整は正面・山型部および

側面とも丁寧に仕上げられ、背面は粗い。山型頂部は前面から背面に至る稜線をもつ。山

型下部には二条切込みはなく、額部は突出する。碑身上端には中央に白色顔料により円形

が描かれ、その中に墨書による卍が描かれている。その右側に同じ白色顔料にて日輪が、

また、左側には月輪が描かれ、日輪・月輪の下部には同じ白色顔料にて蓮華様文様が描か

れている。碑身には縦横の細線による割付線が見られ、その割付線内に刻書及び墨書によ

る銘文が小さく書かれているが、墨書に関しては判読ができない。 

106.旧村役場板碑(表 7-106 図 30-106 図 41-106) 

旧緒方村役場庁舎横に同時期の板碑とともに立てられているが、その状況をみて他所か

ら移転されたものと考えられるものの、旧在地は明らかでない。全体的な整形はやや雑で

あり、背面の調整は粗いが、正面・側面・山型の調整は若干丁寧である。山型はやや膨ら

ませ、頂部は前面から背面に至る稜線をもつ。山型下部には二条切込みはなく、額部の突

出は見られる。碑身上半には細線陰刻の月輪内に彫りの弱い梵字種子を刻んでおり、月輪

下には小さく銘文が刻まれている。 

107.加藤家墓地板碑(表 7-107 図 30-107 図 41-107) 

近世墓地内に近世墓とともに立てられている。整形は整っており、各面とも調整は丁寧

である。山型頂部は前面から背面に至る稜線をもち、背面を丸く薄く削っているため、側

面観は前かがみの印象をもつ。山型下部に二条切込みが見られるが、離れて刻まれている。

額部の突出は見られ、額部中央に梵字種子が小さく刻まれている。また、碑身には細線陰

刻の銘文が小さく刻まれている。基部も前方に突出していたものとみられるが、磨滅が著

しく、また、コンクリートで固められているため、台石が存在していたものかは明らかで

ない。 

108.上青江板碑(表 7-108 図 31-108 図 41-108) 

集落内の道路脇に単独で立てられている。すべての面の調整が粗く、また、整形も雑で

山型部は左右対称でなく正面は若干膨らんでいる。山型頂部は前面から背面に至る稜線を

もち、背面に至り高くなる。額の突出はみられず、また山型下部に二条線もみられない。

碑身上端部に卍を大きく陰刻し、卍下に比較的大きな銘文が刻まれているが、磨滅が著し
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く判読できない。中央の銘文を挟み両側に小さく銘文を刻んでいるが、紀年銘以外は判読

できない。基部は、前面だけでなく両側面にも突出させるという特異な形態をもつ。 

109.床木板碑(表 7-109 図 31-109 図 41-109) 

近世初頭の大型宝塔や石幢とともに立てられている。整形は整っており、各面とも調整

は丁寧である。山型頂部は前面から背面に至る稜線をもち、山型背面を丸く薄く削ってい

るため、側面観は前かがみの印象をうける。山型下部に断面三角形の二条切込みが見られ

るが、離れて刻まれている。山型正面と額部は平坦だが、額部の突出は見られる。碑面上

端に梵字種子が刻まれており、碑身左下には銘文が小さく刻まれている。 

110.地蔵ノ本板碑(表 7-110 図 31-110 図 41-110) 

集落の端の石幢をはじめとした石造物群中にある。整形は整っており、各面とも調整は

丁寧である。山型頂部には割れ目が確認できるが、人工的な加工によるものか、自然の風

化によるものかは判断がつかない。山型背面を上部に向かい薄く仕上げているため、側面

観は前かがみの印象をうける。額部に梵字種子らしき陰刻が見られるがはっきりせず、ま

た、この梵字種子下に 2 箇所の円形彫凹め状の痕跡が見られるものの、これについても風

化が著しくはっきりしない。碑面には方形の彫凹めがみられ、この中に銘文が非常に小さ

く刻まれている。碑身は台石上にのる。 

111.大川庵板碑(表 7-111 図 31-111 図 41-111) 

大川庵と呼ばれる小堂に隣接する近世墓地横に当資料をはじめ同様の板碑が 6 基確認で

きる。整形はやや雑である。背面の調整はやや粗いが、他は比較的丁寧である。山型部は

前方に傾斜させ、わずかに彫り凹め、頂部に小さく梵字種子を刻んでいる。その下部両端

に円形彫凹めを 2 箇所設けている。また、碑面をわずかに彫り凹め、蓮華座に立つ地蔵立

像を浮き彫りする。地蔵は右手に数珠をもち、左手に錫杖をもつ。地蔵立像両側には短冊

状陽刻部を設け、ここに銘文を小さく陰刻している。蓮華座に立つ地蔵立像及び短冊状陽

刻部には白色顔料が塗られている。なお、碑身は台石上に乗せられている。 

112.延命庵板碑(表 7-112 図 31-112 図 41-112) 

延命庵と呼ばれる小堂に隣接して地蔵石像・無縫塔・石碑などとともにみられる。整形

は丁寧で、調整も各面とも丁寧に仕上げている。山型部は前方に傾斜させ、正面をわずか

に彫り凹め、頂部に小さく梵字種子を刻んでいる。その下部両端に巴文がみられる円形彫

凹めを 2 箇所設けている。また、碑身をさらに深く彫り凹め、蓮華座に立つ地蔵立像を浅

く浮き彫りしている。地蔵は左肩部の位置において両手で錫杖をもち、光背上には雲文状
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の浮彫りを施している。地蔵立像両側および下部に銘文を小さく陰刻している。碑身側面

後隅には面取りが施されている。なお、碑身は 4 段からなる台石に乗せられており、最上

部の 2 段の台石は一石からなる。 

113.稲荷神社 1 号板碑(表 7-113 図 32-113 図 41-113) 

稲荷神社本殿裏に戦国期の宝塔・板碑・五輪塔残欠などとともに 1・2 号板碑が並べて立

てられており、形態的にも 2 号板碑と非常に近似している。調整は背面のみ粗く、その他

の面は丁寧に仕上げている。山型部はやや前方に傾斜させ、額部は帯状に前方に突出させ

ている。碑身上端には大きく卍を彫り、その下部に銘文を小さく刻んでいる。基部は突出

させているが磨滅が著しい。 

114.稲荷神社 2 号板碑(表 7-114 図 32-114 図 41-114) 

稲荷神社本殿裏に戦国期の宝塔・板碑・五輪塔残欠などとともに 1・2 号板碑が並べて立

てられており、形態的にも 1 号板碑と非常に近似している。調整は背面のみ粗く、その他

の面は丁寧に仕上げている。山型部はやや前方に傾斜させ、額部は帯状に前方に突出させ

ているが、前面はやや丸く膨らませている。碑身上端には大きく卍を彫り、その下部に銘

文を小さく刻んでいる。基部は突出させているが磨滅が著しい。 

115.上爪板碑(表 7-115 図 32-115 図 41-115) 

細い谷に突き出た細い尾根先端に位置する。周辺には近世以降の石造物が若干みられる。

調整は正面・山型部および側面前部とも丁寧に仕上げられているが、背面は粗い。山型か

ら碑身部まで、それぞれの前面は平坦に仕上げられている。山型頂部は前面から背面に至

る稜線をもつ。額部はみられず、山型下部に２条の陰刻が離れて刻まれている。二条線下

には細線陰刻の月輪がみられ、月輪内に梵字種子が刻まれている。碑身左下に小さい陰刻

の銘文を刻んでいる。 

116.筒井板碑(表 7-116 図 32-116 図 41-116) 

人家裏の丘陵斜面に一基のみ寝かせて置かれている。2 箇所の大きな折損が確認でき、

また、基部も失っている。正面・側面とも丁寧な調整が施されていたものと考えられるが、

銘文が全く確認できないほど器面の剥落が著しい。山型頂部は欠損しているが、中央付近

にあるものと思われ、額部二条切込みは断面三角形でしっかりしている。なお、銘文は『直

入町誌』（直入町誌刊行会 1984）による。 

117.鬼田板碑(表 7-117 図 32-117 図 41-117) 

神社の裏手に石祠や五輪塔・板碑などが集められており、その中に位置する。調整は正 
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面・両側面とも丁寧に仕上げられているが、背面はやや粗い。山型・額部・碑身ともほぼ

平坦に仕上げられており、額部二条切込みおよび額部と碑身の境界の位置にわずかな断面

三角形の段差をつけている。額部には円形彫凹めの月輪を彫り、この中に梵字種子を刻ん

でいる。碑身左側に小さい銘文を刻んでいる。 

118.折立板碑(表 7-118 図 32-118 図 41-118) 

近世墓地内に位置する。調整は背面を含め、各面とも丁寧に仕上げられている。山型・

額部・碑身ともほぼ平坦に仕上げられており、山型部と額部の境界の位置に断面三角形の

段差をつけている。正面額部には円形彫凹めの月輪を彫り、この中に両手に蓮をもつ観音

座像を浮き彫りしている。また、両側面及び背面にも細線陰刻の月輪を彫り、それぞれに

梵字種子を刻んでいる。向かって左側にキリーク(阿弥陀)・右側にバイ(薬師)、裏面にバ

ク(釈迦)をあらわし、正面の観音とあわせて、顕教四仏をあらわしたものと考えられる。

銘文は小さく細く刻んでいる。 
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表３ 豊後における紀年銘をもつ整形板碑一覧① 

番号  名称  所在地  元号  西暦  石材  参考文献  

1 永平寺跡 1 号板碑                  大分県日田市高瀬本町  応長元年  1311 安山岩？  望月友善 1975 

2 永平寺跡 2 号板碑  大分県日田市高瀬本町  正和 2 年  1313 凝灰岩  望月友善 1975 

3 宝八幡宮板碑  大分県九重町松本  宝徳 3 年  1451 凝灰岩    

4 神家板碑        大分県別府市朝見  応永 5 年  1398 安山岩    

5 神和園板碑         大分県別府市鉄輪  永正 11 年  1514 安山岩    

6 吉祥寺板碑  大分県別府市乙原  寛永 14 年  1637 凝灰岩    

7 本篠板碑  大分県杵築市山香町本篠  建武元年  1334 安山岩  望月友善 1975 

8 普門坊跡板碑  大分県杵築市山香町内河野山口  康永 4 年  1345 凝灰岩  山香町誌刊行会 1982 

9 地蔵堂板碑  大分県杵築市山香町内河野堂ノ尾              永和 4 年  1378 凝灰岩  山香町誌刊行会 1982 

10 妙善坊 1 号板碑  大分県杵築市山香町妙善坊  文明 10 年  1478 凝灰岩   

11 妙善坊 2 号板碑  大分県杵築市山香町妙善坊  元亀 3 年  1572 凝灰岩   

12 東光寺板碑      大分県杵築市山香町内河野  永正 13 年  1516 凝灰岩  山香町誌刊行会 1982 

13 牧峯神社旧在板碑  大分県日出町赤松  貞和 2 年  1346 安山岩  望月友善 1975 

14 願成就寺板碑   大分県日出町赤松    貞治 5 年  1366 安山岩  望月友善 1975 

15 庵の迫板碑  大分県豊後高田市梅ノ木  正中 2 年  1325 安山岩  大分県立宇佐風土記の丘歴史民俗資料館 1993 

16 其ノ田 1 号板碑  大分県豊後高田市蕗其ノ田  建武元年  1334 安山岩  大分県教育委員会 2000 

17 其ノ田 2 号板碑  大分県豊後高田市蕗其ノ田  建武元年  1334 安山岩  大分県教育委員会 2000 

18 平野園 1 号板碑  大分県豊後高田市蕗陽平  建武 2 年  1335 安山岩  大分県立宇佐風土記の丘歴史民俗資料館 1986 

19 富貴寺板碑  大分県豊後高田市蕗  延文 6 年  1361 安山岩  大分県立宇佐風土記の丘歴史民俗資料館 1986 

20 梅遊寺 1 号板碑  大分県豊後高田市一畑影平  建武 3 年  1336 安山岩  大分県立宇佐風土記の丘歴史民俗資料館 1993 

21 梅遊寺 2 号板碑  大分県豊後高田市一畑影平  応永 21 年  1414 安山岩  大分県立宇佐風土記の丘歴史民俗資料館 1993 

22 大曲板碑      大分県豊後高田市大曲      文明 9 年      1477 凝灰岩  大分県立宇佐風土記の丘歴史民俗資料館 1986 

23 寺ノ上 1 号板碑   大分県豊後高田市築地寺ノ上   天文 14 年   1545 安山岩  大分県立宇佐風土記の丘歴史民俗資料館 1993 

24 寺ノ上 2 号板碑   大分県豊後高田市築地寺ノ上    天文 19 年  1550 安山岩  大分県立宇佐風土記の丘歴史民俗資料館 1993 

25 寺ノ上 3 号板碑  大分県豊後高田市築地寺ノ上  天文 21 年  1552 安山岩  大分県立宇佐風土記の丘歴史民俗資料館 1993 

26 寺ノ上 4 号板碑    大分県豊後高田市築地寺ノ上  天正 4 年   1576 安山岩  大分県立宇佐風土記の丘歴史民俗資料館 1993 

27 持地庵板碑                  大分県豊後高田市大力田城  天正 6 年  1578 安山岩  大分県立宇佐風土記の丘歴史民俗資料館 1993 
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表４ 豊後における紀年銘をもつ整形板碑一覧②  

番号  名称  所在地  元号  西暦  石材  参考文献  

28 安養寺板碑      大分県豊後高田市中村      永禄 10 年       1567 安山岩  大分県立宇佐風土記の丘歴史民俗資料館 1993 

29 大応寺板碑                  大分県豊後高田市真中大門  天正 15 年  1587 安山岩  大分県立宇佐風土記の丘歴史民俗資料館 1993 

30 オト様 1 号板碑  大分県豊後高田市加礼川屋山  慶長 15 年  1610 安山岩  大分県立宇佐風土記の丘歴史民俗資料館 1993 

31 オト様 2 号板碑  大分県豊後高田市加礼川屋山  慶長 15 年  1610 安山岩  大分県立宇佐風土記の丘歴史民俗資料館 1993 

32 オト様 3 号板碑      大分県豊後高田市加礼川屋山  慶長 15 年  1610 安山岩  大分県立宇佐風土記の丘歴史民俗資料館 1993 

33 財前家墓地板碑     大分県杵築市大田小野  元享元年  1321 安山岩  望月友善 1975 

34 尾迫板碑      大分県杵築市大田小野  康永 3 年  1344 安山岩  大田村教育委員会 1994 

35 小俣道板碑    大分県杵築市大田小野  貞和 3 年  1347 安山岩  望月友善 1975 

36 諸田越板碑      大分県杵築市大田小野  貞治 5 年  1366 安山岩  望月友善 1975 

37 辻堂ケ鼻板碑  大分県豊後高田市臼野赤松  天文 18 年  1549 安山岩    

38 十王堂板碑  大分県国東市国見町野田山下  文和 4 年  1355 安山岩  望月友善 1975 

39 川原 1 号板碑      大分県国東市国東町川原上ノ台  文保 3 年  1319 安山岩  望月友善 1975 

40 川原 2 号板碑  大分県国東市国東町川原上ノ台  元応 2 年   1320 安山岩  望月友善 1975 

41 鳴 1 号板碑  大分県国東市国東町東堅来鳴  元応 3 年  1321 安山岩  望月友善 1975 

42 鳴 2 号板碑  大分県国東市国東町東堅来鳴  元享 2 年   1322 安山岩  望月友善 1975 

43 鳴 3 号板碑  大分県国東市国東町東堅来鳴  文和 3 年   1354 安山岩  望月友善 1975 

44 堀部板碑      大分県国東市国東町見地  正中 2 年  1325 安山岩  望月友善 1975 

45 左荘板碑                  大分県国東市国東町赤松左荘  正中 3 年  1326 安山岩  望月友善 1975 

46 野長谷板碑      大分県国東市国東町深江野長谷              嘉暦 2 年  1327 安山岩  望月友善 1975 

47 竹ノ上板碑      大分県国東市国東町成仏下成仏  元弘 3 年  1333 安山岩  望月友善 1975 

48 岡板碑     大分県国東市国東町見地岡   建武元年  1334 安山岩  望月友善 1975 

49 丸小野寺 1 号板碑      大分県国東市武蔵町丸小野  康永元年  1342 安山岩  望月友善 1975 

50 丸小野寺 2 号板碑  大分県国東市武蔵町丸小野  康永 7 年  1348 安山岩  望月友善 1975 

51 護聖寺 1 号板碑  大分県国東市安岐町朝来  正応 4 年  1291 安山岩  望月友善 1975 

52 護聖寺 2 号板碑  大分県国東市安岐町朝来  嘉暦 4 年  1329 安山岩  望月友善 1975 

53 柳井田板碑  大分県国東市安岐町小俣柳井田  元享元年  1321 安山岩  望月友善 1975 

54 岩尾板碑  大分県国東市安岐町朝来  元享 4 年  1324 安山岩  望月友善 1975 
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表５ 豊後における紀年銘をもつ整形板碑一覧③  

番号  名称  所在地  元号  西暦  石材  参考文献  

55 八坂社板碑      大分県国東市安岐町弁分  元弘 3 年  1333 安山岩  望月友善 1975 

56 岩屋堂板碑  大分県国東市安岐町掛樋  延文 5 年  1360 安山岩  望月友善 1975 

57 塔野板碑     大分県国東市安岐町弁分塔野  永和 2 年  1376 安山岩  望月友善 1975 

58 歳神社板碑     大分県国東市安岐町朝来  弘治 2 年  1556 安山岩  望月友善 1975 

59 寺園板碑     大分県国東市安岐町小俣寺園  天正 13 年  1585 安山岩  望月友善 1975 

60 中村板碑     大分県大分市宮苑  元弘 3 年  1333 凝灰岩  望月友善 1975 

61 少林寺 1 号板碑     大分県大分市木ノ上少林寺  貞和 6 年  1350 凝灰岩  望月友善 1975 

62 少林寺 2 号板碑  大分県大分市木ノ上少林寺  貞和 6 年  1350 凝灰岩  望月友善 1975 

63 少林寺 3 号板碑  大分県大分市木ノ上少林寺  貞和 6 年  1350 凝灰岩  望月友善 1975 

64 少林寺 4 号板碑  大分県大分市木ノ上少林寺  貞和 6 年  1350 凝灰岩  望月友善 1975 

65 少林寺 5 号板碑  大分県大分市木ノ上少林寺  貞和 6 年  1350 凝灰岩  望月友善 1975 

66 本村建長寺跡板碑     大分県由布市庄内町長野本村  正平 11 年  1356 凝灰岩    

67 畑田板碑      大分県由布市庄内町畑田  応安 6 年  1373 凝灰岩  庄内町誌編集委員会 1990 

68 尾平慈光庵板碑     大分県豊後大野市千歳町大平尾平  康安元年  1361 凝灰岩  千歳村誌刊行会 1975 

69 五郎丸板碑   大分県豊後大野市千歳町石田  明応 2 年  1493 凝灰岩  千歳村誌刊行会 1975 

70 藤原墓地板碑      大分県豊後大野市千歳町柴山  永正 9 年  1512 凝灰岩  千歳村誌刊行会 1975 

71 アタゴ祠 1 号板碑      大分県豊後大野市千歳町高添  天文 8 年  1539 凝灰岩  千歳村誌刊行会 1975 

72 アタゴ祠 2 号板碑  大分県豊後大野市千歳町高添  天文 8 年  1539 凝灰岩  千歳村誌刊行会 1975 

73 中山板碑  大分県臼杵市野津町宮原中山  元徳 2 年  1330 凝灰岩  野津町 1965 

74 寺小路板碑   大分県臼杵市野津町宮原寺小路  元弘 3 年  1333 凝灰岩  野津町 1965 

75 風瀬徳瀬板碑      大分県臼杵市野津町西畑風瀬徳瀬  明徳 3 年  1392 凝灰岩  野津町 1965 

76 名塚薬師堂板碑      大分県臼杵市野津町八里合名塚  永正 2 年  1505 凝灰岩  望月友善 1975 

77 天手段原 1 号板碑      大分県臼杵市野津町秋山天手段原  大永 5 年  1525 凝灰岩  野津町 1965 

78 大辻山 1 号板碑     大分県豊後大野市三重町大辻山   文禄 5 年  1596 凝灰岩  三重町 1987 

79 大辻山 2 号板碑  大分県豊後大野市三重町大辻山   慶長 4 年   1599 凝灰岩  三重町 1987 

80 大辻山 3 号板碑  大分県豊後大野市三重町大辻山   慶長 4 年   1599 凝灰岩  三重町 1987 

81 大辻山 4 号板碑  大分県豊後大野市三重町大辻山   慶長 4 年   1599 凝灰岩  三重町 1987 
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表６ 豊後における紀年銘をもつ整形板碑一覧④  

番号  名称  所在地  元号  西暦  石材  参考文献  

82 百枝板碑   大分県豊後大野市三重町百枝    天文 10 年  1541 凝灰岩   

83 回春庵 1 号板碑   大分県豊後大野市三重町森迫   慶長 14 年   1609 凝灰岩  三重町 1966 

84 回春庵 2 号板碑    大分県豊後大野市三重町森迫  寛永 14 年   1637 凝灰岩    

85 回春庵 3 号板碑  大分県豊後大野市三重町森迫   寛永 16 年   1639 凝灰岩    

86 下津留 1 号板碑   大分県豊後大野市三重町上田原   慶長 17 年  1612 凝灰岩  三重町 1981 

87 下津留 2 号板碑  大分県豊後大野市三重町上田原   寛永 10 年  1633 凝灰岩  三重町 1981 

88 下津留 3 号板碑  大分県豊後大野市三重町上田原   

寛永 9 年  

寛永 13 年   

1632 

1636 

凝灰岩  三重町 1981 

89 下津留 4 号板碑  大分県豊後大野市三重町上田原   寛永 13 年   1636 凝灰岩  三重町 1981 

90 下津留 5 号板碑  大分県豊後大野市三重町上田原   寛永 17 年   1640 凝灰岩  三重町 1981 

91 下津留 6 号板碑  大分県豊後大野市三重町上田原   

寛永 6 年  

正保 3 年  

1629 

1646 

凝灰岩  三重町 1981 

92 下津留 7 号板碑  大分県豊後大野市三重町上田原   

寛永 15 年  

慶安 3 年  

1638 

1650 

凝灰岩  三重町 1981 

93 蓮城寺 1 号板碑  大分県豊後大野市三重町内山   慶長 4 年   1599 凝灰岩  三重町 1966 

94 塚ノ元 1 号板碑   大分県豊後大野市大野町古殿   天文 7 年   1538 凝灰岩  大分県大野町史刊行会 1980 

95 塚ノ元 2 号板碑  大分県豊後大野市大野町古殿   天文 19 年   1550 凝灰岩  大分県大野町史刊行会 1980 

96 下原板碑   大分県豊後大野市大野町田中   建徳 3 年   1372 凝灰岩    

97 門板碑   大分県豊後大野市大野町津留門  天文 3 年   1534 凝灰岩    

98 代三五板碑   大分県豊後大野市大野町代三五  慶長 6 年  1601 凝灰岩    

99 岳川板碑   大分県豊後大野市朝地町綿田岳川   正慶元年   1332 凝灰岩  朝地町史刊行会 1967 

100 瀬口板碑   大分県豊後大野市朝地町池田瀬口   延徳 2 年   1490 凝灰岩  朝地町史刊行会 1967 

101 館ノ原墓地板碑   大分県豊後大野市朝地町池田館  永禄 7 年   1564 凝灰岩    

102 平井板碑   大分県豊後大野市朝地町下野平井   天正 6 年   1578 凝灰岩  朝地町史刊行会 1967 

103 三反畑板碑   大分県豊後大野市緒方町上自在   天授 3 年  1377 凝灰岩  緒方町教育委員会 1998 

104 西ケ原板碑   大分県豊後大野市緒方町馬背畑   大永 6 年   1526 凝灰岩  緒方町教育委員会 1998 

105 小野崎板碑   大分県豊後大野市緒方町越生   元亀 2 年  1571 凝灰岩  緒方町教育委員会 1998 
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表７ 豊後における紀年銘をもつ整形板碑一覧⑤  

番号  名称  所在地  元号  西暦  石材  参考文献  

106 旧村役場板碑   大分県豊後大野市緒方町馬場柏木  天正 8 年   1580 凝灰岩    

107 加藤家墓地板碑     大分県豊後大野市緒方町馬場柏木  天正 3 年  1575 凝灰岩    

108 上青江板碑   大分県津久見市上青江   元和 10 年  1624 凝灰岩  津久見市教育委員会 1993 

109 床木板碑   大分県佐伯市弥生床木   文明 7 年  1475 凝灰岩  弥生町教育委員会 1982 

110 地蔵ノ本板碑   大分県佐伯市堅田西野地蔵ノ本   天正 4 年   1576 凝灰岩  佐伯市教育委員会 1989 

111 大川庵板碑   大分県佐伯市府坂大川庵   文禄 4 年   1595 凝灰岩  望月友善 1975 

112 延命庵板碑   大分県佐伯市石打延命庵   天正 2 年   1574 凝灰岩  佐伯市史編纂委員会 1974 

113 稲荷神社 1 号板碑   大分県佐伯市直川下直見道越   天正 12 年   1584 凝灰岩  直川村教育委員会 1982 

114 稲荷神社 2 号板碑  大分県佐伯市直川下直見道越   天正 12 年   1584 凝灰岩  直川村教育委員会 1982 

115 上爪板碑   大分県佐伯市宇目塩見園上爪   元和 5 年  1619 凝灰岩    

116 筒井板碑   大分県竹田市直入町長湯筒井   天授 2 年   1376 凝灰岩  直入町誌刊行会 1984 

117 鬼田板碑   大分県竹田市明治植木鬼田   天文 10 年   1541 凝灰岩  竹田市史刊行会 1983 

118 折立板碑   大分県竹田市明治平田折立   永禄 3 年  1560 凝灰岩  竹田市史刊行会 1983 

 



~ 82 ~ 

 

 

図 11 豊後における整形板碑の分布 
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図 12 豊後における整形板碑① 
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図 13 豊後における整形板碑② 
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図 14 豊後における整形板碑③ 
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図 15 豊後における整形板碑④ 
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図 16 豊後における整形板碑⑤ 
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図 17 豊後における整形板碑⑥ 
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図 18 豊後における整形板碑⑦ 
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図 19 豊後における整形板碑⑧ 
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図 20 豊後における整形板碑⑨ 
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図 21 豊後における整形板碑⑩ 
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図 22 豊後における整形板碑⑪ 
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図 23 豊後における整形板碑⑫ 
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図 24 豊後における整形板碑⑬ 
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図 25 豊後における整形板碑⑭ 
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図 26 豊後における整形板碑⑮ 
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図 27 豊後における整形板碑⑯ 
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図 28 豊後における整形板碑⑰ 
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図 29 豊後における整形板碑⑱ 
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図 30 豊後における整形板碑⑲ 
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図 31 豊後における整形板碑⑳ 
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図 32 豊後における整形板碑㉑ 

 

   

 

 

 

113 
114 

115 

116 

117 

118 



~ 104 ~ 

 

 

図 33 豊後における整形板碑銘文① 
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図 34 豊後における整形板碑銘文② 

サ 

(

観
音
菩
薩)

 

キ
リ
ー
ク 

(

阿
弥
陀
如
来)

 

サ
ク 

 
 

 

建
武
元
年 

 

十
一
月
廿
二
日 

 
 

(

勢
至
菩
薩)

 
 

地
蔵
堂
講
衆

等

各
敬
白 

戌 

願
以
此
功
徳 

 
 

造
立
志
者 

普
及
於
一
切 

ア 
 

 
 

 
 

マ
ン 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

正
中
二
年
六
月
十
七
日 

(

胎
蔵
界
大
日)

〈
文
殊
菩
薩)

 
 

我
等
与
衆
生 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

皆
共
成

仏
道 

 
 

為

□

法
界
平
等
利
益 

 

一
見
卒
塔
婆 

 
 

右
造
立
志
者 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

永
離
三
悪
道 

ア 
 

 
 

 
 

キ
リ
ー
ク 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

正
中
二
年
六
月
十
五
日 

(

胎
蔵
界
大
日)

(

阿
弥
陀
如
来)

 

何
況
造
立
者 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

必
頓
証
菩
提 

 

甲 

ア
ン 

 
 
 
 
 
 
 

マ
ン 

 
 

 
 

建
武

元
年 

八
月
廿
四
日 

 
 

(

普
賢
菩
薩)

 
 
(

文
殊
菩
薩)

 
 

 
 

 
 
 
 

 
 

乙
房
尼
法
阿 

所
奉

訪
聖
霊
沙
弥
道
安 

沙
弥
明
道 

バ
ク 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

建
二
八
廿 

(

釈
迦
如
来)

 
 

 
 

 
 

 

大 
 

別 

戌 甲 

右
志
者
為
祐
禅
大
徳 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

敬 

ア
ー
ク 

 
 

 
 
 

延
文
六
年
七
月
廿
五
日 

(

胎
蔵
界
大
日
如
来)

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

白 

七
季
忌
造
立
如
件 

花
月
紹
栄
花 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

討 

バ
ー
ン
ク 

 
 

 
 

肥
劦
合
志
表 

（
大
日
如
来
） 

 
 

 
 

 
 

 

死 
 

旹
天
文
十
九 

七
月
十
一
日 

カ
ー
ン 

 
 

カ 
 

 
 

サ
ク 

 
 
 
 

応
永
廿
一 

(

不
動)

 
 
 
(

地
蔵)

 
 
 
(

勢
至)

 

バ
ク 

 
 
 

 

ア
？ 

 
 
 
 
 

キ
リ
ー
ク 

(

釈
迦)

 
 

 
(

弥
勒)

 
 
 
 
(

阿
弥
陀)

 

マ
ン 

 
 

バ
イ 

 
 
 
 
 

ウ
ー
ン 

(

文
殊)

 
 

 
(

薬
師)

 
 
 
 
(

阿
閦)

 

ア
ン 

 
 

サ 
 
 
 
 
 
 
 

バ
ン 

(

普
賢)

 
 

 
(

観
音)

 
 
 
 
(

大
日)

 

タ
ラ
ー
ク 

(

虚
空
蔵)

 
 

十
一
月
四
日 

  

マ
ン 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

建
武
三
年 

(
普
賢
菩
薩)

 

 

 
 

 
 

 
 

 

サ 
 

 
 

 
 

 
 

丁
酉
十
月 

(

観
音
菩
薩)

 
 

 
 

 
 

 

拾
日 

キ
リ
ー
ク 

 
 

 
 

帰
真
妙
喜
信
女 

文 

(

阿
弥
陀
如
来)

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

明
九
年 

サ
ク 

(

勢
至
菩
薩)

 

 

天
文
十
四
年 

七
月 

キ
リ
ー
ク 

(

阿
弥
陀
如
来)

 

損
舘
林
室
秀
盛
居
士 

天
正
六 

 

十
一
月
十
二
日 

キ
リ
ー
ク 

 
 

 

損
舘
宗
榮
□
□
神
儀 

(

阿
弥
陀
如
来)

 
 

 
 

天
正
四
年 

キ
リ
ー
ク 

 
 

桑

室

紹
暾 

(

阿
弥
陀
如
来)

 

天
文
廿
一
八
月
十
七 

 

キ
リ
ー
ク 

 
 

天
岣
紹
雲 

(

阿
弥
陀
如
来)

 

干
時 

巳 乙 

庚 戌 

戊 寅 



~ 106 ~ 

 

 

図 35 豊後における整形板碑銘文③ 
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図 36 豊後における整形板碑銘文④ 
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図 41 豊後における整形板碑銘文⑨ 
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肥後 

 肥後は九州でも最も多くの板碑が確認できる地域である。その多さは、前川清一をはじ

めとした地元研究者の地道な資料調査の成果によるものだが、自然石板碑の多さが特徴で

ある。中には、笠をもつ自然石塔婆が存在し、これらを地元では板碑として認識している

が、本来は笠をもっていても、現在は失われているものも存在する。自然石板碑の中には、

平安期に遡る天養元年（1144）をもつ南小国町千光寺自然石板碑など古式の資料をはじめ、

鎌倉期に遡るものも少数例確認できる。 

これに対し、整形板碑も存在し、少数ながら古式のものも珍しくはない。正嘉 2 年（1258）

銘をもつ宇城市塔本家板碑が板碑の可能性をもつ九州最古例であり、それに続く、弘安 5

年（1282）銘のあさぎり町元永峰観音堂跡板碑も九州で 2 番目に古い。豊後・日向・薩摩・

大隅など、13 世紀後半に始まる凝灰岩製板碑地帯と同じ様相をもつものの、最古の紀年銘

資料は肥後に存在する。 

肥後の特徴としては、整形板碑・自然石板碑の折衷形ともいえる特異な様相をもつ板碑

が八代市周辺に流行することがあげられる。八代市周辺では砂岩をはじめ凝灰岩や安山岩

など、地元に産出する扁平な自然石の平坦面を利用して梵字種子や銘文を刻み、板碑とし

ている類例が多く確認できるが、正平 15 年（1360）銘をもつ八代市畑中鎮守堂板碑は山形

や側線、二条切込み、額部を陰刻線で表現しているものや、建徳 3 年（1372）銘をもつ氷

川町天神社板碑は、形態が板碑形に近い自然石を選び、二条切込みや額部を陰刻線で表現

しているものなどが確認でき、自然石板碑の中にも板碑形式を線刻で表現しようとするも

のも確認できる。しかし、これらは南北朝期の板碑にしては極めて小型であり、また、明

らかに整形板碑の製作系譜を受け継ぐものではなく、自然石板碑の製作系譜を受け継ぐ工

人が知識として板碑形を表面だけに表現しようとしたものと考えられる。 

以下では、整形板碑について個々の資料の概要に触れてみたい。 

1.賀庭寺跡板碑(表 8-1 図 43-1 図 44-1) 

賀底寺跡の境内に中世石造物が、本堂裏に並べられているが、その中の一つである。調

整は各面とも丁寧であるが、平らに仕上げた背面は鑿痕の凹凸を残す上から丁寧に磨かれ

ている。正面観は上方幅・下方幅とも同じで、碑身の縦幅が 42.5 ㎝と、鎌倉期の板碑にし

ては、小ぶりであるが、つくりがよい。碑身には阿弥陀三尊の梵字種子が薬研彫りされ、

その下に蓮華座が陰刻されている。蓮華座には赤色顔料が塗られており、正面から側面に

廻す二条切込みは断面三角形で彫りが深く、額部・基部とも前方に突出させている。 
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2.專立寺跡板碑(表 8-2 図 43-2 図 44-2) 

本来は方保田八幡宮に所在していたものを專立寺に移し、さらに、山鹿市立博物館敷地

内に移されたと伝えられている。整形・調整ともきわめて雑であり、側面の一部は粗い整

形で自然面を残す部分が多い。また、背面は全く未加工で自然面を残す。正面のみ粗い整

形と調整が施されているが、正面観は歪である。二条切込みは幅広く、つくりも良くない。

額部や基部の突出もみられず、碑身全体に大きく梵字種字が薬研彫りされ、梵字種字下に

刻銘がみられる。梵字種字はキリーク・カンマーンを上下に刻むものであるが、その形は

特異である。 

3.柳井寺跡板碑(表 8-3 図 43-3 図 44-3) 

本来は柳井寺跡に所在していたものを山鹿市立博物館敷地内に移されたと伝えられてい

る。上方にいくほど細く仕上げる形態をもち、正面のみ丁寧に整形・調整されている。上

面・側面、背面は粗い鑿痕を残すのみで、船底状に丸く仕上げている。正面は山型前面を

平らにし、わずかに突出させる。碑身上端に幅広の円相を浅く箱彫りした中にキリークの

梵字種字を薬研彫りしている。キリークの梵字種字は涅槃点が一つのみからなる稀少な例

である。この下には細線陰刻の割付線が刻まれ、刻銘が小さく配置されている。 

4.赤子宮裏山 1 号板碑(表 8-4 図 43-4 図 44-4) 

赤子宮が存在する丘陵頂部付近に大型五輪塔をはじめとした石塔類が並べられているが、

その中に 2 号板碑とともにみられる。向かって左側の板碑を 1 号板碑としたが、各面とも

丁寧に整形・調整されている。碑身正面で折損しているが、失われた部分がないため欠損

部がない実測図にした。山型は中央で前後に稜線をもつ形態であり、切込みについては、

側面が１条、正面が２条の特異な様相をもつ。額部・基部の突出はみられず、碑面上部の

細線陰刻の円相内に「休去」と刻字し、その下に銘文を刻んでいる。  

5.赤子宮裏山 2 号板碑(表 8-5 図 43-5 図 44-5) 

赤子宮が存在する丘陵頂部付近に大型五輪塔をはじめとした石塔類が並べられているが、

その中に 2 号板碑と並立している。向かって右側の板碑を 2 号板碑としたが、各面とも丁

寧に整形・調整されている。山型下部の切込み部から上部を失っているが、1 号板碑と同

規模・同型式であり、双碑として立てられたものと考えられる。額部・基部の突出はみら

れず、碑面上部の細線陰刻の円相内に「喝去」と刻字し、その下に銘文を刻んでいる。 

6.池亀八幡宮板碑(表 8-6 図 43-6 図 44-6) 

池亀八幡宮境内入口の覆屋の中に他の自然石板碑とともに納められている。総高 60 ㎝ 
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の小型の板碑であり、各面とも丁寧に整形・調整されている。横に稜をもつ山型直下の額

部はわずかに突出させ、碑身に地蔵座像を半肉彫りしている。蓮華座にのる地蔵は、各部、

剥離がみられる。基部は前面を丸く突出させている。刻銘は地蔵背後の碑面に小さく確認

できる。 

7.塔本家板碑(表 8-7 図 43-7 図 44-7) 

民家の庭先の一角に石塔が集められており、その中にある。上面が平らに仕上げられ、

別材を嵌め込む枘穴が穿たれている。また、下部は扁平な板石を基部とし、碑身の大きさ

に合わせた孔に嵌め込まれている。この上下の様相はいかにも不自然であり、上部が欠損

し、それを補うために平らに整形して別材を嵌め込む枘穴が後世に穿たれ、また、基礎の

台石も折損した碑身を立てるために設えられたもののように思える。碑身だけみれば、消

去法で考えても板碑以外には考えられない。碑面には蓮華座上に薬研彫りされた梵字種子

が刻まれており、その下に縦横の陰刻線がみられ、刻銘が配置されている。 

8.元永峰観音堂跡板碑(表 8-8 図 43-8 図 44-8) 

仁王地区買多田の元永峰観音堂跡地と伝えられている場所に立てられている。上半部を

欠失し、調整は各面とも丁寧であるが、やや膨らませた背面は粗い調整のままである。基

部は前方に突出させ、方形の基礎石の枘穴に嵌め込んでいる。 
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表８ 肥後における紀年銘をもつ整形板碑一覧 

番号  名称  所在地  紀年銘  西暦  石材  参考文献  

1 賀庭寺跡板碑  熊本県荒尾市下樺  元応 2 年  1320 凝灰岩  前川清一 1998 

2 専立寺板碑  熊本県山鹿市鍋田  元享元年  1321 凝灰岩  多田隈豊秋 1975 

3 柳井寺跡板碑  熊本県山鹿市鍋田  天正 4 年  1576 凝灰岩    

4 内田赤子宮 1 号板碑  熊本県和水町内田  赤子宮裏山  天文 8 年  1539 凝灰岩  

 

5 内田赤子宮 2 号板碑  熊本県和水町内田  赤子宮裏山  天文 8 年  1539 凝灰岩   

6 池亀八幡宮板碑  熊本市池亀町  池亀八幡宮  天文 13 年  1544 凝灰岩  佐藤誠 1989 

7 塔本家板碑  熊本県宇城市小川町南部田  正嘉 2 年  1258 凝灰岩    

8 元永峰観音堂跡板碑  熊本県あさぎり町深田北  弘安 5 年  1282 凝灰岩    

 

図 42 肥後における整形板碑の分布 
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図 43 肥後における整形板碑 
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図 44 肥後における整形板碑銘文 
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日向 

日向の紀年銘資料の分布をみると、時代により大きく異なる。鎌倉期に限れば、日向国

最古の紀年銘資料をもつ正応 6 年（1293）銘の日南市折生田板碑や、それに次ぐ永仁 3 年

（1295）銘の日南市大迫寺板碑など、出現期の板碑は日南市に集中する。以降、宮崎市に

流れる大淀川流域以南と、鹿児島県に流下する川内川上流域に位置するえびの市に限られ、

宮崎県南部に分布域をもち、宮崎県中北部にはみられない。これらはいずれも凝灰岩を石

材とし、細部の特徴は山型を三角形に上部に突出させ、山型下に二条切込み、二条切込み

下には突出した額部をもち、碑身には梵字種子をあらわし、それとともに銘文等を刻むと

いう豊後・薩摩・大隅の板碑に共通する。鎌倉期の板碑は、同時期の板碑が分布する薩摩・

大隅国に近接する地域から始まることがわかる。 

南北朝期には紀年銘資料が激減するが、紀年銘がみられない資料の型式的特徴をみると、

南北朝期前半には、鎌倉期の分布域において、比較的類例が存在するものと思える。しか

し、南北朝期の紀年銘をもつ資料が正平 25 年（1370）銘の日南市大迫寺板碑のみであるよ

うに、その数は少なく、その分布域も旧来の分布域の中に納まることがわかる。 

以後、板碑の空白期が存在し、再び出現するのは、戦国期を待たざるをえない。しかし、

戦国期に再流行するとはいえ、15 世紀代にはきわめて少なく、紀年銘資料に限れば、文明

5 年（1473）銘をもつ門川町小松板碑のみである。しかし、16 世紀代になると、類例が激

増し、しかも、平野部であれば、日向国各地において流行していることが確認できる。中

でも、日向市周辺においては、題目板碑が大流行し、この背景には日蓮宗隆盛の膝元であ

った地理的環境と無関係ではないことが考えられる。 

なお、石材として宮崎市や西都市周辺において、一部、砂岩や安山岩が使用されている

類例が確認できるが、全域において、ほぼ凝灰岩が主流を占めるのは日向の特徴であると

考えられる。 

以下では、個々の資料についてその概要に触れてみたい。 

1.光福寺跡大師堂板碑(表 9-1 図 46-1 図 51-1) 

光福寺跡とされる大師堂境内に散在する石塔群中の一つである。頭部が破損し失われ、

その形態は明らかでないが、各面とも丁寧に磨かれている。各面には五輪塔四方門の梵字

種子が小さく薬研彫りされ、その下に金剛界四仏の梵字種子が小さく薬研彫りされている。

東方を正面としたのか、キャ・カ・ラ・バ・ア、ウーンの梵字種子の下部に刻銘がみえる。 
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2.小園福寿庵跡天正５年銘板碑(表 9-2 図 46-2 図 51-2) 

丘陵尾根上の竹薮中に五輪塔・板碑をはじめとした石塔群が埋まっているが、その中の

一つである。『日向の金石文』に大永年銘板碑の存在が記されており、後に、佐藤誠の調

査でも確認されているが、現在は確認できない。おそらく枯葉や土中に埋もれているもの

であろうが、これらのほかにも数多くの板碑が存在するものと思える。 

調整は正面・両側面・山型部とも丁寧に仕上げられているが、背面は粗い鑿痕を残し、

わずかに膨らませている。山型は三角尖頭状の頂部を中央にもち、各隅に向かい直線的に

稜をもつ。額部に円形が細線陰刻されている。碑面中央には墨書の痕跡が確認できるが判

読できない。碑面下部には刻銘がみられる。山型部直下の二条切込みは断面三角形を呈す

るがきわめて彫りが浅い。額部および基部の突出は低く、基部は整形後の調整を行ってい

ない。 

3.小松板碑(表 9-3 図 46-3 図 51-3) 

五輪塔・板碑等からなる小松石塔群の中に立てられている板碑のひとつである。調整は

正面・両側面・山型部とも丁寧に仕上げられているが、背面は粗い鑿痕の上からわずかに

磨かれているのみである。側面にも一部細かい鑿痕が残る。山型部・額部の前面は平坦に

し、山型頂部は稜線をもたせている。背面を山型頂部に向かい薄くしているため、稜線は

中央部までで終わる。碑面中央には髭題目が陰刻され、その下部に刻銘がみられる。山型

部直下の二条切込みは非常にしっかりとした断面三角形を呈する。額部および基部は厚く

突出し、基部については 3 段あり、最下段の基部は調整が雑である。基部上 2 段の前面に

刻銘がみられる。 

4.本善寺大永 7 年銘板碑(表 9-4 図 46-4 図 51-4) 

本善寺境内の歴代住職墓地の最奥部に立てられている板碑群のひとつである。この板碑

を含め、本善寺境内墓地の存在する中世の石塔群は、日向市新生町 2 丁目や江良町 4 丁目

に所在のものを移されたと伝えられている。調整は正面・両側面・山型部とも丁寧に仕上

げられているが、背面は粗い鑿痕の上からわずかに磨かれているのみである。山型は三角

尖頭状の頂部を中央よりやや前にもち、各隅に向かい直線的に稜をもつ。額部に円形がき

わめて浅く彫り沈められている。碑面中央には髭題目が陰刻され、その両側およびその下

部に刻銘がみられる。なお、碑面下半に刻書銘のほかに墨書銘がみられるが、判読できな

い。山型部直下の二条切込みはやや弱い断面三角形を呈する。額部および基部の突出は低

い。 
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5.本善寺享禄 4 年銘板碑(表 9-5 図 46-5 図 51-5) 

本善寺境内の歴代住職墓地横の一角に集められている中世石塔群の中に立てられてい

るものである。この板碑を含め、本善寺境内墓地の存在する中世の石塔群は、日向市新生

町 2 丁目や江良町 4 丁目に所在のものを移されたと伝えられている。調整は背面を含めて

正面・両側面・山型部とも丁寧に仕上げられている。山型は三角尖頭状の頂部を中央より

やや前にもち、各隅に向かい直線的に稜をもつ。碑面中央には髭題目が陰刻され、その両

側および下部に刻銘がみられる。山型部直下の二条切込みは断面三角形を呈する。額部の

突出は低く、基部はコンクリートで埋められているため観察不能である。 

6.本善寺天正 13 年銘板碑(表 9-6 図 46-6 図 51-6) 

本善寺境内の歴代住職墓地の最奥部に立てられている板碑群のひとつである。この板碑

を含め、本善寺境内墓地の存在する中世の石塔群は、日向市新生町 2 丁目や江良町 4 丁目

に所在のものを移されたと伝えられている。調整は正面・両側面・山型部とも丁寧に仕上

げられているが、背面は粗い鑿痕の上からわずかに磨かれているのみである。山型は三角

尖頭状の頂部を中央にもち、各隅に向かい直線的に稜をもつ。碑面中央には髭題目が陰刻

され、その両側下部に刻銘がみられる。山型部直下の二条切込みはしっかりとした断面三

角形を呈する。額部および基部の突出は低い。 

7.本善寺寛永 10 年銘板碑(表 9-7 図 46-7 図 51-7) 

本善寺境内の歴代住職墓地の最奥部に立てられている板碑群のひとつである。この板碑

を含め、本善寺境内墓地の存在する中世の石塔群は、日向市新生町 2 丁目や江良町 4 丁目

に所在のものを移されたと伝えられている。調整は正面・両側面・山型部とも丁寧に仕上

げられているが、背面は粗い鑿痕を残したままである。山型は三角尖頭状の頂部を中央に

もち、各隅に向かい直線的に稜をもつ。額部に円形が彫り沈められているが、その中央を

丸く膨らませている。碑面中央には髭題目が陰刻され、その両側下部に刻銘がみられる。

山型部直下の二条切込みは非常にしっかりとした断面三角形を呈する。額部および基部は

突出し、基部正面にも刻銘がみられる。横幅に比較し、奥行きがあるため重厚感がある印

象をもつ。 

8.定善寺永正 12 年銘１号板碑(表 9-8 図 46-8 図 51-8)  

本堂北側の小堂前に、正面の五輪塔に向かい北壇に背中合わせに各 10 基ずつ計 20 基、

南壇に背中合わせに各 10 基ずつ計 20 基の板碑がそれぞれ並べられているが、近年、定善

寺墓地から移設され並べられたと伝えられている。本例は北壇の南向き東から１基目にあ
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たる。調整は正面・両側面・山型部とも丁寧に仕上げられているが、背面は整形時の凹凸

が残る上から磨いている。わずかに前後に稜線をもつ山型は三角尖頭状の頂部から各隅に

向かい直線的に稜を設けている。山型部直下の二条切込みはしっかりしており、断面三角

形を呈する。額部の突出もしっかりしている。碑面中央には題目が陰刻され、その両側お

よびその下部に刻銘がみられる。 

9.定善寺永正 12 年銘 2 号板碑(表 9-9 図 46-9 図 51-9)  

  本堂北側の小堂前に、正面の五輪塔に向かい北壇に背中合わせに各 10 基ずつ計 20 基、

南壇に背中合わせに各 10 基ずつ計 20 基の板碑がそれぞれ並べられているが、近年、定善

寺墓地から移設され並べられたと伝えられている。本例は北壇の南向き東から 2 基目にあ

たる。調整は正面・両側面・山型部とも丁寧に仕上げられているが、背面は整形時の凹凸

が残る上から磨き、わずかに膨らませている。わずかに前後に稜線をもつ山型は三角尖頭

状の頂部から各隅に向かい直線的に稜を設けている。山型部直下の二条切込みはしっかり

しており、断面三角形を呈する。額部の突出もしっかりしている。碑面中央には題目が陰

刻され、その両側およびその下部に刻銘がみられる。 

10.定善寺永正 14 年銘板碑(表 9-10 図 46-10 図 51-10)  

本堂北側の小堂前に、正面の五輪塔に向かい北壇に背中合わせに各 10 基ずつ計 20 基、

南壇に背中合わせに各 10 基ずつ計 20 基の板碑がそれぞれ並べられているが、近年、定善

寺墓地から移設され並べられたと伝えられている。本例は南壇の北向き東から 2 基目にあ

たる。調整は正面・両側面・山型部とも丁寧に仕上げられているが、背面は整形時の凹凸

が残る上から磨き、わずかに膨らませている。わずかに前後に稜線をもつ山型は三角尖頭

状の頂部から各隅に向かい直線的に稜を設けている。山型部直下の二条切込みはしっかり

しており、断面三角形を呈する。額部の突出もしっかりしている。碑面中央には題目が陰

刻され、その両側およびその下部に刻銘がみられる。 

11.定善寺大永 6 年銘板碑(表 9-11 図 46-11 図 51-11)  

本堂北側の小堂前に、正面の五輪塔に向かい北壇に背中合わせに各 10 基ずつ計 20 基、

南壇に背中合わせに各 10 基ずつ計 20 基の板碑がそれぞれ並べられているが、近年、定善

寺墓地から移設され並べられたと伝えられている。本例は北壇の南向き東から 3 基目にあ

たる。調整は正面・両側面・山型部とも丁寧に仕上げられているが、背面は整形時の凹凸

がわずかに残る程度に上から磨いている。側面と背面の境目には、面取りが行われ稜を消

している。わずかに前後に稜線をもつ山型は三角尖頭状の頂部から各隅に向かい直線的に
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稜を設けている。山型部直下の二条切込みはしっかりしており、断面三角形を呈する。額

部の突出もしっかりしており、額部には 2 ㎜の深さの円形が彫り沈められている。碑面中

央には題目が陰刻され、その両側およびその下部に刻銘がみられる。 

12.定善寺享禄 3 年銘板碑(表 9-12 図 46-12 図 52-12)  

本堂北側の小堂前に、正面の五輪塔に向かい北壇に背中合わせに各 10 基ずつ計 20 基、

南壇に背中合わせに各 10 基ずつ計 20 基の板碑がそれぞれ並べられているが、近年、定善

寺墓地から移設され並べられたと伝えられている。本例は北壇の南向き東から 4 基目にあ

たる。調整は正面・両側面・山型部とも丁寧に仕上げられているが、背面は磨きがやや劣

る。山型は三角尖頭状の頂部を中央にもち、頂部から各隅に向かい直線的に稜を設けてい

る。山型部直下の二条切込みはしっかりしており、断面三角形を呈する。額部の突出もし

っかりしている。碑面中央には題目が陰刻され、その両側およびその下部に刻銘がみられ

る。 

13.定善寺天文７年銘板碑(表 9-13 図 46-13 図 52-13)  

本堂北側の小堂前に、正面の五輪塔に向かい北壇に背中合わせに各 10 基ずつ計 20 基、

南壇に背中合わせに各 10 基ずつ計 20 基の板碑がそれぞれ並べられているが、近年、定善

寺墓地から移設され並べられたと伝えられている。本例は南壇の北向き東から 5 基目にあ

たる。調整は背面も含め、正面・両側面・山型部とも丁寧に仕上げられている。前後に短

い稜線をもつ山型は三角尖頭状の頂部から各隅に向かい直線的に稜を設けている。山型部

直下の二条切込みはしっかりしており、断面三角形を呈する。額部の突出もしっかりして

いる。碑面中央には題目が陰刻され、その両側およびその下部に刻銘がみられる。 

14.定善寺天文 10 年銘板碑(表 9-14 図 46-14 図 52-14)  

本堂北側の小堂前に、正面の五輪塔に向かい北壇に背中合わせに各 10 基ずつ計 20 基、

南壇に背中合わせに各 10 基ずつ計 20 基の板碑がそれぞれ並べられているが、近年、定善

寺墓地から移設され並べられたと伝えられている。本例は北壇の南向き東から 6 基目にあ

たる。調整は正面・両側面・山型部とも丁寧に仕上げられているが、背面は磨きがやや劣

る。前後に稜線をもつ山型は三角尖頭状の頂部から各隅に向かい直線的に稜を設けている。

山型部直下の二条切込みはしっかりしており、断面三角形を呈する。額部の突出もしっか

りしている。碑面中央には題目が陰刻され、その両側およびその下部に刻銘がみられると

ともに、墨書銘も確認できるが、現在では判読できない。 
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15.定善寺天文 11 年銘板碑(表 9-15 図 46-15 図 52-15)  

本堂北側の小堂前に、正面の五輪塔に向かい北壇に背中合わせに各 10 基ずつ計 20 基、

南壇に背中合わせに各 10 基ずつ計 20 基の板碑がそれぞれ並べられているが、近年、定善

寺墓地から移設され並べられたと伝えられている。本例は南壇の北向き東から 6 基目にあ

たる。調整は正面・両側面・山型部とも丁寧に仕上げられているが、背面の磨きは粗く、

やや膨らませている。山型は三角尖頭状の頂部を中央にもち、各隅に向かい直線的に稜を

もつ。山型部直下の二条切込みはしっかりしており、断面三角形を呈する。額部の突出も

しっかりしている。碑面中央には髭題目が大きく陰刻され、その両側およびその下部に刻

銘がみられる。 

16.定善寺永禄 11 年銘板碑(表 9-16 図 46-16 図 52-16)  

本堂北側の小堂前に、正面の五輪塔に向かい北壇に背中合わせに各 10 基ずつ計 20 基、

南壇に背中合わせに各 10 基ずつ計 20 基の板碑がそれぞれ並べられているが、近年、定善

寺墓地から移設され並べられたと伝えられている。本例は北壇の南向き東から 7 基目にあ

たる。調整は正面・両側面・山型部とも丁寧に仕上げられているが、背面は磨きがやや劣

る。山型は三角尖頭状の頂部を中央にもち、各隅に向かい直線的に稜をもつ。山型部直下

の二条切込みはしっかりしており、断面三角形を呈する。額部の突出もしっかりしている。

碑面中央には髭題目が大きく陰刻され、その両側およびその下部に刻銘がみられる。また、

基部の突出もみられる。 

17.定善寺永禄 12 年銘板碑(表 9-17 図 46-17 図 52-17)  

本堂北側の小堂前に、正面の五輪塔に向かい北壇に背中合わせに各 10 基ずつ計 20 基、

南壇に背中合わせに各 10 基ずつ計 20 基の板碑がそれぞれ並べられているが、近年、定善

寺墓地から移設され並べられたと伝えられている。本例は南壇の北向き東から 7 基目にあ

たる。調整は正面・両側面・山型部とも丁寧に仕上げられているが、背面は粗い磨きが施

されている。山型は三角尖頭状の頂部を中央よりやや後方にもち、各隅に向かい直線的に

稜をもつ。山型部直下の二条切込みはしっかりしており、断面三角形を呈する。額部の突

出は低い。碑面中央には髭題目が陰刻され、その両側およびその下部に刻銘がみられる。 

18.定善寺元亀 3 年銘 1 号板碑(表 9-18 図 46-18 図 52-18)  

本堂北側の小堂前に、正面の五輪塔に向かい北壇に背中合わせに各 10 基ずつ計 20 基、

南壇に背中合わせに各 10 基ずつ計 20 基の板碑がそれぞれ並べられているが、近年、定善

寺墓地から移設され並べられたと伝えられている。本例は北壇の南向き東から 9 基目にあ
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たる。調整は正面・両側面・山型部とも丁寧に仕上げられているが、背面は粗い鑿痕を残

したままである。山型は三角尖頭状の頂部を中央にもち、各隅に向かい直線的に稜をもつ。

山型部直下の二条切込みはしっかりしており、断面三角形を呈する。額部の突出もしっか

りしており、額部正面に円形を 8 ㎜の深さで彫り沈めている。碑面中央には題目が陰刻さ

れ、その両側およびその下部に刻銘がみられる。 

19.定善寺元亀 3 年銘 2 号板碑(表 9-19 図 47-19 図 52-19)  

本堂北側の小堂前に、正面の五輪塔に向かい北壇に背中合わせに各 10 基ずつ計 20 基、

南壇に背中合わせに各 10 基ずつ計 20 基の板碑がそれぞれ並べられているが、近年、定善

寺墓地から移設され並べられたと伝えられている。本例は南壇の北向き東から 9 基目にあ

たる。調整は正面・両側面・山型部とも丁寧に仕上げられているが、背面は粗い磨きが施

されている。山型は三角尖頭状の頂部を中央にもち、各隅に向かい直線的に稜をもつ。山

型部直下の二条切込みはしっかりしており、断面三角形を呈する。額部の突出はやや低い。

碑面中央には題目が陰刻され、その両側およびその下部に刻銘がみられる。 

20.定善寺元亀 3 年銘 3 号板碑(表 9-20 図 47-20 図 52-20) 

 本堂北側の小堂前に、正面の五輪塔に向かい北壇に背中合わせに各 10 基ずつ計 20 基、

南壇に背中合わせに各 10 基ずつ計 20 基の板碑がそれぞれ並べられているが、近年、定善

寺墓地から移設され並べられたと伝えられている。本例は北壇の南向き東から 8 基目にあ

たる。調整は正面・両側面・山型部とも丁寧に仕上げられているが、背面は粗い鑿痕を残

したままである。山型は三角尖頭状の頂部を中央にもち、各隅に向かい直線的に稜をもつ。

山型部直下の二条切込みはしっかりしており、断面三角形を呈する。額部の突出はやや低

い。碑面中央には題目が陰刻され、その両側及び下部に刻銘がみられる。 

21.定善寺元亀 3 年銘 4 号板碑(表 9-21 図 47-21 図 52-21)  

本堂北側の小堂前に、正面の五輪塔に向かい北壇に背中合わせに各 10 基ずつ計 20 基、

南壇に背中合わせに各 10 基ずつ計 20 基の板碑がそれぞれ並べられているが、近年、定善

寺墓地から移設され並べられたと伝えられている。本例は南壇の北向き東から 8 基目にあ

たる。調整は正面・両側面・山型部とも丁寧に仕上げられているが、背面は粗い鑿痕を残

したままである。背の低い山型は三角尖頭状の頂部を中央よりやや後方にもち、各隅に向

かい直線的に稜をもつ。山型部直下の二条切込みはしっかりしており、断面三角形を呈す

る。額部の突出はやや低い。碑面中央には題目が陰刻され、その両側に刻銘がみられる。 
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22.定善寺天正 5 年銘板碑(表 9-22 図 47-22 図 52-22)  

本堂北側の小堂前に、正面の五輪塔に向かい北壇に背中合わせに各 10 基ずつ計 20 基、

南壇に背中合わせに各 10 基ずつ計 20 基の板碑がそれぞれ並べられているが、近年、定善

寺墓地から移設され並べられたと伝えられている。本例は五輪塔の並びに配されている。

調整は正面・両側面・山型部とも丁寧に仕上げられ、背面は粗い加工痕を残すままである。

山型は三角尖頭状の頂部を中央よりやや後方にもち、各隅に向かい直線的に稜をもつ。山

型部直下の二条切込みはしっかりしており、断面三角形を呈する。額部の突出もしっかり

しており、額部正面には円形を 2 ㎜程度彫り沈めている。碑面中央には定善寺 9 世の名が

陰刻され、その両側に刻銘がみられる。碑身下はやや広めの加工痕を残す部分がみられる。 

23.定善寺慶長 7 年銘板碑(表 9-23 図 47-23 図 52-23)  

本堂北側の小堂前に、正面の五輪塔に向かい北壇に背中合わせに各 10 基ずつ計 20 基、

南壇に背中合わせに各 10 基ずつ計 20 基の板碑がそれぞれ並べられているが、近年、定善

寺墓地から移設され並べられたと伝えられている。本例は南壇の北向き東から 10 基目にあ

たる。調整は正面・両側面・山型部とも丁寧に仕上げられているが、背面は粗い加工痕を

残したままである。山型は三角尖頭状の頂部を中央にもち、各隅に向かい直線的に稜をも

つ。山型部直下の二条切込みはしっかりしており、断面三角形を呈する。額部の突出もし

っかりしている。碑面中央には題目が陰刻され、その両側に刻銘がみられる。 

24.定善寺慶長 8 年銘板碑(表 9-24 図 47-24 図 53-24)  

本堂北側の小堂前に、正面の五輪塔に向かい北壇に背中合わせに各 10 基ずつ計 20 基、

南壇に背中合わせに各 10 基ずつ計 20 基の板碑がそれぞれ並べられているが、近年、定善

寺墓地から移設され並べられたと伝えられている。本例は南壇の北向き東から 10 基目にあ

たる。調整は正面・両側面・山型部とも丁寧に仕上げられているが、背面は粗い鑿痕を残

したままである。山型は三角尖頭状の頂部を中央にもち、各隅に向かい直線的に稜をもつ。

山型部直下の二条切込みはしっかりしており、断面三角形を呈する。山型下部から額部に

かけての表面が剥落しているが、額部の突出もしっかりしており、額部正面に円形を彫り

沈めていることが確認できる。碑面中央には題目が陰刻され、その両側及び下部に刻銘が

みられ、基部は突出している。 

25.定善寺元和 10 年銘板碑(表 9-25 図 47-25 図 53-25)  

本堂北側の小堂前に、正面の五輪塔に向かい北壇に背中合わせに各 10 基ずつ計 20 基、 
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南壇に背中合わせに各 10 基ずつ計 20 基の板碑がそれぞれ並べられているが、近年、定善

寺墓地から移設され並べられたと伝えられている。本例は北壇の北向き東から 1 基目にあ

たる。調整は正面・両側面・山型部とも雑であり、バランスも悪い。背面は磨かれている

ものの、加工痕の凹凸を消しきれていない。山型は三角尖頭状の頂部を中央にもち、各隅

に向かい直線的に稜をもつ。山型部直下の二条切込みはしっかりしており、断面三角形を

呈する。額部の突出もしっかりしており、額部正面に中央を丸く膨らませる日輪を彫り沈

めている。碑面中央には題目が陰刻され、その両側に刻銘がみられる。 

26.定善寺寛永 6 年銘 1 号板碑(表 10-26 図 47-26 図 53-26)  

本堂北側の小堂前に、正面の五輪塔に向かい北壇に背中合わせに各 10 基ずつ計 20 基、

南壇に背中合わせに各 10 基ずつ計 20 基の板碑がそれぞれ並べられているが、近年、定善

寺墓地から移設され並べられたと伝えられている。本例は南壇の南向き東から 2 基目にあ

たる。調整は正面・両側面・山型部とも雑であり、バランスも悪い。背面は粗い加工痕を

残したままである。山型は三角尖頭状の頂部を中央にもち、各隅に向かい直線的に稜をも

つ。山型部直下の二条切込みはしっかりしており、断面三角形を呈する。額部の突出は低

い。碑面中央には題目が陰刻され、その両側に刻銘がみられる。基部の突出もみられるが

雑であり、バランスも悪い。 

27.定善寺寛永 6 年銘 2 号板碑(表 10-27 図 47-27 図 53-27)  

本堂北側の小堂前に、正面の五輪塔に向かい北壇に背中合わせに各 10 基ずつ計 20 基、

南壇に背中合わせに各 10 基ずつ計 20 基の板碑がそれぞれ並べられているが、近年、定善

寺墓地から移設され並べられたと伝えられている。本例は北壇の北向き東から 2 基目にあ

たる。調整は正面・両側面・山型部とも丁寧に仕上げられているが、背面は粗い加工痕を

残す箇所と磨いている箇所がみられる。山型は三角尖頭状の頂部を中央よりやや後方にも

ち、各隅に向かい直線的に稜をもつ。山型部直下の二条切込みはしっかりしており、断面

三角形を呈する。額部の突出は低い。碑面には下方両側に刻銘がみられる。 

28.成願寺板碑(表 10-28 図 47-28 図 53-28) 

成願寺境内に他所から移されたとされる宝篋印塔をはじめとした石塔群がみられるが、

その中に存在する。横幅の広い板碑であり、調整は正面・両側面・山型部とも丁寧に仕上

げられているが、背面は粗い鑿痕を残す。山型頂部は破損しているが、三角尖頭状のもの

が後方にのびると考えられる。額部には 3 点、横並びに月輪が彫り沈められているが、中

央を丸く膨らませている。碑面中央には五輪塔東方門の梵字種子が彫られ、その両側にも
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刻銘がみられる。山型部直下の二条切込みは断面三角形を呈するが小さいせいか彫りが浅

い。額部の突出は低く、基部は碑面下部が埋められているため、その様相をうかがい知る

ことができない。 

29.入田墓地 1 号板碑(表 10-29 図 47-29 図 53-29) 

丘陵尾根上に営まれている入田地区共有墓地の端に 3 基の板碑が並べて立てられている

が、中央の小さなものをはさみ向かって右を 1 号板碑、左を 2 号板碑としたが、双方同型

式であり、同じ造立年月日が刻まれているため、双碑として建塔されたことがうかがえる。

2 号板碑と比較してやや大きい。調整は正面・両側面・山型部とも丁寧に仕上げられてい

るが、背面は粗い鑿痕を残し、やや膨らませている。山型は三角尖頭状の頂部を中央にも

ち、各隅に向かい直線的に稜をもつ。額部に月輪が 2 重に彫られているが、外側は浅く、

内側は深く彫り沈められている。碑面には両端に刻銘がみられる。山型部直下の二条切込

みはやや浅い断面三角形を呈する。額部および基部の突出は低い。 

30.入田墓地２号板碑(表 10-30 図 47-30 図 53-30) 

丘陵尾根上に営まれている入田地区共有墓地の端に 3 基の板碑が並べて立てられている

が、中央の小さなものをはさみ向かって右を 1 号板碑、左を 2 号板碑としたが、双方同型

式であり、同じ造立年月日が刻まれているため、双碑として建塔されたことがうかがえる。

1 号板碑と比較してやや小さい。調整は正面・両側面・山型部とも丁寧に仕上げられてい

るが、背面は粗い鑿痕を残し、やや膨らませている。山型は三角尖頭状の頂部を中央にも

ち、各隅に向かい直線的に稜をもつ。額部に月輪が 2 重に彫られているが、外側は浅く、

内側は深く彫り沈められている。碑面には刻銘がみられるが、1 号板碑に比較して彫りが

やや雑である。中央の戒名の上には墨書がみられるが、判読できない。山型部直下の二条

切込みはやや浅い断面三角形を呈する。額部および基部の突出は低い。 

31.宗光寺板碑(表 10-31 図 47-31 図 53-31) 

境内入口の一角に単独で立てられている。調整は背面も含めて各面、ひじょうに丁寧に

仕上げられている。山型頂部は三角尖頭状に尖り、頂部は正面・側面とも中央に位置する。

二条切込みはみられない。正面上端にはきわめて浅い月輪内に文字が刻まれ、月輪下に刻

銘がみられる。方柱形に整形された基礎をもつが、碑身と基礎の連結部がコンクリートで

固められており、詳細は明らかでない。 

32. 城ヶ崎嘉暦3年銘板碑(表10-32 図47-32 図53-32) 

城ヶ崎俳人墓地の一角に中世の石造物が集められており、その中にみられる。中央で折 
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損しているが、各破片を実測し、図上で復元した。調整は粗い加工痕を残す背面以外は各

面丁寧に仕上げられている。また、基礎部は地下に埋設されることを意識されたせいか粗

い加工痕を残すままである。正面観は上方にいくにしたがいわずかに細く仕上げている。

山型は照屋根状に反り、頂部は中央よりやや後に位置する。正面から側面にまわす二条切

込みは断面三角形で彫りが深く、額部・基部とも前方に突出させている。碑身上端には梵

字種子がきわめて大きく薬研彫りされており、梵字下には刻銘がみられる。 

33. 城ヶ崎寛永8年銘板碑(表10-33 図47-33 図53-33) 

城ヶ崎俳人墓地の一角に中世の石造物も集められており、その中にみられる。正面幅・

側面幅とも、上下において差がなく、調整はやや膨らませる背面も含めて各面、ひじょう

に丁寧に仕上げられている。山型はわずかに膨らませ、山型頂部は中央において16cm、横

方向に稜をもち、奥行きは中央に頂部をもつ。正面及び側面にまわす二条切り込みは断面

三角形でしっかりしている。額部には卍が平彫りされている。額部は突出し、碑身正面及

び両側面の隅はわずかに彫り沈め、輪郭を設けている。碑身正面中央には大きく舟形光背

を彫り沈めた中に蓮華座にのる観音座像を陽刻している。この観音座像の左右に銘文を小

さく刻んでいる。 

34.明星寺板碑(表 10-34 図 48-34 図 53-34) 

明星寺境内の一角に石塔や墓碑が集められている箇所があり、その中にみられる。各面

とも非常に丁寧に磨かれており、正面下端に 2 か所の舟形光背の龕を造り蓮華座にのる仏

像を陽刻している。向かって右は阿弥陀如来、左は印相が明確ではないが、釈迦如来であ

ろうか。その上部及び向かって右側面には刻銘がみられる。山型部の正面観はやや膨らま

せ、山型頂部は中央で前後に稜線をもたせている。山型部直下の二条切込みは浅い断面三

角形を呈する。 

35. 清武城跡大永4年銘1号板碑(表10-35 図48-35 図53-35) 

伊東氏供養塔群の中央に立てられている伊東祐堯・祐国供養塔とされている板碑である。

正面幅・側面幅とも、上下において差がなく、調整は背面も含めて各面、ひじょうに丁寧

に仕上げられている。碑身から山型まで平らに仕上げられ、正面観が三角の山型は正面か

ら背面にむかい切り落とされている。二条切り込みは小さく、また、上下に間隔をもつ。

碑身には輪郭を設け、月輪や蓮華座を表現するため、それ以外の部分を彫り凹めている。

月輪内に梵字を刻むほか、輪郭内の上下部分に装飾の意匠を表現しており、蓮華座の下に

は小さく刻銘がみられる。 
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36. 清武城跡大永4年銘２号板碑(表10-36 図48-36 図54-36) 

伊東氏供養塔群の一角の向かって左側に並べられている板碑群中のひとつである。多田

隈豊秋が調査した際は切損していたが（多田隈豊秋 1978）、現在はコンクリートで繋げ

られている。正面幅は上下において同じであるが、側面幅は上方に行くにしたがい薄く仕

上げられている。正面は碑身から山型まで平らに仕上げられ、二条切込みは線刻に近く、

間があけられており、下側の切込みのみ側面に廻している。碑身は輪郭をもち彫り沈めら

れ、上端に蓮華座をもつ月輪内に阿弥陀三尊の梵字種子が刻まれている。また、下端には

大きく蓮華座が線刻によりあらわされている。この上下の間に細線陰刻の界線を設け、そ

の間に中央に大日法身真言の梵字種子、また、その両側に銘文が刻まれている。後方両側

面は大きく面取りされており、平面形の断面が六角形を呈する。基礎は前方に突出させ、

上面2か所に円形の穿孔がみられる。 

37. 清武城跡永禄5年銘板碑(表10-37 図48-37 図54-37) 

伊東氏供養塔群の向かって右側に立てられている宮田安芸守墓とされている板碑である。

正面幅は上下においてほとんど差がなく、平らに仕上げられていない背面は上方にいくに

したがいうすく仕上げられている。調整は正面・両側面とも、ひじょうに丁寧に仕上げら

れている。正面は碑身から山型まで平らに仕上げられ、山型は中央で稜をもつ。二条切り

込みは線刻に近く、間があけられている。碑身上端には月輪や蓮華座が線刻で表現され、

月輪内には梵字種子が薬研彫りされているが、細くて弱い。蓮華座の下には小さく刻銘が

みられる。 

38. 清武城跡文禄５年銘板碑(表10-38 図48-38 図54-38) 

伊東氏供養塔群の向かって左側に立てられている宮田藤五郎墓とされている板碑である。

正面幅・側面幅は上下において同じであり、調整は各面、ひじょうに丁寧に仕上げられて

いる。正面は碑身から山型まで平らに仕上げられ、山型は中央で稜をもつ。二条切込みは

断面三角形で彫りもよい。碑身上端には月輪や蓮華座が線刻で表現され、月輪内には梵字

種子が薬研彫りされている。蓮華座の下には小さく刻銘がみられるが、下半は風化がいち

じるしく判読できない。 

39. 清武城跡慶長7年銘板碑(表10-39 図48-39 図54-39) 

清武城の一角に独立した小さい丘陵があり、その上に単独で立てられている。正面幅・

側面幅は上下において同じであるが、正面幅よりは背面幅のほうが狭い。調整は各面、丁
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寧に仕上げられている。横幅が広くひじょうに大ぶりな板碑である。山型頂部は後方にお

いて6cm、前後に稜をもつ。側面まで廻す二条切り込みは断面三角形で彫りもよく、縦幅 

が広い。碑身上端には「卍」が大きく彫られ、その下に銘文が大きく刻まれている。 

40. 彦山寺跡1号板碑(表10-40 図48-40 図54-40) 

彦山寺跡石塔群の最奥部に2基並立の板碑がみられるが、そのうちの1基である。調整は

細かい鑿痕を含め、粗い加工痕を残す背面以外は各面丁寧に仕上げられているが、側面と

背面の間に粗い面取りが施されている特徴をもつ。山型から二条切込みまで磨滅が著しい

が、山型頂部は中央よりやや後ろに位置し、正面から側面にまわす二条切込みは断面三角

形で彫りが深い。額部から碑身にかけて、正面をやや膨らませており、額部と碑身上端に

梵字種子を薬研彫りしている。碑身上端の梵字種子は雄大で、中に墨を入れている。梵字

下には墨を入れた刻銘がみられるが、細かく丁寧に彫られている。 

41. 彦山寺跡2号板碑(表10-41 図48-41 図54-41) 

彦山寺跡石塔群の最奥部に 2 基並立の板碑がみられるが、そのうちの 1 基である。1 号

板碑に比較して、大きさがかなり小さく細身の特徴をもつ。調整は粗い加工痕を残し、ま

た、側面に細かい鑿痕を残し、その側面と背面の間には粗い面取りが施されている特徴を

もつ。正面に関しては丁寧な調整が施されている。山型から二条切込みまで磨滅が著しい

が、山型頂部は中央に位置し、正面から側面にまわす二条切込みは断面三角形で彫りが深

い。額部と碑身上端に梵字種子を入れているが、額部の梵字種子はきわめて小さい反面、

碑身上端の梵字種子は雄大で、中に墨を入れている。梵字下には墨を入れた刻銘がみられ

るが、細かく丁寧に彫られている。 

42. 彦山寺跡3号板碑(表10-42 図49-42 図54-42) 

彦山寺跡石塔群最奥部の 2 基並立の板碑に向かい右側の自然石塔婆群の後ろに並べられ

ている。調整はすべての面を丁寧に仕上げているが、整形のバランスが悪い。正面幅・側

面幅とも上下において同じであるが、背面をわずかに膨らませている。正面は碑身から山

型まで平らに仕上げられ、二条切込み・額部はみられず、碑身正面に輪郭をとり、中を彫

り沈めている。輪郭内の上端には梵字種子が薬研彫りされており、その下に銘文が刻まれ

ている。この碑身は方柱石の基礎上に置かれている。 

43. 合窪橋板碑(表10-43 図49-43 図54-43) 

河畔の空き地の隅に単独で立てられている板碑であるが、他所から移されたと伝えられ

ている。調整は背面も含めて各面、ひじょうに丁寧に仕上げられている。額部をわずかに
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突出させ、額部から山型まで平らに仕上げられている。正面観が三角の山型は正面から背

面にむかい切り落とされている。切込みは正面２条であり、正面2条のうち上の切込みを側

面に廻している。正面2条の切込みは断面三角形だが少し間をあけている。額部には2㎜程

度の深さの月輪を彫り沈めている。碑身上端には梵字種子を刻むほか、その下には小さく

刻銘がみられる。 

44. 野々見谷板碑(表10-44 図49-44 図54-44) 

伊東尹祐の供養塔と伝えられている板碑である。正面幅・側面幅とも、上下において差

がなく、調整はやや背面も含めて各面、ひじょうに丁寧に仕上げられている。碑身から山

型まで平らに仕上げられ、正面観が三角の山型は、正面から背面にむかい、2段に切り落と

されている。二条切込みは断面三角形で浅いが、側面まで廻している。額部正面には線刻

による月輪内に「喝」と大きく陰刻されている。額部と碑身との境には、片切彫りの線刻

を設けている。正面および背面には刻銘が大きくみられる。 

45. 折田代公民館板碑(表10-45 図49-45 図54-45) 

公民館前にコンクリート製覆屋を設け、その中に安置されている板碑である。きわめて

小型であり、各面とも丁寧に調整されているが、背面のみ粗い部分をもつ。側面はやや丸

く膨らませている。上部を丸く仕上げた正面上端に月輪を線刻し、中に梵字種子を線刻し

ている。月輪下には二条線を刻んでおり、その下に刻銘がみえる。 

46. 折生田板碑(表10-46 図49-46 図55-46) 

寺院跡伝承地の低い丘陵頂部の平坦地に営まれた木製覆屋に置かれている板碑である。

三つに折損し、本来埋められていたであろう基礎部分も含めて、すべての部位の様相がわ

かる好例である。正面幅・側面幅とも下方にいくにしたがい、ひじょうにわずかに厚く仕

上げられている。調整は背面も含めて、各面、丁寧に仕上げられている。背面は平ら、正

面はわずかに丸く仕上げられている。碑身上方には梵字種子が大きく薬研彫りされている。

梵字種子下には大きい楷書体の刻銘もみられ、梵字種子・刻銘には墨が入れられている。

三角尖頭状に尖る山型頂部は、中央付近に位置する。正面から側面にまわす二条切込みは

断面三角形で彫りが深く、額部を大きく前方に突出させている。埋められていた基礎部分

は、正面・側面とも粗い加工痕を残し、わずかに膨らませている。 

47.大迫寺跡永仁3年銘板碑(表10-47 図49-47 図55-47) 

大迫寺跡と伝えられる最奥部の丘陵斜面に平坦地を造成し、鎌倉期以降の石造物群を並

べている。この板碑は石造物群の最下段端にみられる。碑面は中央部をひじょうにわずか
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に膨らませ、両側面を含めて丁寧に仕上げている。背面は多少粗い成形のままであり、わ

ずかに膨らませている。丸く仕上げた山型頂部は、中央よりやや後ろに位置する。碑身に

は上端に、２重の方形の枠を線刻し、枠内の中央にやや大きな円相、それを計８個の２重

円相が円形でとり囲み、梵字種子で胎蔵界中台八葉院を表している。梵字は、細かく薬研

彫りし、中に墨を入れている。円相は墨書で表わし８個の二重円相間には三鈷を墨書して

いるが、ほとんどが消えつつある。方形枠内四隅にも墨画がみられるが、その意匠は判別

できない。この胎蔵界中台八葉院下には刻銘がみられる。正面から側面にまわす二条切込

みは断面三角形だが、彫りがやや弱い印象を受ける。額部を前方に突出させているが、基

部については埋められており、基部の突出が存在するかどうかは確認できない。 

48.大迫寺跡正平25年銘板碑(表10-48 図49-48 図55-48) 

大迫寺跡と伝えられる最奥部の丘陵斜面に平坦地を造成し、鎌倉期以降の石造物群を並

べている。この板碑は石造物群の最上段中央付近にみられる。碑身にみられる陰刻された

蓮台の上部においてほぼ水平に折損しているが、そのまま上にのせて復元しているが、最

上部は、梵字種子上端を含めて山型・額部とも欠失している。調整はやや膨らませた背面

が粗い加工痕を残しているほかは各面丁寧に仕上げられている。正面観は上方にいくにし

たがい、細く仕上げている。碑面上部に蓮肉をみせる蓮華座が輪郭を残して陰刻され、そ

の上に梵字種子を大きく薬研彫りし、蓮台および種子には墨が入れられている。なお、蓮

台と種子にはそれを囲む大円相の下部と、欠失した上部にも上側の細線陰刻の一部が残さ

れている。円相下には刻銘がみられ、墨が入れられているほかに墨書だけの銘も存在する。

基部の突出は大きく、方柱状の基礎石にのせられている。 

49.大迫寺跡天正5年銘1号板碑(表10-49 図49-49 図55-49) 

大迫寺跡と伝えられる最奥部の丘陵斜面に平坦地を造成し、鎌倉期以降の石造物群を並

べている。この板碑は石造物群の中段中央付近にみられる。正面幅・側面幅とも、上下に

おいて差がなく、調整は正面及び両側面、ひじょうに丁寧に仕上げられている。背面のみ

粗い成形痕を残すが、磨かれている。碑身から山型まで平らに仕上げられ、山型は正面か

ら背面まで頂部に背面に下っていく稜線をもっている。山型直下には二条切込みが正面及

び両側面にみられるが、断面三角形の二条切込みはやや浅く、上下の切込み間に少し間隔

がある。碑身上端に梵字種子を薬研彫りし、その下に銘文を刻んでいる。 

50.大迫寺跡天正5年銘2号板碑(表10-50 図49-50 図55-50) 

大迫寺跡と伝えられる最奥部の丘陵斜面に平坦地を造成し、鎌倉期以降の石造物群を並 
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べている。この板碑は石造物群の中段中央付近にみられる。正面幅・側面幅とも、上下に

おいて差がなく、調整は正面及び両側面、ひじょうに丁寧に仕上げられているが、背面の

み粗い加工痕を残す。碑身から山型まで平らに仕上げられ、山型は正面から背面まで頂部

に稜線をもっている。山型直下には二条切込みが正面及び両側面にみられるが、断面三角

形の二条切込みは深く、上下の切込み間に少し間隔がある。碑身上端に梵字種子を大きく

薬研彫りし、その下に銘文を刻んでいる。 

51.大迫寺跡慶長11年銘板碑(表10-51 図50-51 図55-51) 

大迫寺跡と伝えられる最奥部の丘陵斜面に平坦地を造成し、鎌倉期以降の石造物群を並

べている。この板碑は石造物群の中段中央付近にみられる。正面幅・側面幅とも、上下に

おいて差がなく、調整は背面も含めて各面、ひじょうに丁寧に仕上げられている。碑身か

ら山型まで平らに仕上げられ、碑身上端の月輪周囲を方形に彫り沈めて、月輪を陽刻して

いるように仕上げている。月輪内には梵字種子を薬研彫りし、月輪下に銘文を刻んでいる。

山型頂部は三角尖頭状に尖り、前方に7cm、稜線をもたせ、背面に向けて切り落とす形態を

もつ。碑身下には基礎石があり、基礎石は丁寧に仕上げられ、上面に繰形座がみられる。 

52.大迫寺跡元和2年銘板碑(表10-52 図50-52 図55-52) 

大迫寺跡と伝えられる最奥部の丘陵斜面に平坦地を造成し、鎌倉期以降の石造物群を並

べている。本例は正面幅・側面幅とも、上下において差がなく、調整は背面も含めて各面、

ひじょうに丁寧に仕上げられている。碑身から山型まで平らに仕上げられ、碑身上端の月

輪周囲を方形に彫り沈めて、月輪を陽刻しているように仕上げている。月輪内には梵字種

子を薬研彫りし、月輪下に銘文を刻んでいる。山型頂部は三角尖頭状に尖り、前方に7cm、

稜線をもたせ、背面に向けて切り落とす形態をもつ。碑身下には基礎石があり、基礎石は

丁寧に仕上げられ、上面をわずかに膨らませ、碑身の周囲に薄い方形座がみられる。 

53.大迫寺跡寛永6年銘板碑(表11-53 図50-53 図55-53) 

大迫寺跡と伝えられる最奥部の丘陵斜面に平坦地を造成し、鎌倉期以降の石造物群を並

べている。この板碑は石造物群の最下段の一番奥に単独で立てられている。正面幅は上下

において差がないが、厚さは山型にいくにしたがい薄く成形されている。正面及び山型上

面は丁寧に仕上げられているが、両側面や背面は粗い成形痕を残す。碑身から山型まで平

らに仕上げられ、山型は正面から背面まで頂部に稜線をもっている。山型直下には断面三

角形の二条切込みが正面にのみみられる。碑身上端には非常に浅い彫り凹めによる月輪を

設け、その中に梵字種子を刻んでいる。また、月輪下には刻銘もみられる。 
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54.大迫寺跡寛永8年銘板碑(表11-54 図50-54 図55-54) 

大迫寺跡と伝えられる最奥部の丘陵斜面に平坦地を造成し、鎌倉以降の石造物群を並べ

ている。この板碑は石造物群の上段、向かって左端付近にみられる。正面幅・側面幅とも、

上下において差がなく、調整は背面も含めて各面、ひじょうに丁寧に仕上げられている。

碑身から山型まで平らに仕上げられ、碑身上端の月輪周囲を方形に彫り沈めて、月輪を陽

刻しているようにみせている。月輪内には梵字種子を薬研彫りし、月輪下に銘文を刻んで

いる。山型頂部は三角尖頭状に尖り、前方に11.5cm、稜線をもたせ、背面に向けて切り落

とす形態をもつ。碑身下の基礎石は丁寧に仕上げられ、上面に一段高い方形座がみられ、

その前に小さな円孔が2箇所に穿たれている。 

55.殿所板碑(表11-55 図50-55 図55-55) 

文明16年（1484）銘をもつ中ノ尾供養塔が所在する丘陵尾根の背後に単独で存在する板

碑である。側面幅が広く、正面幅・側面幅とも、上下において差がない。調整は正面及び

両側面、ひじょうに丁寧に仕上げられているが、背面は磨かれているものの、やや仕上げ

が劣る。山型はわずかに膨らませ、頂部は中央に位置している。山型直下にはひじょうに

浅い断面三角形の二条切込みが正面及び両側面に巡らされている。碑身正面の両側側縁を

わずかに彫り沈めて輪郭を設け、この中に銘文を刻んでいる。 

56.歓楽寺跡正和4年銘板碑(表11-56 図50-56 図55-56) 

歓楽寺跡と伝えられる丘陵裾部の緩斜面に細かい平坦地を連続して造成し、鎌倉期以降

の石造物群を並べている。この板碑は最も入口に近い位置に立てられている。調整はやや

膨らませた背面も含めて各面丁寧に仕上げられている。正面観は上方にいくにしたがいわ

ずかに細く仕上げている。碑身には梵字種子が存在していたであろうが、削られており、

判読できない。梵字種子下には銘文もみられる。山型頂部は三角尖頭状に尖り、中央に位

置する。正面から側面にまわす二条切込みは断面三角形で彫りが深く額部・基部とも前方

に突出させている。鎌倉後期のものとしては、小ぶりであるが、つくりがよい。 

57.歓楽寺跡正慶2年銘板碑(表11-57 図50-57 図55-57) 

歓楽寺跡と伝えられる丘陵裾部の緩斜面に細かい平坦地を連続して造成し、鎌倉期以降

の石造物群を並べている。この板碑は石造物群の中央付近にみられる。折損し、3点の破片

になっているが、各破片を実測し、図上で復元した。調整はやや膨らませた背面も含めて

各面丁寧に仕上げられている。正面観は上方にいくにしたがいわずかに細く仕上げている。

碑身には上端に梵字種子が大きく薬研彫りされており。梵字種子下には銘文がみられる。
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山型は照屋根状に反り、頂部は中央よりわずかに後ろに位置する。正面から側面にまわす

二条切込みは断面三角形で彫りが深く、額部・基部とも前方に突出させている。 

表９ 日向における紀年銘をもつ整形板碑一覧① 

番号  名称  所在地  紀年銘  西暦  石材  参考文献  

1 光福寺跡大師堂板碑  宮崎県延岡市南方吉野  永正 15 年  1518 凝灰岩  宮崎県 1942 

2 小園福寿庵跡天正 5 年銘板碑  宮崎県門川町小園  天正 5 年  1577 凝灰岩    

3 小松板碑   宮崎県門川町川内  文明 5 年  1473 凝灰岩  宮崎県 1942 

4 本善寺大永 7 年銘板碑  宮崎県日向市富島町日知屋  大永 7 年  1527 凝灰岩    

5 本善寺享禄 4 年銘板碑  宮崎県日向市富島町日知屋  享禄 4 年  1531 凝灰岩    

6 本善寺天正 13 年銘板碑  宮崎県日向市富島町日知屋  天正 13 年  1585 凝灰岩    

7 本善寺寛永 10 年銘板碑  宮崎県日向市富島町日知屋  寛永 10 年  1633 凝灰岩    

8 定善寺永正 12 年銘１号板碑  宮崎県日向市財光寺  永正 12 年  1515 凝灰岩  緒方博文 1999 

9 定善寺永正 12 年銘２号板碑  宮崎県日向市財光寺  永正 12 年  1515 凝灰岩  緒方博文 1999 

10 定善寺永正 14 年銘板碑  宮崎県日向市財光寺  永正 14 年  1517 凝灰岩  緒方博文 1999 

11 定善寺大永 6 年銘板碑  宮崎県日向市財光寺  大永 6 年  1526 凝灰岩  緒方博文 1999 

12 定善寺享禄 3 年銘板碑  宮崎県日向市財光寺  享禄 3 年  1530 凝灰岩  緒方博文 1999 

13 定善寺天文 7 年銘板碑  宮崎県日向市財光寺  天文 7 年  1538 凝灰岩  緒方博文 1999 

14 定善寺天文 10 年銘板碑  宮崎県日向市財光寺  天文 10 年  1541 凝灰岩  緒方博文 1999 

15 定善寺天文 11 年銘 1 号板碑  宮崎県日向市財光寺  天文 11 年  1542 凝灰岩  緒方博文 1999 

16 定善寺永禄 11 年銘板碑  宮崎県日向市財光寺  永禄 11 年  1568 凝灰岩  緒方博文 1999 

17 定善寺永禄 12 年銘板碑  宮崎県日向市財光寺  永禄 12 年  1569 凝灰岩  緒方博文 1999 

18 定善寺元亀 3 年銘 1 号板碑  宮崎県日向市財光寺  元亀 3 年  1572 凝灰岩  緒方博文 1999 

19 定善寺元亀 3 年銘 2 号板碑  宮崎県日向市財光寺  元亀 3 年  1572 凝灰岩  緒方博文 1999 

20 定善寺元亀 3 年銘 3 号板碑  宮崎県日向市財光寺  元亀 3 年  1572 凝灰岩  緒方博文 1999 

21 定善寺元亀 3 年銘 4 号板碑  宮崎県日向市財光寺  元亀 3 年  1572 凝灰岩  緒方博文 1999 

22 定善寺天正 5 年銘板碑  宮崎県日向市財光寺  天正 5 年  1577 凝灰岩  緒方博文 1999 

23 定善寺慶長 7 年銘板碑  宮崎県日向市財光寺  慶長 7 年  1602 凝灰岩  緒方博文 1999 

24 定善寺慶長 8 年銘板碑  宮崎県日向市財光寺  慶長 8 年  1603 凝灰岩  緒方博文 1999 

25 定善寺元和 10 年銘板碑  宮崎県日向市財光寺  元和 10 年  1624 凝灰岩  緒方博文 1999 
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表 10 日向における紀年銘をもつ整形板碑一覧② 

番号  名称  所在地  紀年銘  西暦  石材  参考文献  

26 定善寺寛永 6 年銘 1 号板碑  宮崎県日向市財光寺  寛永 6 年  1629 凝灰岩  緒方博文 1999 

27 定善寺寛永 6 年銘 2 号板碑  宮崎県日向市財光寺  寛永 6 年  1629 凝灰岩  緒方博文 1999 

28 山陰成願寺板碑   宮崎県東郷町山陰鶴の内  慶長 8 年  1603 凝灰岩  多田隈豊秋 1978 

29 入田墓地 1 号板碑  宮崎県美郷町南郷鬼神野  慶長 2 年  1597 凝灰岩  

 

30 入田墓地 2 号板碑  宮崎県美郷町南郷鬼神野  慶長 2 年  1597 凝灰岩  

 

31 宗光寺板碑  宮崎県西都市右松  弘治 3 年  1557 安山岩  多田隈豊秋 1978 

32 城ケ崎嘉暦 3 年銘板碑  宮崎県宮崎市赤江城ケ崎  嘉暦 3 年  1328 凝灰岩  甲斐常興、伊豆道明 1978 

33 城ケ崎寛永 8 年銘板碑  宮崎県宮崎市赤江城ケ崎  寛永 8 年  1631 凝灰岩  甲斐常興、伊豆道明 1978 

34 明星寺板碑  宮崎県宮崎市中原町  慶長 11 年  1606 安山岩  多田隈豊秋 1978 

35 清武城跡大永 4 年銘 1 号板碑  宮崎県清武町加納  大永 4 年  1524 凝灰岩  多田隈豊秋 1978 

36 清武城跡大永 4 年銘 2 号板碑  宮崎県清武町加納  大永 4 年  1524 凝灰岩  多田隈豊秋 1978 

37 清武城跡永禄 5 年銘板碑  宮崎県清武町加納  永禄 5 年  1562 安山岩  多田隈豊秋 1978 

38 清武城跡文禄 5 年銘板碑  宮崎県清武町加納  文禄 5 年  1596 安山岩  多田隈豊秋 1978 

39 清武城跡慶長 7 年銘板碑  宮崎県清武町加納  慶長 7 年  1602 凝灰岩    

40 彦山寺跡 1 号板碑  宮崎県えびの市東川北  正中 2 年  1325 凝灰岩  甲斐常興、伊豆道明 1978 

41 彦山寺跡 2 号板碑  宮崎県えびの市東川北  正中 2 年  1325 凝灰岩  甲斐常興、伊豆道明 1978 

42 彦山寺跡 3 号板碑  宮崎県えびの市東川北  天文 17 年  1548 安山岩  甲斐常興、伊豆道明 1978 

43 合窪橋板碑  宮崎県西諸県郡高原町広原  天正 19 年  1591 凝灰岩  池田宗男 1993ｃ  

44 野々美谷板碑  宮崎県都城市野々美谷町  大永 4 年  1524 凝灰岩  池田宗男 1993ｂ  

45 折田代公民館板碑  宮崎県都城市吉之元町  天文 22 年  1553 凝灰岩  池田宗男 1993ａ  

46 折生田板碑  宮崎県日南市北郷町大藤甲  正応６年  1293 凝灰岩  甲斐  常興 1979、時元省二 1994 

47 大迫寺跡永仁 3 年銘板碑  宮崎県日南市吉野方迫の内  永仁 3 年  1295 凝灰岩  甲斐常興、伊豆道明 1978 

48 大迫寺跡正平 25 年銘板碑  宮崎県日南市吉野方迫の内  正平 25 年  1370 凝灰岩  甲斐常興、伊豆道明 1978 

49 大迫寺跡天正 5 年銘 1 号板碑  宮崎県日南市吉野方迫の内  天正 5 年  1577 凝灰岩    

50 大迫寺跡天正 5 年銘 2 号板碑  宮崎県日南市吉野方迫の内  天正 5 年  1577 凝灰岩    

51 大迫寺跡慶長 11 年銘板碑  宮崎県日南市吉野方迫の内  慶長 11 年  1606 凝灰岩    

52 大迫寺跡元和 2 年銘板碑  宮崎県日南市吉野方迫の内  元和 2 年  1616 凝灰岩    
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表 11 日向における紀年銘をもつ整形板碑一覧③ 

番号  名称  所在地  紀年銘  西暦  石材  参考文献  

53 大迫寺跡寛永 6 年銘板碑  宮崎県日南市吉野方迫の内  寛永 6 年  1629 凝灰岩    

54 大迫寺跡寛永 8 年銘板碑  宮崎県日南市吉野方迫の内  寛永 8 年  1631 凝灰岩    

55 殿所板碑  宮崎県日南市殿所 1405 弘治 2 年  1556 凝灰岩    

56 歓楽寺跡正和 4 年銘板碑  宮崎県日南市西弁分上隈谷  正和 4 年  1315 凝灰岩  多田隈豊秋 1978 

57 歓楽寺跡正慶 2 年銘板碑  宮崎県日南市西弁分上隈谷  正慶 2 年  1333 凝灰岩  多田隈豊秋 1978 

 

図45 日向における整形板碑の分布 



~ 139 ~ 

 

 

図46 日向における整形板碑① 
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図47 日向における整形板碑② 
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図48 日向における整形板碑③ 
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図49 日向における整形板碑④ 
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図50 日向における整形板碑実測図⑤ 
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図51 日向における整形板碑銘文① 
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図52 日向における整形板碑銘文② 
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図53 日向における整形板碑銘文③ 
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図54 日向における整形板碑銘文④ 
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図55 日向における整形板碑銘文⑤ 
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薩摩 

薩摩は、豊後・日向・大隅とともに九州を代表する整形板碑地帯といえる。その特徴と

して、比較的角塔婆の類例が目に付くが、鹿児島県薩摩川内市南瀬観音板碑をはじめとし

て、川内川流域に集中して存在する。その分布は大隅に属する鹿児島県湧水町稲葉崎や栗

野町田尾原、前項で紹介した宮崎県えびの市の資料とあわせて川内川流域に濃密な分布を

みることができ、これは九州全域をみてもきわめて多い。 

薩摩の整形板碑のほとんどが、凝灰岩製であり、豊後・肥後・日向・大隅の石材と共通

する。しかし、薩摩にはきわめて特異な凝灰岩がみられる。指宿市山川地区に産出する淡

黄色をした軟質の溶結凝灰岩、一般的に産出地名を冠し、「山川石」と呼ばれるものである。

この山川石を石材とした紀年銘板碑が、指宿市山川鰻板碑にみられる。山川石製板碑は石

材産出地である地元の薩摩半島東南部だけではなく、鹿児島湾を挟み大隅に属する鹿屋市

波之上神社に 5 基の板碑が集中して存在する。この地は水運で指宿市山川と結びつく地域

であり、紀年銘板碑に限らず、南北朝期の山川石製石塔の分布域は鹿児島湾沿岸地に分布

し、板碑の分布はその一端を示すものである。 

これに加えて、島嶼部では硫黄島に在地の凝灰岩を石材とした板碑や紀年銘をもたない

角塔婆がみられる。 

以下では、薩摩の紀年銘が残る整形板碑を紹介する。 

1.南瀬観音永仁 7 年 1 号板碑(表 12-1 図 57-1 図 58-1) 

南瀬観音石塔群の一段高い中央に位置する宝塔を取り囲み、板碑群が配されているが、

完存の角塔婆の横に 2 号板碑とともに並べられている上半部が折損した板碑である。調整

は各面、丁寧に仕上げられているが、正面のみわずかに膨らませている。正面には観音・

勢至菩薩の梵字種子を薬研彫りしているため、その上に主尊である阿弥陀如来の梵字種子

があったものと推測できる。この観音・勢至菩薩の梵字種子下や銘文が刻まれる箇所等に

割り付け線が刻まれているが、上下 2 段の割付区画のうち、下段にのみ刻銘がみられる。 

2.南瀬観音永仁 7 年 2 号板碑(表 12-2 図 57-2 図 58-2) 

南瀬観音石塔群の一段高い中央に位置する宝塔を取り囲み、板碑群が配されているが、

完存の角塔婆の横に 1 号板碑とともに並べられている上半部が折損した板碑である。調整

は各面、丁寧に仕上げられている。正面には銘文が刻まれる箇所等に割付線が刻まれてい

るが、上下 2 段の割付区画のうち、上・下段の左端部分のみ刻銘がみられる。 
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3.戸田観音 1 号板碑(表 12-3 図 57-3 図 58-3) 

戸田観音の参道に面した丘陵斜面に同規模同型式の板碑が 2 基建てられている。現在で

は、この両者とも墨書が存在し、判読が全くできない状態になってはいるが、過去に佐藤

誠が判読した梵字種子・銘文を参考にして紀年銘が確認されたとする本例のみ紹介する（佐

藤誠 1989）。調整は平坦な背面に粗い加工痕を残すほか、基部突出部および側面に細かい

鑿痕がみられるほか、丁寧に整形・調整を施している。基部から山型まで前面をわずかに

膨らませ、山型頂部は三角尖頭状に尖り、中央に位置する。正面から側面にまわす二条切

込みは断面三角形で彫りが深く、額部・基部とも前方に突出させている。 

4.草道板碑(表 12-4 図 57-4 図 58-4) 

谷状平野を見下ろす山頂の経塚に立てられている板碑であり、周辺には自然の大岩や礫

がみられる。各面とも丁寧に仕上げられており、山型から額部に相当する位置に照起りの

屋根形を陽刻する。屋根形頂部には軒丸瓦状の陽刻がみられ、前面に線刻により籠字彫り

された梵字種子がみられる。碑身には細かな丁寧な刻銘がみられる。碑身下端には蓮華請

花の浮彫りがみられ、基礎石の上面にも碑身の前面にあたる位置に蓮華の浮彫りがみられ

る。この両者で蓮華請花・反花を表現しているものと思える。 

5.高橋家 1 号板碑(表 12-5 図 57-5 図 58-5) 

高橋家敷地内の一角に 2 号板碑・自然石板碑とともに立てられている。すべての面が丁

寧に調整されており、枘により方柱形の基礎にはめられている。板碑には輪郭を囲み、彫

り凹められている。碑身にはかなり細かい陰刻により丁寧な銘文が刻まれている。山型頂

部は前面から中央付近まで稜線をもち、山型と額部の境には正面及び側面に二条切込みが

みられるが、彫りに鋭さがない。 

6.高橋家 2 号板碑(表 12-6 図 57-6 図 58-6) 

高橋家敷地内の一角に 1 号板碑・自然石板碑とともに立てられている。すべての面が丁

寧に磨かれているが整形のバランスがきわめて良くない。なお、枘により方柱形の基礎に

はめられている。板碑は前屈みに整形され、山型や碑身の側面に膨らみをもち、また、基

礎前面も丸く膨らみをもつため、角の取れた自然の礫を石材として利用したために起因す

るものかもしれない。山型頂部は側面と同様に丸く仕上げられ、山型下に二条切込みがみ

られるが、彫りに鋭さがなく、バランスも悪い。碑面には上端に円相が墨書されているほ

か、数多くの交名をはじめとした銘文が墨書されているが、現在では、上端部付近をのぞ

き、判読できない。 
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7.寿昌寺墓地板碑(表 12-7 図 57-7 図 58-7) 

寿昌寺墓地中に中央が折れて、前後に置かれている板碑である。欠損部がみられないた

め、実測図上で復元した。背面を含め、すべての面が丁寧に調整されており、背面中央に

は稜をもつふくらみがある。山型頂部は前面から中央付近まで稜線をもち、背面に向かい

切り落とされている。山型から額部は平坦に仕上げられ、碑面からわずかに突出させ、前

面に円相を深く彫り沈め、中に法衣を着た坐像を陽刻している。碑身には輪郭を囲み、彫

り凹められているが、この中にかなり細かい陰刻により丁寧な銘文が刻まれている。 

8.一之宮神社板碑(表 12-8 図 57-8 図 58-8) 

神社境内に単独で立てられている小型の板碑である。正面碑身上半から山型部にかけて

表面が磨滅しているが、故意によるものかもしれない。碑身から山型まで平らに仕上げら

れているものと想定でき、正面観が三角の山型は頂部に稜線をもち、中央付近から背面に

むかい切り落とされている。二条切込みは断面三角形でしっかりしている。碑身下部には

刻銘がみられ、最下段に陰刻線による蓮華座の上部がみえる。さらに、この下にも続くの

であろうが、埋められて確認できない。 

9.鰻板碑(表 12-9 図 57-9 図 58-9) 

 鰻地蔵堂の境内に単独で立てられ、下部に礫が積まれている。やや膨らませる背面に細

かな鑿痕を残すほかは、すべての面を丁寧に仕上げている。小型でつくりの良い点は、地

元に産出する山川石（凝灰岩）を石材としている板碑に共通する。山型頂部は三角尖頭状

に尖り、中央に位置する。正面から側面にまわす二条切込みは断面三角形で彫りが深く、

碑身上端には梵字種子が薬研彫りされ、額部・基部とも前方に突出させている。 

10.硫黄島天授 2 年銘板碑 (表 12-10 図 57-10 図 58-10) 

かつてはこの板碑のある周辺に多くの石造物が残されていたと伝えられているが、現在

はこの板碑のみが残されている。この板碑に関しても、場所が移されたと伝えられている。

調整は正面及び両側面とも、丁寧に仕上げられている。額部と碑身との境にわずかに三角

形の切込みを入れて突出させている。額部から山型まで平らに仕上げられ、正面観が三角

形の山型は正面から背面にむかい稜をもつ。断面三角形の切り込みは正面２条であり、側

面には廻されていない。碑身上端にはバンとウーンの梵字種子を薬研彫りするほか、その

下には刻銘がみられる。 

11.硫黄島慶長 15 年銘板碑 (表 12-11 図 57-11 図 58-11) 

単独で立てられている板碑である。調整は背面も含めて、丁寧に仕上げられている。額 
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部と碑身との境には境界の表示はなく、碑身から山型まで平らに仕上げられ、正面をやや

膨らませた三角形の山型は正面から背面にむかい切り落とされている。板碑の四面の隅に

はいずれも面取りが施されている。やや離れた断面三角形の切込みは正面から側面に延び

る。正面の碑身上端には細線陰刻の月輪内に梵字種子を小さく陰刻するが稚拙である。そ

の下には刻銘がみられるほか、向かって右側面にも刻銘がみられる。 

 

表 12 薩摩における紀年銘をもつ整形板碑一覧 

番号  名称  所在地  紀年銘  西暦  石材  参考文献  

1 南瀬観音永仁 7 年銘 1 号板碑  鹿児島県薩摩川内市東郷町南瀬  永仁 7 年  1299 凝灰岩  多田隈豊秋 1978 

2 南瀬観音永仁 7 年銘 2 号板碑  鹿児島県薩摩川内市東郷町南瀬  永仁 7 年  1299 凝灰岩  多田隈豊秋 1978 

3 戸田観音 1 号板碑  鹿児島県薩摩川内市中村町戸田  貞和 5 年  1349 凝灰岩    

4 草道板碑  鹿児島県薩摩川内市水引町草道  大永 2 年  1522 凝灰岩  多田隈豊秋 1978 

5 高橋家 1 号板碑  鹿児島県薩摩川内市入来町浦之名  大永 5 年  1525 凝灰岩  入来町誌編纂委員会 1978 

6 高橋家 2 号板碑  鹿児島県薩摩川内市入来町浦之名  天文 13 年  1544 凝灰岩  入来町誌編纂委員会 1978 

7 寿昌寺墓地板碑  鹿児島県薩摩川内市入来町副田  享禄 4 年  1531 凝灰岩  入来町誌編纂委員会 1978 

8 一之宮神社板碑  鹿児島県鹿児島市郡元町  大永 5 年  1525 凝灰岩  多田隈豊秋 1978 

9 鰻板碑  鹿児島県指宿市山川成川  元徳 4 年  1332 山川石  多田隈豊秋 1978 

10 硫黄島天授 2 年銘板碑  鹿児島県三島村硫黄島  天授 2 年  1376 凝灰岩    

11 硫黄島慶長 15 年銘板碑  鹿児島県三島村硫黄島  慶長 15 年  1610 凝灰岩    
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図 56 薩摩における整形板碑の分布 
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図 57 薩摩における整形板碑 
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大隅 

大隅は、豊後・日向・薩摩とともに九州を代表する整形板碑地帯といえる。正応 6 年（1293）

の南大隅町岩林寺跡 1 号板碑が最古の紀年銘資料に位置付けられ、これに次ぐ資料が、同

じ場所に所在する永仁 2 年（1294）の岩林寺跡 2 号板碑である。その分布は湧水町稲葉崎・

田尾原などの川内川流域に最も資料数が多く、前項の宮崎県えびの市の資料とあわせて川

内川流域に濃密な分布をみることができ、これは九州全域をみてもきわめて多い。また、

鹿屋市高須町、南大隅町根占など大隅半島にも狭い範囲に集中箇所が確認できる傾向があ

る。 

このような整形板碑のほとんどが、凝灰岩製であり、豊後・日向・薩摩の石材と共通す

る。しかし、薩摩の項でもふれたが、指宿市山川地区に産出する山川石を石材とした紀年

銘板碑が、鹿屋市波之上神社に集中して存在する。鹿屋市波之上神社は鹿児島湾岸に位置

し、水運で指宿市山川と結びつく地域である。紀年銘板碑に限らず、南北朝期の山川石製

石塔の分布域は鹿児島湾沿岸地に分布し、板碑の分布はその一端を示すものである。これ

らの山川石製板碑については、紀年銘板碑最大のものが鹿屋市波之上神社 5 号板碑の総高

125cm であり、きわめて小型のつくりである特徴をもつ。 

その形態のほとんどは、山型を三角形に上部に突出させ、山型下に二条切込み、二条切

込み下には突出した額部をもち、碑身下には基部の突出や基礎石が存在するものもみられ

る。中には、文和 4 年（1355）銘をもつ湧水町稲葉崎二連板碑のように一石で 2 基の板碑

を彫出する二連板碑などの板碑もみられる。 

特筆すべきは、湧水町稲葉崎に所在する「黄金塔」と呼ばれる総高 3ｍを超える 2 基の

大型塔である。この両塔は、頂部が丸く成形され、上端部に陰刻線による珠文帯の方形区

画内に月輪を刻み月輪内に大きく梵字種子を薬研彫りしている。その下には梵字種子をさ

らに雄大に薬研彫りし、その下にさらに陰刻線による珠文帯を配し、上段の銘文と下段の

銘文を画する陰刻線による珠文帯がみられるというように、九州全域をみても、全く類例

が確認できない特徴をもつ。 

以下では、大隅における紀年銘をもつ整形板碑を紹介する。 

1.稲葉崎暦応 2 年銘 1 号板碑(表 13-1 図 60-1 図 64-1) 

山中の緩傾斜に平坦地を連続させて立てられる石塔群中、中央に位置する「黄金塔」と

呼ばれる同規模同型式の 2 基の板碑のうち、向かって右側の板碑である。背面に粗い加工

痕を残し、側面の調整はやや丁寧、正面はきわめて丁寧に調整されている。碑身正面幅は
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上部・下部ともほぼ同じであるが、側面幅は上部に行くにしたがい、やや細く仕上げ、上

端部においてやや前屈みに成形されている。頂部は丸く成形され、上端部に陰刻線による

珠文帯の方形区画内に月輪を刻み、月輪内に大きく梵字種子を薬研彫りしている。その下

には梵字種子をさらに雄大に薬研彫りし、その下にさらに陰刻線による珠文帯を配し、こ

の下にも上段の銘文と下段の銘文を画する陰刻線による珠文帯がみられる。基部はコンク

リートにより固められているため明らかでない。 

2.稲葉崎暦応 2 年銘 2 号板碑(表 13-2 図 60-2 図 64-2) 

山中の緩傾斜に平坦地を連続させて立てられる石塔群中、中央に位置する「黄金塔」と

呼ばれる同規模同型式の 2 基の板碑のうち、向かって左側の板碑である。背面に粗い加工

痕を残し、側面の調整はやや丁寧、正面はきわめて丁寧に調整されている。碑身正面幅・

側面幅とも上部に行くほどわずかに細く仕上げ、上端部においてやや前屈みに成形されて

いる。頂部は三角に成形され、上端部に陰刻線による珠文帯の方形区画内に月輪を刻み、

月輪内に大きく梵字種子を薬研彫りしている。その下には梵字種子をさらに雄大に薬研彫

りし、その下にさらに陰刻線による珠文帯を配し、この下にも上段の銘文と下段の銘文を

画する陰刻線による珠文帯がみられる。珠文帯の位置は１号板碑と同じであるが、珠文数・

配置がわずかに異なる。基部はコンクリートにより固められているため明らかでない。 

3.稲葉崎暦応 2 年銘 3 号板碑(表 13-3 図 61-3 図 64-3) 

山中の緩傾斜に平坦地を連続させて立てられる石塔群中の一つである。調整は平坦な背

面に粗い加工痕を残し、また、側面に一部粗い加工痕を残すほかは丁寧に仕上げられてい

る。山型は破損しているが、残存部の形状から頂部は尖頭状を呈し、中央に位置すること

が想定できる。やや前屈みに成形する額部から山型までは、前面をわずかに膨らませてい

る。正面から側面にまわす二条切込みは断面三角形だが、同時期の板碑に比較すれば、彫

りがやや浅い。碑身上半には梵字種子を雄大に薬研彫りし、中に墨を入れている。梵字種

子下には細線陰刻の割付線を引き、その割付線の中に銘文を刻んでいる。 

4.稲葉崎暦応 3 年銘板碑(表 13-4 図 61-4 図 64-4) 

山中の緩傾斜に平坦地を連続させて立てられる石塔群中の一つである。碑身から山型部

は前屈みに成形している。調整は丸く膨らませた背面と向かって右側の側面に粗い加工痕

を残す。このほかの面には碑身に細かい鑿痕を残すほかはすべて丁寧に仕上げられている。

山型は正面観をわずかに膨らませ、頂部に背面に向かい下がっていく稜をもつ。二条切込

みは断面三角形でしっかりしている。額部は大きく前方に突出させており、前面にアクと
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バンの梵字種子を薬研彫りしている。碑身上半には中に墨を入れた阿弥陀三尊の梵字種子

を雄大に薬研彫りし、梵字種子下には銘文を刻んでいる。 

5.稲葉崎二連板碑(表 13-5 図 61-5 図 64-5) 

山中の緩傾斜に平坦地を連続させて立てられる石塔群中の一つである。中央に陰刻線を

引き 2 基の板碑の界線としている。横幅は同じだが、向かって左側をやや大きく成形して

いる。調整は 2 基の中央をやや膨らませた背面に粗い加工痕を残すほか、すべての面を丁

寧に仕上げている。また正面も 2 基の中央の界線付近を最も高くし、丸く膨らませている。

正面から側面にまわす二条切込みは断面三角形でしっかりしている。それぞれの碑身上半

には梵字種子を薬研彫りし、梵字種子下には刻銘がみられる。 

6.田尾原正平 14 年１号板碑(表 13-6 図 61-6 図 64-6) 

山中の平坦地に存在する石塔群中、最奥に立てられる 2 基の板碑のうち、向かって右側

のものである。2 号板碑とともに細身の形態的特徴をもち、2 基並立のものである。調整は

丸く膨らませた背面に粗い加工痕を残す。また、側面は細かい鑿痕を残すほかは、すべて

丁寧に仕上げられている。そのほかはすべての面を丁寧に仕上げている。山型は正面観が

三角形であり、やや後ろに位置する頂部から後方に下がる稜線をもつ。二条切込みは断面

三角形でしっかりしており、額部は前方に突出させている。碑身上端には中に墨を入れた

梵字種子を薬研彫りし、梵字種子から離れた下部には銘文を刻んでいる。なお、左下端に

は墨書銘が確認できるが、現在では判読できない。 

7.田尾原正平 14 年２号板碑(表 13-7 図 61-7 図 64-7) 

山中の平坦地に存在する石塔群中、最奥に立てられる 2 基の板碑のうち、向かって左側

のものである。1 号板碑とともに細身の形態的特徴をもち、2 基並立のものである。調整は

下半を丸く膨らませた背面に粗い加工痕を残す。また、側面は細かい鑿痕を残すほかはす

べて丁寧に仕上げられている。そのほかはすべての面を丁寧に仕上げている。山型は三角

尖頭状を呈し、頂部は中央に位置する。二条切込みは断面三角形でしっかりしており、額

部は前方に突出させている。碑身上端には中に墨を入れた梵字種子を薬研彫りし、梵字種

子から離れた下部には銘文を刻んでいる。 

8.肆部合 1 号板碑(表 13-8 図 61-8 図 64-8) 

昭和 20 年頃まで大きなタブの木が存在する一角を「キモイドン」と呼び、信仰の対象に

していたが、このタブの木周辺に存在していた板碑を破壊して埋められていたものを、後

世、掘り出し、修理して並べたと伝えられている。 
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板碑 3 基のうち、完形に復元された同規模同型式のもの 2 基のうちの 1 基である。碑身

梵字種子下部で折損しており、折損部をコンクリートで補修している。調整は平坦な背面

に粗い加工痕を残し、側面後ろ半分については鑿の粗い加工痕が残されたままである。こ

のほかの面は各面丁寧に仕上げられている。正面観は細く高さが高い特徴をもつ。碑身上

方には梵字種子が大きく薬研彫りされ、梵字種子下中央およびその下部には刻銘もみられ

る。山型頂部は三角尖頭状に尖り、中央に位置する。正面から側面にまわす二条切込みは

断面三角形で彫りが深く、額部・基部とも前方に突出させている。基部は現在では、コン

クリートにより固められている。 

9.肆部合 2 号板碑(表 13-9 図 61-9 図 64-9) 

昭和 20 年頃まで大きなタブの木が存在する一角を「キモイドン」と呼び、信仰の対象に

していたが、このタブの木周辺に存在していた板碑を破壊して埋められていたものを、後

世、掘り出し、修理して並べたと伝えられている。 

板碑 3 基のうち、完形に復元された同規模同型式のもの 2 基のうちの 1 基である。碑身

梵字種子中央部および下部、さらには碑身下部で折損しており、折損部をコンクリートで

補修している。調整は平坦な背面に粗い加工痕を残し、側面後ろ半分については鑿の粗い

加工痕が残されたままである。このほかの面は各面丁寧に仕上げられている。正面観は細

く高さが高い特徴をもつ。碑身上方には梵字種子が大きく薬研彫りされ、梵字種子下中央

およびその下部には刻銘もみられる。山型頂部は三角尖頭状に尖り、中央に位置する。正

面から側面にまわす二条切込みは断面三角形で彫りが深く額部は前方に突出させている。

碑身下部において折損しているため、基部が突出していたかどうかについては不明だが、

折損部上部と下部の厚さが異なるため、基部は前方に突出していた可能性が高い。 

10.波之上神社嘉暦 3 年銘板碑(表 13-10 図 62-10 図 65-10) 

 板碑は海岸に面した小高い山に設けられた波之上神社社殿横に置かれている石造物群中

の一つである。板碑群の中では最も古い紀年銘を有し、他の板碑に比較してひときわ大き

い。調整は平坦な背面に粗い加工痕を残しているが、このほかの面は各面丁寧に仕上げら

れている。碑身には上方に大きく薬研彫りした梵字種子がみられ、その下に刻銘がみられ

る。基部は前方に突出させ、加工の粗い方形基礎石上に嵌められている。 

11.波之上神社元弘 2 年銘板碑(表 13-11 図 62-11 図 65-11) 

 板碑は海岸に面した小高い山に設けられた波之上神社社殿横に置かれている石造物群中

の一つである。鎌倉期のものにしては小振りである。碑身上半部が欠損し、梵字種子下端
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がわずかに確認できるのみである。調整は平坦な背面に粗い加工痕を残しているが、この

ほかの面は各面丁寧に仕上げられている。碑身には梵字種子下に刻銘がみられる。基部は

前方に突出させ、加工の粗い方形基礎石上に嵌められている。 

12.波之上神社正慶 2 年銘１号板碑(表 13-12 図 62-12 図 65-12) 

 板碑は海岸に面した小高い山に設けられた波之上神社社殿横に置かれている石造物群中

の一つである。鎌倉期のものにしては小振りである。碑身上半部が欠損し、薬研彫りされ

た梵字種子下半が確認できる。梵字種子は「アーンク」であろう。調整は平坦な背面に粗

い加工痕を残しているが、このほかの面は各面丁寧に仕上げられている。碑身には梵字種

子下に刻銘がみられる。基部は前方に突出させ、加工の粗い方形基礎石上に嵌められてい

る。 

13.波之上神社正慶 2 年銘２号板碑(表 13-13 図 62-13 図 65-13) 

 板碑は海岸に面した小高い山に設けられた波之上神社社殿横に置かれている石造物群中

の一つである。鎌倉期のものにしては小振りである。調整は平坦な背面に粗い加工痕を残

しているが、このほかの面は各面丁寧に仕上げられている。正面観は上方にいくにしたが

いわずかに細く仕上げている。碑身には梵字種子下に刻銘がみられる。山型頂部は三角尖

頭状に尖り、中央に位置する。正面から側面にまわす二条切込みは断面三角形で彫りが深

く、額部・基部とも前方に突出させている。基部は前方に突出させ、加工の粗い方形基礎

石上に嵌められている。 

14.波之上神社元弘 3 年銘板碑(表 13-14 図 62-14 図 65-14) 

 板碑は海岸に面した小高い山に設けられた波之上神社社殿横に置かれている石造物群中

の一つである。鎌倉期のものにしては小振りである。調整は平坦な背面に粗い加工痕を残

しているが、このほかの面は各面丁寧に仕上げられている。碑身には上方に大きく薬研彫

りした梵字種子がみられ、その下に草書体の刻銘がみられる。基部は前方に突出させ、加

工の粗い方形基礎石上に嵌められている。 

15.岩林寺跡正応 6 年銘板碑(表 13-15 図 62-15 図 65-15) 

岩林寺跡と伝えられる丘陵裾部の斜面に平坦地を造成し、鎌倉期以降の石造物群を並べ

ている。この板碑は最も入口に近い位置に立てられている。調整は平坦な背面に粗い加工

痕を残し、側面と背面の隅については、上方に向けて鑿の加工痕が残る面取りが施されて

いる。このほかの面は各面丁寧に仕上げられている。正面観は上方にいくにしたがい細く

仕上げている。碑身上方には梵字種子が大きく薬研彫りされている。梵字種子下中央には
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刻銘もみられる。山型頂部は三角尖頭状に尖り、中央に位置する。正面から側面にまわす

二条切込みは断面三角形で彫りが深く、額部・基部とも前方に突出させている。碑身は大

きな方形基礎石に嵌められているが、基礎上面は摩滅が著しい。 

16.岩林寺跡永仁 2 年銘板碑(表 13-16 図 63-16 図 65-16) 

岩林寺跡と伝えられる丘陵裾部の斜面に平坦地を造成し、鎌倉以降の石造物群を並べて

いる。この板碑は 1 号板碑よりやや上方の石塔郡中の中央に立てられている。調整は平坦

な背面に粗い加工痕を残しているが、このほかの面は各面丁寧に仕上げられている。山型

は照屋根状に反り、頂部は中央に位置する。正面観は上方にいくにしたがい、やや細く仕

上げている。碑身上方には梵字種子が大きく薬研彫りされていたのであろうが、梵字種子

部分から額部にかけて大きくえぐられている。梵字種子については下部が一部残り、「ア」

であることが推測できる。梵字種子下中央には刻銘もみられる。正面から側面にまわす二

条切込みは断面三角形で彫りが深く、額部・基部とも前方に突出させている。 

17.宮原板碑(表 13-17 図 63-17 図 65-17) 

 板碑は神山小学校西側の竹藪中に立てられており、周辺に石塔部材が散見される。調整

は平坦な背面に粗い加工痕を残しているが、このほかの面は各面丁寧に仕上げられている。

山型はわずかに照屋根状に反り、頂部は中央に位置する。正面観は上方にいくにしたがい

やや細く仕上げている。碑身上方には「バク」と「アン」の梵字種子が大きく薬研彫りさ

れており、碑身下に刻銘がみられる。正面から側面にまわす二条切込みは断面三角形で彫

りが深く、額部は前方に突出させている。基部についてはコンクリートで固められており、

多田隈豊秋による調査時（多田隈豊秋 1078）よりも深く埋められているものと思える。欠

損もほとんどないきわめて残りのよい板碑である。 

18.横馬場板碑(表 13-18 図 63-18 図 65-18) 

 板碑は集落の公民館敷地内に単独で立てられているが、周辺から掘り出されたものと伝

えられている。調整はやや丸く膨らませる背面に粗い加工痕を残しているが、このほかの

面は各面丁寧に仕上げられている。山型は頂部が中央に位置する。正面観は上方にいくに

したがいやや細く仕上げている。碑身上方には「バン」の梵字種子が大きく薬研彫りされ

ており、碑身下に刻銘がみられる。正面から側面にまわす二条切込みは断面三角形で彫り

が深く、額部は前方に突出させている。欠損もほとんどないきわめて残りのよい板碑であ

る。 
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表 13 大隅における紀年銘をもつ整形板碑一覧 

番号  名称  所在地  紀年銘  西暦  石材  参考文献  

1 稲葉崎暦応 2 年銘 1 号板碑  鹿児島県湧水町稲葉崎  オゴンツ  暦応 2 年  1339 凝灰岩  五味克夫 1966、藤澤典彦 2010 

2 稲葉崎暦応 2 年銘 2 号板碑  鹿児島県湧水町稲葉崎  オゴンツ  暦応 2 年  1339 凝灰岩  五味克夫 1966、藤澤典彦 2010 

3 稲葉崎暦応 2 年銘 3 号板碑  鹿児島県湧水町稲葉崎  オゴンツ  暦応 2 年  1339 凝灰岩  多田隈豊秋 1978 

4 稲葉崎暦応 3 年銘板碑  鹿児島県湧水町稲葉崎  オゴンツ  暦応 3 年  1340 凝灰岩  多田隈豊秋 1978 

5 稲葉崎二連板碑  鹿児島県湧水町稲葉崎  オゴンツ  文和 4 年  1355 凝灰岩  多田隈豊秋 1978 

6 田尾原正平 14 年銘 1 号板碑  鹿児島県湧水町田尾原鶴田山  正平 14 年  1359 凝灰岩  多田隈豊秋 1978 

7 田尾原正平 14 年銘 2 号板碑  鹿児島県湧水町田尾原鶴田山  正平 14 年  1359 凝灰岩  多田隈豊秋 1978 

8 肆部合 1 号板碑  鹿児島県志布志市有明町野井倉  暦応 4 年  1341 凝灰岩    

9 肆部合 2 号板碑  鹿児島県志布志市有明町野井倉  暦応 4 年  1341 凝灰岩    

10 波之上神社嘉暦 3 年銘板碑  鹿児島県鹿屋市高須町  嘉暦 3 年  1328 山川石  多田隈豊秋 1978 

11 波之上神社元弘 2 年銘板碑  鹿児島県鹿屋市高須町  元弘 2 年  1332 山川石  多田隈豊秋 1978 

12 波之上神社正慶 2 年銘 1 号板碑  鹿児島県鹿屋市高須町  正慶 2 年  1333 山川石  多田隈豊秋 1978 

13 波之上神社正慶 2 年銘 2 号板碑  鹿児島県鹿屋市高須町  正慶 2 年  1333 山川石  多田隈豊秋 1978 

14 波之上神社元弘 3 年銘板碑  鹿児島県鹿屋市高須町  元弘 3 年  1333 山川石  多田隈豊秋 1978 

15 岩林寺跡正応 6 年銘板碑  鹿児島県南大隅町根占川南宇都  正応 6 年  1293 凝灰岩  多田隈豊秋 1978 

16 岩林寺跡永仁 2 年銘板碑  鹿児島県南大隅町根占川南宇都  永仁 2 年  1294 凝灰岩  多田隈豊秋 1978 

17 宮原板碑  鹿児島県南大隅町根占川北宮原  正安 3 年  1301 凝灰岩  多田隈豊秋 1978 

18 横馬場板碑  鹿児島県南大隅町根占川北   建武 2 年  1335 凝灰岩  多田隈豊秋 1978 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



~ 163 ~ 

 

 

 

 

図 59 大隅における整形板碑の分布 
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図 60 大隅における整形板碑① 
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図 61 大隅における整形板碑② 
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図 62 大隅における整形板碑③ 
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図 63 大隅における整形板碑④ 




